

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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前巻までのあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

　替え玉皇帝として国内の改革に取り組み、十四カ国連合軍や「七勇神姫セテイオ・プリンサ」との戦いも圧倒的物量によって押し勝つ。さらに慈愛の女神までも嫁にした彼は諸外国との友好関係を結び、国内外の問題を解決するため外遊に出発した。

　エイズルムで「地の姫スオロツサ」マライカとともに悪代官の不正を暴き、アレグランサでは「水の姫アクウイツサ」ナタリアと「白しろ山や羊ぎ」の企てを打ち破った常信だったが、帰国途中、帝都陥落の報を受ける。

　大陸を裏で支配してきた銀行家ヴェイルジェンドンの後ろ盾を得て、西部の大貴族ジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくが新皇帝としてポッツォーリ帝国の建国を宣言したのだ。

　窮地に立たされる常信たち。一旦、ヒルデガルトが治める地ラグーザに落ち着くが、そこにもジャコッポ帝の侵略の手が伸びる。百万の軍勢が差し向けられ、絶体絶命と思われたとき、バラバラになっていた嫁たちが常信の下に集結した。

　常信は勝利を確信し、逆転手の閃ひらめきを胸に、反撃開始を宣言する。





第？章　ラスボス（？）って段階変化しがちだよね







　玉座には不可思議なものが鎮座していた。

「よく来たな、アルフォンソ！　ここまで辿たどり着いたこと、褒めてやろう！」

　その不可思議なものが尊大に声を上げる。

　日和ひより常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

「まさにラスボスそのものじゃないか。見た目も、台詞せりふも」

「ハッハッハ！　俺の姿に恐れ戦おののいているのかっ？　無理もない！　俺は圧倒的進化を遂げたのだ！　俺はもはや昨日までの俺ではない！　偉大なるジャコッポⅠ世は新たな段階へと至った！　これすなわち、ジャコッポⅠ世（改）の誕生である!!」

　ぐねぐねと異様に細長い腕が二本、あっちこっちに蠢うごめいている。足はどこに消えたのか最初はよく分からなかったが、どうやら玉座の下に広がるザラザラしていそうな絨じゆう毯たんらしきものがそれのようだ。

　胴体は金属のように角張っており、ところどころ突起物が出ている。そして先程から強気の発言を繰り返す口がついている頭部は何な故ぜか向かって左に九十度傾いており、見ていると段々首を傾かしげたくなってくる。

「さあ、かかって来い！　お前のせいでポッツォーリ帝国はズタボロだ！　こうなったら刺し違えてでもお前を殺す！」

　唾つばを飛ばし喚わめくジャコッポⅠ世（改）を見ていると、隣で茶髪の美少女が顔を顰しかめた。

「気持ち悪い……」

「お前が言うのなら相当だな、シエラ」

　シエラと呼ばれた男装の美少女はフッと微笑ほほえむ。

「ボクは薬物や人体改造には興味ないからねっ」

「あれは、その類たぐいなのか？」

　ジャコッポを指差して尋ねた。シエラが頷うなずく。

「体内に魔力精製した薬物を入れて強制的に強化してるね。ありのままの姿をこよなく愛するボクとは相あい容いれない発想だ」

「なるほど。とすると──」

「陛下はお下がり下さい！」

「ここは我々が！」

　常信たちの前に多くの兵士が並び、ジャコッポⅠ世（改）に槍やりを突きつけた。すでに謁見の間は常信に与くみする兵士たちで埋め尽くされており、ジャコッポは孤立無援だ。通常なら彼を捕らえるのは容易たやすいはずだが。

「最強の生物へと進化した俺に刃やいばを向けるなど、不遜極まりない雑魚どもが!!」

　ジャコッポが不気味なまでに細長い腕を軽く振った。百人近い兵士たちが一振りで弾はじき飛ばされる。悲鳴を上げて床を転がる彼らに絨じゆう毯たんのような足が追い討ちをかけた。

「この痴しれ者ものどもめ！」

　音もなく広がった絨毯が兵士たちを包み込み、ギリギリと締め上げる。「助けてぇ！」と叫ぶ仲間たちを救出に突っ込んだ第二陣も同じ轍てつを踏む羽目になった。

「この程度かっ？　弱い弱い弱い弱い弱いぃぃぃっ！　たかだか二百や三百の兵で俺を捕らえようなどと、浅はか過ぎるぞアルフォンソ！　その愚かさ、あの世で後悔しろぉ！」

　歪いびつに曲がった細長い腕が空を裂いて振り下ろされる。

　しかし、それは突如現れた石壁によって阻まれた。

「皇帝さんには指一本触れさせないんだからっ」

　黒髪の小柄な美少女がナイフを構える。

「マライカ、ありがとう」

　彼女に声を掛けると、チラッと振り向いて「このくらい当然よっ」と返してきた。

「俺の前でイチャイチャしてんじゃねえええ！」

　ジャコッポが、締め上げていた二百人ほどの兵士をこちらに向かって放り投げた。兵士たちが悲鳴を上げながら降ってくる。

「人を物のように扱うなど、卑劣漢めっ」

　怒りの声とともに風が巻き上がった。落下してきた兵士たちを緩やかに受け止め、床へと静かに下ろす。這ほう々ほうの体ていで退く兵士たちの代わりにプラチナブロンドの髪をなびかせて凜りんとした美少女が前に出た。

「お前はこの私、ロザリンド・スターリング・フォン・イグドラルが誅ちゆうする！」

　青灰色の瞳ひとみが厳しく細められる。「ギイイイイ！」とジャコッポが金属を擦すり合わせたような音をさせた。

「まぁた可愛かわいい女の子が出てきたよ！　キャッキャウフフしてんじゃねえぞぉ！」

　両手の指に魔力の光が宿る。右手から炎が、左手からは水流が噴き出した。

「その程度の炎じゃ、ぬるいねえ」

「うふふ～♪　蒸発させるわよ～っ」

　長身の美少女が二人、飛び出した。黒髪ポニーテールの少女が槍やりを繰り出すと槍から水の奔流が駆け上がり、あっという間に炎を消し去る。一方、ウェーブした茶髪の少女は爆乳を揺らしながら戦せん斧ぷを大きく振り回した。

　迫っていた水流が瞬時に熱せられ、蒸発する。

「ぬああああ！　何人美少女出せば気が済むんだよ、てめえぇぇっ！」

　ジャコッポ（改）が両腕を振り回し、絨毯のような足をうねらせて攻撃を繰り出す。炎に水、竜巻や鉄針の雨まで降り注いできた。

　しかし、その悉ことごとくが五人の美少女たちによって阻まれる。常つね信のぶにはかすり傷一つつかなかった。ジャコッポ（改）は九十度傾いた目を血走らせ、吠ほえる。

「どうした、どうしたアルフォンソぉ!?　守ってばかりでは俺は捕らえられんぞぉ！　貴様の方からも攻撃してこいよぉ！」

「ああ、そのつもりだ」

　常信は軽く答えた。

　次の瞬間、ジャコッポ（改）の背後に真っ白な出いで立たちの美少女が現れる。黄金の瞳ひとみを見開き、髪をなびかせて自身の背丈よりも長い大剣を軽々と振った。

「えいっ！」

　ジャコッポ（改）の背中を叩たたき斬る。「ごほぉっ？」と相手が身をのけぞらせ、驚きよう愕がくに目を剥むいた。その目が少女を捉えるより早く、彼女は姿を消している。

「またっ……今度は幼女っ。美幼女っ。羨まし……じゃなくて妬まし……でもなくて、つけあがるなよ、アルフォンソぉぉぉっ!!」

　雄お叫たけびを上げた途端、九十度傾いていたジャコッポ（改）の頭部がさらに九十度動き、逆さまになった。シエラが「うおっ」と声を上げる。

「お遊びはここまでだぁっ。俺の真の力を見せてやるぅっ！」

　ジャコッポ（改）が細長い腕を大きく広げた。彼を中心におぞましい気配が四方に放たれる。瞬まばたきする間に世界が一変した。

「ここは……？」

　常信は周囲を見回す。謁見の間にいたはずなのに、一面荒れ果てた大地と化していた。空が汚濁した水のように不気味な色で染まっている。

「ハーッハッハッハ!!　ここは俺の空間。名づけて『ポッツォーリ空間』だ！」

　ジャコッポ（改）が高笑いをした。上下がひっくり返った顔が笑っているのは、見ているだけで不安を駆り立てられる。

「ポッツォーリ空間では、俺は通常の三倍の力を発揮することができるのだぁ！　しかも！　貴様らは逆に三分の一の力しか使えぬのだぁ！」

　大笑するジャコッポ（改）。その体がゴキゴキと奇怪な音をさせて変化していく。それまで細かった腕や体が異様に膨れ上がり、不自然なまでのマッチョ体型と化した。

「ふううい。更なる進化を遂げた俺は、ジャコッポⅠ世（改）改めジャコッポⅠ世（真）である！　この姿になってしまったら、もう手加減はできんぞ。アルフォンソ！　それと周りにいる美少女ども！　てめえらは皆殺しだぁぁぁっ！」

　先程よりも苛烈な攻撃が始まる。上下左右、あらゆる方向から繰り出される攻撃に六人の美少女たちは防戦一方だ。しかし、その顔には余裕があった。

「マリー、つまらぬ戯れを長引かせるな」

　爆乳美少女の側そばに浮いている真紅の美幼女があくび混じりにぼやく。炎の戦せん斧ぷを振り回していた彼女は動きを止め、「あら～」と頬に手を当てた。

「リンちゃん、退屈なのね～……。そういえば、ここは屋外だし」

　にっこり微笑ほほえむ。

「うふふ～♪　リンちゃん、本気出して良いわよ～っ」

　彼女がそう言うや否や、リンが宙に舞い上がった。そしてその姿を変化させる。

「どれ、我も遊んでやるとするかのう」

　上空に真紅の鱗うろこをもつ巨大なドラゴンが現れた。セキリンダイシンリュウ。大陸最高峰の力をもつ太古竜だ。一声、咆ほう哮こうすると、暴れ回るジャコッポ（真）に向かって猛烈な炎を吐く。ジャコッポ（真）の全身が炎に包まれた。

「ほぎゃあああああ!?」

　ジャコッポ（真）が悲鳴を上げる。見事なまでに黒こげとなり、動きが止まった。その隙を逃さず、風の刃やいばが、水の槍やりが、炎の斧おのが、石いし礫つぶての雨が、光の剣がジャコッポ（真）を八つ裂きにする。

「ごひゅううううう……！」

　奇妙な悲鳴を上げてジャコッポ（真）が地に伏した。

「やったか!?」

　誰かが叫ぶ。常つね信のぶは嫌な予感がした。

「まだまだあああ!!」

　案の定、ジャコッポ（真）は起き上がる。黒こげだった表皮がバラバラと崩れ落ちていき、その内側から新たな肉体が盛り上がってきた。先程よりも一回り大きくなる。

「言っただろう？　俺は最強の生物へと進化したのだと！　このポッツォーリ空間で俺にここまでのダメージを与え──」

　セキリンダイシンリュウが更に苛烈な業炎を吐いた。

「だっはあああああああああ……!?」

　再びジャコッポ（真）が黒こげになる。しかしまたしても復活し、より大きく固くなって高笑いを放った。

「ざぁんねんだったなぁ、そこの太古竜！　俺は何度でも蘇よみがえる！　最強であるというのはそういうことだぁ!!」

「面倒くさいなあ……」

　常信は頭を掻かく。隣でずっと成り行きを見守っているシエラを見た。

「上う手まい方法はないか？」

「ボクの力で存在そのものを消し去ろう」

「それをやりたくないから、お前は戦うなって命じてあるんだろ……」

「正しくは、『戦え』って命じられてるんだけどねっ。皇帝の命令に逆らい続けているお陰で、もう、ボクは、すごいことになってるよ！」

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて口の端をつり上げる変態に常つね信のぶは頭を抱える。

「命令、取り消そうかなあ……」

「手がないわけじゃないけどね」

「何だって？」

「ボクの暗黒球体で彼の体内から薬物だけを取り除く。そうすればただの人に戻るよ」

「そんなこと出来るのかっ？　早く言ってくれよ！」

「以前、ボクが皇帝にかけられた魔法だけを消したことがあっただろ？　あれと同じ理屈だよ。知っていながら焦じらしていたわけじゃなかったのかい？」

「俺はお前のような変態じゃないからな」

　冷たい目で返す常信にシエラはにまにまと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「もっときついのが欲しいなあ。ボクに同じ罵声は通用しないよ」

「心の底からどうでもいい情報だ！」

　常信は追い払うように手を振りながら言う。

「やってくれ」

「ああっ♪　従属魔法の重ねがけっ。いい！」

「やってくれたら椅子にしてやるぞ」

「オッケー！　ボクに任せてくれっ」

　シエラが勇躍し、巨大な暗黒球体を作り出した。「みんな。どくんだ！」と叫び、それをジャコッポ（真）に向けて投げつける。

「だからどんな攻撃をしたところで俺は何度でも復活──」

　暗黒球体がジャコッポ（真）の体をすり抜けた。

　次の瞬間、不気味な巨大生物と化していた彼が全裸の人間に戻って地面にひっくり返る。「あれっ？」「あれぇっ？」と自身の体を見下ろして口をパクパクさせた。

「貴様は何度でも、何だって？」

　彼の首に槍やりが突きつけられた。「あひぃっ」とジャコッポが震え上がる。

「何がっ……どうなってるんだ……!?」

「説明は後にしよう。ジャコッポ、勝敗は決した。このポッツォーリ空間を解除しろ」

　常信は彼の側そばまで進み、そう告げる。ところがジャコッポはふるふる首を振った。

「あの……俺、力なくしたみたいなんで……解除することはできないんですけどっ……」

「あー……。そういう展開か……」

「そ……そうだっ……！　刺し違えてでも貴様を殺すと言っただろうが！　だから俺も貴様もこのポッツォーリ空間で野垂れ死ぬのだぁっ！　グハハハハハハハ！」

　ジャコッポが勢いを取り戻し、真っ裸で笑う。手を叩たたいて煽あおってきた。

「へいへーい！　余裕ぶっこいてたら、閉じ込められて相討ちになっちゃったなあ？　どんな気持ちだ？　なあ、今、どんな気持ちだぁっ？」

　下からねっとり見上げてくる。しかし常つね信のぶは彼の方を見てはいなかった。

　不意に空間にヒビが入り、一部が粉々に砕け散る。

「へーか！　みんなー！　迎えに来たよーっ」

　空間にできた穴からひょこっと銀髪の美少女が顔を出した。常信を見つけるなり、パッと顔を輝かせて駆け寄ってくる。豊満な胸がたゆんたゆんと元気良く揺れる光景は、いつ見ても心癒いやされるものだ。

　常信はうんうんと頷うなずき、こちらを見上げた体勢のまま凍りついているジャコッポ（全裸）を見下ろした。

「お前の悪あがきくらい対策済みだ。こちらには転移魔法の専門家がいる。他にも優秀な人材がいくらでも揃そろっている。どんな事態に陥ろうとも、必ず解決できるんだ」

　駆け寄ってきた銀髪巨乳美少女を抱き留め、堂々と言い放つ。

「だってウチ、大国だから」





第一章　仮想通貨、始めました（便利）







「百万の軍勢をこちらに取り込む」

　常信は自身の閃ひらめきを皆に披露した。

　ラグーザ領の領主邸宅一階玄関ホール。金塊の山を背に話す。

「そもそも、みんな帝国民じゃないか。何で戦う必要があるんだ？」

「陛下、仰おつしやりたいことは分かりますけれど……」

　豪ごう奢しやな金髪を揺らし、エルフ族の美少女が首を捻ひねる。紫の瞳ひとみが愁うれいを帯びた。

　彼女はベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく令嬢。宰さい相しよう補ほという役職にある常信の側近の一人だ。彼女は懸念を包み隠さず伝える。

「かの軍勢はジャコッポの支配下に、いえ、ヴェイルジェンドン家の支配下にあります。寝返らせるのは難しいかと。何か策がおありなのですか？」

　常信は彼女に不敵な笑みを返した。

「まずは魔力通信網の公共性を取り戻す。ナタリア！」

　首を巡らせると、すぐに「おう」と声が上がる。前に出てきたのは黒髪をポニーテールに纏まとめた長身の美少女だ。アレグランサ王国の王女にして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「水の姫アクウイツサ」ナタリア・テラディリャスである。彼女の赤い瞳ひとみには燃えるような情熱が宿っていた。

「あたしの出番かよ、皇帝っ？　何をすればいい？　遠慮なく言いな！」

「浮遊島はアレグランサの王都上空に浮かべたままなんだよな？」

「ああ、そうだぜ。それがどうした？」

　ナタリアはきょとんとする。常つね信のぶは視線を左右に走らせた。

「キャラ！」

「あーい……」

　すぐ側そばでやる気なさそうな声が上がる。赤毛の猫耳猫尻尾娘がゆらりと尻尾を揺らして返事をした。半分寝ていそうな目でこちらを見ている。

「物理的に手出しできない場所に新しいサーバーを置けば、魔力通信網を作り直すことは可能なんだよなっ？」

　常信の問いに彼女の尻尾がピンと立った。キャラは天才発明家だ。すぐに意図を察したのだろう。寝ぼけ眼のまま「おっけー……」と答えた。

「どのくらいの時間があればできる？」

「んー……あたし一人だと、ちょっとなー……。まあ、一ヶ月で何とか……」

「頼む！　その間、どうにかして足止めを続けよう」

「うふふふ～。お空はリンちゃんと私に任せて～」

　大きく手が挙がった。爆乳がばるんばるんと揺れる。ウェーブした茶髪を弾ませつつ手を振っているのはマリアンヌ・レーヴェ・スライフォード。ブリムレック王国の王女にして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「火の姫フイアネツサ」だ。

「また足止めか。つまらん」

　小脇に抱えられ、マリアンヌの爆乳に半分埋うずもれている真紅の幼女が太古竜セキリンダイシンリュウ。マリアンヌの相棒だ。彼女たちに任せれば上空の心配はないだろう。

「一月どころか一年かかっても突破できない土壁を作ってあげるわよ！」

　ナイフをくるりと器用に回し、踊り子風の衣装に身を包んだ美少女が宣言した。

　マライカ・ビッテ・アラースム。彼女もまた七勇神姫の一人、「地の姫スオロツサ」だ。エイズルムの王女であり、アイドルとして全国的な人気を博している。

「二人とも助かるよ」

　常信はマリアンヌとマライカに頷うなずいた。

「それから、ロザリー」

「ここに」

　凜りんとした声でロザリンド・スターリング・フォン・イグドラルが一礼する。肩に掛かったプラチナブロンドの髪を払い、強い意志を秘めた青灰色の瞳でこちらを見つめた。イグドラル王国の王女であり七勇神姫「風の姫ヴエネリツサ」でもある彼女には一分の隙もない。

「浮遊島に向かうキャラをサポートしてくれ。多分、他にも幾つか島を浮かせる必要が出てくるだろうから、飛ひ翔しよう石の再利用についての指揮も執ってもらいたいんだ」

「あうっ♪」

　彼女が肩をビクッと跳ねさせた。潤んだ瞳ひとみでこちらを見てから「仰せのままに」と答える。常つね信のぶは努めて冷静さを保った。

　従属魔法は本当に空気を読まないな……と心の中でぼやく。

　ロザリンドには従属魔法がかけられている。常信の命令に従わないと気持ち良くなってしまうという不可解なもので、たまに対処に困る。

「私にも！　私にも何かお命じになって下さい、陛下！」

　ロザリンドとそっくりな顔立ちの美少女が迫ってきた。彼女はプラチナブロンドの髪を肩の辺りで切り揃そろえている。ヒルデガルト・スターリングだ。ロザリンドの従姉妹いとこであり、常信たちが身を寄せているここラグーザの領主でもある。

「分かってるから。ヒルデには十二星姫ドーデイ・ステラの班分けをしておいて欲しいんだ」

　彼女を押し止とどめつつ言う。「班分けですか？」とヒルデガルトが首を傾かしげた。

「うん。何組かに分かれて活動してもらうことになると思う」

　常信は自分の考えを大まかに伝える。

「お任せ下さい。陛下の大望のためなら、私は何でもします！」

　深く頭を下げてからヒルデガルトは仲間たちの下へと駆け寄っていった。

「ねーねー、へーか。わたしはっ？」

　袖を引かれて見下ろす。

　翡ひ翠すい色の瞳に吸い込まれそうになった。銀髪の美少女が輝く笑顔でこちらを見上げている。常信も思わず頬を緩めた。

「パオラの出番はもう少し後になるから、今はゆっくりしていようね」

「はうっ♪　分かりましたぁ」

　ビクンと体を震えさせた弾みで彼女の豊満な胸がたゆんと跳ねる。

　常信はそれを直視してしまい、天を仰いだ。

　銀髪の美少女──パオラ・ハルバートにも従属魔法がかけられている。そもそも彼女の勘違いでこういうことになっているのだが、罪悪感を覚えずにはいられなかった。常信は一つ息を吐き、自分自身について思いを巡らせる。

　名前は日和ひより常信。平凡な高校生だったはずだが、ある日、異世界に召喚されてから全く平凡でない人生を送っている。大陸の八割を占める超大国グロリア帝国の替え玉皇帝に据えられ様々な困難を乗り越えたものの、外遊中に帝位を乗っ取られ、新皇帝に命を狙われているというひどい状況だ。

　ただ、再起の糸口は掴つかんだ。

　上う手まく実行に移せれば事態は一変し、全て挽回できるはずだ。

「それじゃ、みんな！　よろしく頼む！」

　玄関ホールに集まった頼もしい仲間たちに声を掛ける。

「オーッ」とかけ声が上がる中、背中にねっとりとした視線を感じた。

　振り返る。

「皇帝……ボクを無視し続けるだなんてっ……やってくれるね！」

　変態がいた。

　濃いめの茶髪を振り乱し、四よつん這ばいになった男装の麗人がこちらに尻を突き出している。何な故ぜか背中には馬上鞭むちが乗っていた。

「シエラ……、一応聞くが、何してるんだ？」

「ボクの口から言わせようとするだなんて！　さすが皇帝だね！」

　ハアハアと舌を出して嬉うれしそうに言う。今すぐここから逃げ出したくなった。

　この変態はシエラ・ログルド・バートロンと言い、残念ながらテルエ王国の王女で七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「闇の姫ブイオツサ」なのだ。どんなものでも飲み込み消し去ってしまう暗黒球体を操る驚異的な強さを誇る英雄なのだが、その性的嗜し好こうが何もかもを台無しにしている。

　シエラは碧へき眼がんを爛らん々らんと輝かせ、こちらに向かって叫んだ。

「君の命令を待っているんじゃないか！　拒むボクに対して、この馬上鞭で尻を打ち据えながら『言うことを聞け！　この豚が！』と罵ってくれるんだろう!?　ボクは分かっているんだからね！　さあ、早く鬼畜破は廉れん恥ち外道な本性を剥むき出しにしてボクを──」

「よし。今夜は解散！」

　常つね信のぶは彼女を放置することにした。

「あはあああ♪　この冷たい仕打ちっ……！　最高！」

　悲しいことに手遅れだった。

「ちょっと皇帝！」

　目の前に勝ち気な瞳ひとみの美少女が立つ。腰に手を当て、不満そうに見上げてきた。水色の髪が照明を受けて虹色に輝く。

「私にも頼りなさいよ！　慈愛の女神である私が本気を出せばどんなにすごいか分かったでしょ！」

　その言動からはどうしても想像できないのだが、彼女はれっきとした女神様だ。慈愛を司つかさどるという女神クオーレ。確かに彼女のお陰で七勇神姫の皆と連絡を取ることができたが、それは彼女の斜め後ろに控えている真っ白な美少女の力によるところが大きいだろう。

「クオーレ様、皇帝の寵ちよう愛あい、渇望」

　白金の髪に黄金の瞳。雪のように白い肌をした幼い少女がクオーレの背後でポツリと呟つぶやく。クオーレの顔が真っ赤になった。

「ユーリ！　私は別に皇帝のことなんか何とも思ってないんだからね！　皇帝も勘違いしないでよね！」

　あわあわと侍女の口を塞ぎ、こちらをキッと見つめてくる。真っ白な少女はされるがままで、ぼーっと明後日あさつての方を見ていた。

　もちろん彼女も外見からは計り知れない実力の持ち主だ。アートマ神王国の巫み女こ姫にして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「光の姫ルーテツサ」ユーリ。目の届く範囲なら瞬間移動が可能で、かつ魔力を込めた宝石を通しての瞬間移動もできる。

　最近は専もつぱらクオーレを連れてあちこち飛び回っているようだが、神出鬼没なのでクオーレですら彼女の行動を全て把握できているわけではないらしい。

「クオーレ様にも後でやってもらうことがあるから、今は休んでいて欲しいんだ」

　とりあえず常つね信のぶはそう返した。

「そ、そうっ。皇帝がどうしてもって言うなら手伝ってあげなくもないんだからね！」

　慈愛の女神様は取り繕うように髪を払い、「さ、行くわよ」とユーリの手を引いてホールを後にする。周りでは他の人々も思い思いに散らばりつつあった。

「思い切ったことを為なさいましたな、陛下」

　入れ替わるように近づいてきたのは禿とく頭とうの老人だった。パオラが「お祖じ父いちゃん、ただいま！」と元気良く手を振る。

　老人は「おかえり」と嬉うれしそうに髭ひげを撫なでつけ、目を細めた。こうしていると人の好いい爺じいさんにしか見えないが、その実、グロリア帝国の宰さい相しようを勤めている老ろう獪かいな貴族である。ムツィオ・デルベッキオといい、常信を替え玉皇帝に据える計画を立てた張本人だ。

「陛下のお考え、詳しいところをこのジジイめにもご教示いただきたく」

「ああ、そうだな。執務室で話をしよう。ビーチェも」

　キャラと何か話し込んでいた宰さい相しよう補ほを呼ぶ。ベアトリーチェは「はい」と会釈した。

　執務室には常信とムツィオ、パオラにベアトリーチェ。そしてムツィオの親友で元公こう爵しやくのサルバドール・フェレーロが集まった。実は部屋の隅に「ふぁっふぁっふぁっ！」「ひぃっひぃっひぃっ！」「ぶふふふふっ！」「ふぇっふぇっふぇっ！」「ふぉっふぉっふぉっ！」と奇怪な笑い声を上げる五人の老人たちがいるのだが、そちらはあえて放っておく。

「俺の考えは、こうだ」

　皆が着席したところで詳しい考えを話した。

　やろうとしていることはそれほど複雑なものではない。

　天才が思いつくような奇手や妙手ではないだろう。

　凡人らしく愚直な思考の末に辿たどり着いた策だ。

「どう、だ……？」

　話し終え、皆を見回す。

　ムツィオとサルバドールは険しい顔をしていた。ベアトリーチェは視線を斜め下にやったまま口を閉ざしている。膝ひざの上にいるパオラは「ふむふむ」と腕を組んで頷うなずいているが、この行動にあまり意味はないだろう。

　自分より遥はるかに頭の良い三人が考え込んでいる。

　じきに滅多刺しにされるのではないかと背筋に悪寒が走った。

「陛下……」

　ベアトリーチェが口を開く。

「感動致しました！」

　彼女は席を立ち、素早く寄り添ってこちらの手を取った。しっかりと握り、そのまま自分の胸に押しつける。

「陛下は本当に戦わずして勝つ道をお求めになられているのですねっ。民の喜びを己の喜びとし、民の苦しみを己の苦しみとする。まさに名君のお考えですわ！」

「あ、ありがとう……」

　感極まったように手を胸に押しつけ続けるベアトリーチェ。うっすら涙ぐんですらいる。柔らかなぬくもりが伝わってくるのは嬉うれしいのだが、宰さい相しようたちの視線が痛い。

「いや、しかし。大胆な構想ですな」

　咳せき払ばらいをしてムツィオが言った。

「特に、情ではなく利に訴えているところに感服致しました。泣き落としでどうにかなる相手ではないと考えておりましたが、これなら寝返らせることは十分に可能ですぞ」

「具体的なところは魔力通信網をジャコッポの手から取り戻してからとのことですが、今のうちに種をまくことも肝要かと。他国への渡りは七勇神姫セテイオ・プリンサの者たちが使えましょう」

　サルバドールが真剣な眼まな差ざしで告げる。

　常つね信のぶはホッと胸をなで下ろした。

「荒唐無稽な絵空事だと断じられなくて良かったよ」

「無論、上う手まくいくかどうかは大いなる賭けでございましょうな」

　老宰相が禿とく頭とうを撫なでつつ言う。

「それでも、賭ける価値がありますぞ、陛下」

　にんまりと笑ったので苦笑してしまった。

「もちろん私は陛下に身も心も捧ささげておりますので」

　そんなことを言いながらベアトリーチェが握った手を自分の服の中に入れようとする。「おうわぁっ？」と慌てて引き抜いた。

「遠慮なさらなくてもよろしいんですのに」

「今はそういうときじゃないから！」

「でしたら、一体いつになったら『そういうとき』になるんですの!?」

　意外と強い口調で迫られる。咄とつ嗟さに言葉を失った常つね信のぶの代わりにパオラが口を開いた。

「帝都に帰ったら、ビッチェのおっぱいもへーかに揉もんでもらえるよ！」

「パオラ!?」

「だから、それまで我慢して下さい」

　真面目な顔で言う。ベアトリーチェが帝国淑女式の礼をした。

「お約束いただき光栄に存じます、パオラ様」

「うむ。よきにはからえ」

　自分の意思とは関係なく奇妙な取り決めが為なされてしまった。




　翌朝、常信は外の喧けん噪そうで目を覚ました。

「何か……起きたのか……？」

　カーテンを開く。朝の日差しが眩まぶしい。目を細めつつ玄関の方を見下ろすと人だかりができていた。民衆と相対しているのはヒルデガルトだ。

　彼女は民衆の中から数名を選んで邸宅に招き入れる。常信は急いで身支度を調え廊下に出た。「おっと」と身を引いたのは執事のセバスティアンだった。美しい所作で礼をすると執事は「おはようございます」と挨拶をした。

「下に領民が来ているようだが？」

　そう尋ねると、執事はゆるりと頭を振る。

「恐れながら、あの者たちは領民ではありません。帝都で働いていた元官僚の皆様と聞き及んでおります」

「元官僚!?」

「主あるじの命で陛下のご来臨を賜たまわりたく伺った次第でございます。ご案内することをお許しいただけますでしょうか？」

「許す。案内してくれ」

　セバスティアンに先導され、階下に降りる。一階の一室に数人の男たちがいた。常信が入室するなり跪ひざまずき頭こうべを垂れる。

「陛下、おはようございます！」

　ヒルデガルトが最敬礼で出迎えた。勧められた椅子に座り、彼女も座らせる。頭を下げたままの男たちを見た。

「元官僚と聞いたが？」

「はい！　ベアトリーチェ卿きようにもご足労いただいているところです」

「彼女は今？」

「はい！　それがっ……」

　頬に手を当て、ヒルデガルトは言いにくそうに目を伏せる。訝いぶかしげに見つめるこちらの視線に下唇を噛かみ、意を決したように答えた。

「昨晩、陛下があまりに激しかったもので、湯ゆ浴あみをしてくると……」

「サラッととんでもない嘘うそ吐ついてくれたな、ビーチェ！」

　外堀の埋め方がどんどん雑になっている気がする。

「……昨夜遅くまで仕事をしていたから目を覚ますためだろ。俺は関係ないからな」

「本当ですか!?　安心しました……」

　ヒルデガルトが胸を撫なで下ろした。

「今夜は私が強引にでも、と決意しておりました」

「早まらなくて本当に良かった！」

　パオラではないが、せめて帝都に戻るまで自制してもらいたい。

「お待たせ致しました。あら、陛下もいらしていたのですね」

　扉が開き、ベアトリーチェが入室した。まだ髪が乾ききっておらず豪ごう奢しやな金髪がしっとり濡ぬれて輝いている。タオルで水気を取りながら当然のように隣に座った。風呂上がりの得も言われぬ色気がある。

「元官僚たちが来ているそうだぞ」

　常つね信のぶは彼女から目を逸そらしつつ言った。ベアトリーチェはこちらに流し目を向けながら「そうなんですの？」と囁ささやく。

「ベアトリーチェ卿きよう、彼らが本物かどうか確認していただきたい」

　二人の間に割り込むようにしてヒルデガルトが控えている男たちを指し示した。ベアトリーチェは冷たい目でヒルデガルトを一睨にらみしてから男たちに目をやる。

「顔を上げなさい」

「はい！」

　男たちは身なりこそ貧相だったが顔つきには知性の輝きがあった。「ご無沙汰致しております、ベアトリーチェ様」と一人が挨拶をする。

「フランコ！　まさか本物とはね……」

　ベアトリーチェが紫の瞳ひとみを丸くした。

「ビーチェ、本人に間違いないのか？」

「はい、陛下。彼はフランコ。筆頭書記官として帝国の行政実務を統括していた者です。後ろに控えている者たちも皆、実務を担っていた官僚に間違いありませんわ」

　しなだれかかりながら答える。石せつ鹸けんの良い香りがした。

「しかし、どうして官僚たちがここに？」

「答えなさい、フランコ」

　口調を冷徹なものに変えてベアトリーチェが命じる。フランコは一礼して答えた。

「アルフォンソ陛下の手足となって働くためです！」

　真まっ直すぐに見つめられ、圧倒されかける。彼は熱を持って続けた。

「恐れながら、ジャコッポ帝では帝国は回りません。アルフォンソ陛下にご帰還いただかないと帝国民が、ひいては大陸中の民が不幸になります。我々は陛下が帝都にご帰還なさるお手伝いをしたいと、僭せん越えつながら馳はせ参じました」

「我々は帝都を追われました。一旦、散り散りになりましたが、皆、思いは同じでそれぞれに工夫を凝らしラグーザを目指したのです」

「途中、土壁に進路を阻まれたものの、エイズルムに伝つ手てを持つ者が話を通してくれたお陰で通り抜けることができました」

「陛下！　どうか私たちに活躍の場をお与え下さい！」

　他の者たちも口々に訴える。

「貴方あなたたちまで喋しやべって良いと許した覚えはないわよ！」

　ベアトリーチェが一喝した。男たちが身を竦すくませて平伏する。

「そう言うな、ビーチェ」

　常つね信のぶは彼女の肩に手を置いた。ゆっくり立ち上がる。「陛下？」とヒルデガルトがこちらを見た。彼女を軽く手で制して男たちに近づく。

「お前たちの気持ち、嬉うれしく思う」

　口にした途端、胸が熱くなった。深呼吸をして息を整える。昨日、七勇神姫セテイオ・プリンサたちが集まってくれたときも嬉しかったけれど、今はそれ以上のものがあった。

「勿もつ体たいないお言葉です」

　フランコが平伏したまま答える。

「どうか俺に力を貸してくれ。お前たちの忠義には必ず報いる」

　膝ひざを突き、頭を下げた。「陛下！」とベアトリーチェが悲鳴を上げる。その声で察したのか、フランコが僅かに顔を上げ、ハッと目を見開いた。額を床にこすりつける。

「我らはアルフォンソ陛下に身命を賭してお仕え致します！　思うままお命じ下さい！」

　後ろの男たちも肩を震えさせた。あまりの恐縮振りに戸惑ったが、これが平民の感覚なのだろう。今まで魔力通信網で弄いじられてばかりだったので新鮮だ。

「頼りにしている。では、早速だがキャラを手伝ってくれ」

　常信は立ち上がりつつ言った。




　ラグーザに集まってきた元官僚たちはおよそ百名。彼らが新たな魔力通信網の構築作業に加わってくれたお陰で進捗状況は大幅に好転し、たった五日で全ての準備が整った。

「では、行って参ります！」

「じゃねー……」

「へーか、わたし頑張ってくるね！」

　不死鳥フェニーグスを操るロザリンドに連れられ、キャラとパオラが浮遊島へと移動。パオラの転移魔法でフランコたちも島に上がった。そこから飛ひ翔しよう石を利用して作り上げた通信衛星を飛ばし、大陸中を網羅する魔力通信網を作り上げる。最後の仕掛けはフランコたちが前もって準備していた。

「我々もみすみす魔力通信網の権限を奴やつらに渡したりしませんよ。帝都を追い出される前に、きっちり『裏口』を作っておきました」

　既存の魔力通信網に潜り込み、全ての晶機コムニカに新しいＯＳを強制インストールさせる。もはやウイルスかと言いたくなるほど強引な手だったが、首尾良く進んでくれた。

　フランコたちが合流した十日後、旧魔力通信網はもぬけの殻となり、新たな魔力通信網が大陸中を覆い尽くした。

　自分たちに魔力通信網の監視・改かい竄ざん等が不可能になったことを知ったジャコッポたちは新しい魔力通信網への不正アクセスを幾度も試みたようだが、キャラたちの構築したセキュリティに勝てるわけがない。物理的に破壊しようにも浮遊島はロザリンドとマリアンヌに守られている。

　怒ったジャコッポ帝は魔力通信網の全面禁止を命じたが、味方であるはずの三大商業連合ですらその命令には従わなかった。もはや大陸において、ありとあらゆる事柄が魔力通信網なしでは成立しなくなっていたのだ。
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「案の定だな。百万なんて数を揃そろえても、肝心の兵士にやる気がない」

　常つね信のぶは水晶球の画面を見つめてほくそ笑んだ。

「これなら寝返らせることができるはずだ。あとは……」

　執務室の片隅に積んである金塊に目をやる。新魔力通信網作りの資金としてアレグランサに幾らか運んだものの、まだ十分な量があった。

「この金塊が残っているうちにヴェイルジェンドン家の力が及ばない経済圏を作らないといけないんだけど……。何か良い案はないかなあ……」

　天井を見上げる。そこにパオラが飛び込んできた。

「へーか！　みんなが質問に答えてくれるようになったよ！」

　満面の笑顔に癒いやされる。「良かったね」と常信も笑顔を返した。

「こっちも確認してたところだよ。やはりジャコッポのやり方には不満が噴出していたんだな。この声が俺たちの力になるはずだ」

「それでね、へーかが困ってたことを聞いてみたんだ」

　パオラが膝ひざの上に乗ってくる。

「俺が困ってたこと？」

　色々あり過ぎてどれのことか分からなかったが、晶機コムニカの画面を見せてくれたので覗のぞき込こむ。懐かしさを感じる「知恵袋」にパオラの質問が投稿されていた。
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「相変わらずだな、こいつら」

　今日も「知恵袋」は平常運転のようで何となくホッとする。

　金を削って使うのはすでに行っていた。それ以外の方法が見み出いだせなかったからだが、この方法も決して最善ではない。受け取った人が各国の通貨に両替した時点でヴェイルジェンドン家の支配下に墜おちたも同然となるのだから。

　ううむと唸うなる常つね信のぶの膝ひざの上で、パオラが晶機コムニカを操作しながら嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「わたしの笑顔を通貨にするってどうやるんだろう？　笑顔の画像を撮って、それが一枚一オーロなのかなっ？　わ！　いっぱい笑顔の画像がいるね！　そうだ！　笑顔に段階をつけよっと。一オーロはこのくらいで、十オーロはこのくらいっ」

　色んな笑顔を浮かべては写真を撮り、「こんな感じかなー？」と確認している。

　彼女の笑顔にこちらも笑みがこぼれた。

「ああ！」

　瞬間、閃ひらめく。

　思わず声を上げてしまい、パオラが「どうしたの？」と振り向いた。

「それだよ、パオラ！　ないなら作れば良いんだ！」

　彼女の肩を抱き、大きく頷うなずく。

「パオラを新しい通貨にしよう！」




「つまり、どういうことですかな？」

　ムツィオが禿とく頭とうをなで上げた。

　応接室に集まった面々も、多くは老宰さい相しようと同じ気持ちのようだ。きょとんとした顔でこちらを見ている。

「だから、新しい通貨を作るんだよ！　その単位がパオラなんだっ」

　常信は身を乗り出した。膝の上でパオラが「おおーっ」と手を叩たたく。

「確かに新しい通貨を発行すればヴェイルジェンドン家からの影響は抑えられます」

　ベアトリーチェが金髪を掻かき上げ、「ですが」と続けた。

「キャラが持ち帰った金塊の残りはざっと七○億オーロほど。これを使って貨幣を鋳造しても、大陸中で使用されているオーロには到底、対抗できません」

「金の含有率を下げすぎても商人の間で流通しませぬからな。相応の価値がある金貨、銀貨が必要となりますぞ」

　彼女の意見に宰相がつけ足す。しかし常信もその辺りは承知の上だった。

「分かってる。だから貨幣は鋳造しない」

「恐れながら、私には理解が追いつきません……」

　ベアトリーチェが紫の瞳ひとみを憂いに染める。それまで側そばのソファでゴロゴロしていた赤毛猫耳猫尻尾娘が寝返りを打った。半分寝ているような目で言う。

「紙幣を発行するのー……？　でも、紙幣を刷るのもけっこう大変だよー。偽札が作られないように色々と対策いるしー……」

「そうだな。だから紙幣すら作らない。実体のある貨幣は作らないんだ。全ては、これ」

　常つね信のぶは皆に自分の晶機コムニカを見せた。

「晶機内にある数字にしてしまう。これなら鋳造の手間も何もすっ飛ばせるだろ！」

　キャラの尻尾がピンと立つ。

　しかし他の人々の反応は薄かった。むしろ戸惑いが強くなっている。

　それを感じて常信は一度、深呼吸をした。

「授業で習ったんだよ……。根本的な話から始めよう」

　皆を見回す。

「貨幣っていうのは売買を円滑にしたり富を効率良く蓄えたりする道具だろ？　物々交換の手間を減らして、貯蔵しているうちに腐ったりもしない便利な道具だ」

「本当に根本的なお話ですのね」

　ベアトリーチェが目を丸くした。

「で、通貨そのものにも価値がないと道具としての信用が保てないから金や銀といった稀き少しよう金属を使って貨幣を鋳造している。ここまでは合ってるかな？」

「概おおむね問題はございませぬ」

　ムツィオが答える。

「ただ、商人たちの間では貨幣の移動すら手間が掛かるから、取引を証券で行ったりしてるはずだ。為替かわせだっけ？　銀行に金貨を預けて、その代わりに幾ら預けてあるって証券をもらって、その証券をやり取りする。そうすれば、支払いのために金貨を持ち歩いて強盗に襲われる心配がないし、紙片だから扱いが貨幣よりも楽になる」

「大陸中にある銀行を利用して商人たちが取引を円滑に進めております。ですからヴェイルジェンドン家が強い力を持っているのですわ」

　ベアトリーチェが頷うなずいた。

「ところでムツィオ、俺が初めて魔力通信網を作るよう命じたとき、金庫を一棟、空にしろと言ったな。あのとき金庫の中にあった財宝を鋳つぶして貨幣を造ったのか？」

「いえ、そのような手間はかけておりませぬ。帝都の銀行に預けて通貨を発行させたのでございます。それを元手に魔力通信網の工事が進められました」

「なら、その財宝が銀行から消えて無くなったら？」

「は？」

　ムツィオが狐きつねにつままれたような顔をする。

「それは……一大事でございますな。何者がそのような犯行に及んだのか直ちに調べて犯人を捕らえ、財宝を取り戻さなくてはなりませぬ」

「その通りだけど、今、話してるのはそういうことじゃないんだ。こう言い替えようか。『元から財宝がなかったらどうする？』」

　宰さい相しようが眉み間けんに皺しわを寄せた。常つね信のぶの意図が理解できないようだ。しかしベアトリーチェは「ああっ」と声を上げた。

「ベアトリーチェ卿きよう、そなたには理解できたのか？」

　困惑顔でサルバドールが尋ねる。ベアトリーチェが興奮気味に答えた。

「陛下は、保有している金塊とは一切関係なく通貨を発行すると仰せなのですっ」

「そんなバカな!?」

　サルバドールが悲鳴を上げた。

「保有している金塊の量に関係なく通貨を発行するなど……。そんなことをして皆が通貨を換金しようとしたら、どうなさるおつもりですかっ？」

「なあ、サルバ。お前はフェレーロ公として領地を治めていたとき、徴税や売買をいちいち金で行っていたのか？　金貨ならまだしも」

「それは……。しかし、あくまで帝国通貨のオーロは陛下が有しておられる富によって保証されているからこそ安心して売買に使用されてきたのです。その基盤となる富がない状態では通貨としての信用はどこにあると言うのですか？」

「それなら、こちらに。目の前にいらっしゃいますわ」

　答えたのは常信ではなくベアトリーチェだった。

　彼女は白く細い指先で常信の胸をツウッと撫なでる。

「陛下ご自身が新通貨の信用を担保致します」

「陛下ご自身、だと……？」

　サルバドールも面と向かっては否定しづらいのだろう。難しい顔をして口を引き結んでしまった。常信は頭をフル回転させて言葉を紡ぐ。

「確かに換金騒ぎになれば、あっけなく破綻する方法だ。ただ、さっき喩たとえに出した通り金庫に本当に財宝があるかどうかは関係ないんだよ。新通貨パオラは金貨のように実体があるわけじゃないけれど、売買等に使える一定の価値を持った通貨なのだとグロリア帝国皇帝の俺が保証する」

「恐れながら、一つ気掛かりなことが……」

　ムツィオがそろりと手を挙げた。皺だらけの顔がいつも以上に険しい。

「現在、帝国はジャコッポめの手にあります。陛下が正統なる統治者であることは明白ですが、それを民も素直に受け入れるでしょうか。特に貴族たちがどのような態度に出るのか儂わしにも全く読めませぬ」

「そうだな。今の俺に大した信用はないだろう」

　常つね信のぶは宰さい相しようの懸念を認めた。

「だが、こちらにはもう一つ強みがある。新魔力通信網のおかげで再開の目め処どが立った『大倉庫』だ。新通貨パオラはまず『大倉庫』での支払いに使用する」

「なるほど。あくまで『大倉庫』での使用に限れば『大倉庫』の使用者のみが両替すれば良いだけのこと。同業他社として、ジャコッポどもの『ポッツォーリ輸送』に打撃を与えることも可能になると一石二鳥ですな」

「そのことなんだが、『大倉庫』はまず帝国以外の国で再開しようと考えている」

「何ですとっ？」

　宰相が目を剥むく。

「ジャコッポたちが魔力通信網に手出しできなくなって『大倉庫』の再開を止められなくなったとしても、帝国内での妨害はいくらでもできるだろ。だったら軌道に乗るまで、あえて連中とはやり合わない」

「しかし、それでは大した規模にはなりますまい。大陸経済の九割以上は帝国が回しておるのですぞ」

「フフッ。勘が鈍いね、帝国宰相殿。ボクには皇帝の企たくらみが理解できたよ！」

　どこからともなく変態の声がした。

　いや、どこから聞こえているのかは前から分かっていた。正直に言うと見えている。ただ、ずっと無視してきただけだ。

「『ポッツォーリ輸送』と『大倉庫』では『大倉庫』の方が便利に決まってる！　その利便性を周辺諸国に広めていけば、帝国内でも使いたがる領主が出てくるはずだ。特に東部諸侯はエイズルムとの貿易も盛んだろう。利に聡さとい領主ほど『大倉庫』を利用するはず。となると、自然と帝国内に新通貨が流れ込むことになるね！」

「的確な説明で本当にありがたいんだけど、四よつん這ばいのまま語られるとどうしても説得力が落ちるな……」

　ベアトリーチェの椅子になっているシエラを見下ろす。「もっと蔑さげすんだ目で見てくれ！」と返されたので目を逸そらした。

「ふーん。皇帝さんの考え、何となく分かってきたかも」

　マライカが口を開く。

「『大倉庫』を使って外側から経済の主導権を取りに行こうって魂胆ねっ。通貨もオーロからパオラに切り替えていけばヴェイルジェンドン家の力も弱められる。うん！　エイズルムはその作戦に乗るわよ！　パパに話してあげる！」

「アレグランサも乗るぜ！　早く『大倉庫』を再開させてくれないと失業問題が解決しないからねっ。もう造船だって進めてるんだぞ」

　ナタリアも目を輝かせて言った。

「二人とも、ありがとう。それから──」

「お待ち下さい、陛下！」

　勢い込む常つね信のぶをムツィオが制す。非常に険しい表情でこちらを見据えてきた。

「他に何か問題が……？」

　ゴクリと息を呑のむ。老宰さい相しようは真剣な眼まな差ざしで言った。

「陛下……新通貨の名称がパオラというのは、いかがなものでしょうか!?」

「問題、そこっ？」

「大問題ですぞ！　パオラが通貨単位になれば、庶民どもが一パオラ、二パオラ……などとパオラを数えることになりまする！　パオラはこの世に唯ただ一人！　百パオラや千パオラなどと言うのは許し難い所業！」

「えーっ……」

　思いがけないダメ出しに言葉を失う。そこでパオラが手を挙げた。

「へーか！　新通貨の単位はラウラにして下さいっ」

「ラウラ？」

「お母さんの名前だよ」

　パオラがこちらを見上げる。ムツィオが咳せき払ばらいをした。

「ここで我が娘の名を聞くことになるとは、儂わしも驚きましたぞ。陛下も母君の名を久しく聞いておらなんだでしょうからなあ」

「あ、ああ……。まさか母の名を通貨単位にするとは考えていなかった」

　常信はムツィオの機転に乗って誤魔化す。

「前皇后様のお名前なら民も親しみが湧きやすいでしょう。そちらになさった方が良いのではありませんか？」

　ベアトリーチェが頷うなずきながら言った。

「よし。では新通貨はラウラにする。『大倉庫』とともに大陸中に広めていくぞ」

　そう宣言してからヒルデガルトを見る。

「ヒルデ、十二星姫ドーデイ・ステラの班分けはできているか？」

「はい！　ご命令の通り四、五人の班を作っています」

　ヒルデガルトが立ち上がって答えた。

「では、そろそろ本格的に百万の軍勢をこちらに取り込むとしよう」

　ニヤリと笑う。

　次の瞬間、応接室の扉が弾はじけ飛ぶ勢いで押し開けられた。

「陛下ああああああああああああああ！　俺、やっちまいましたああああああああ!!」
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第二章　みんなが手の平を返すと裏が表になるらしい（当惑）







　たった一ヶ月でオーロ経済は崩壊した。

「予想より遥はるかに速かったな……」

　あまりの展開の速さに常つね信のぶ自身がついていけていない。ほんの一月前、応接室にジルベルトが飛び込んできたときには、また面倒事が増えたのかと恐れたものだが。

「まさかジルベルトが討伐軍の大将を説得するとはなあ……」

　ジルベルトは「百万の軍勢をこちらに取り込む」という言葉を素直に信じて討伐軍の本陣に単身乗り込み、大将のファビオ・フレーニ侯爵を説得したのだ。その際、一騎打ちでジルベルトが勝ったらという条件をつけて決闘し、負けたのである。




「幾度もともに戦場を駆けた歴戦の強者とはいえ、一騎打ちで負けたことなど今までなかったというのに……！　ジルベルト、一生の不覚うううううううううううう!!」

　ファビオを応接室に案内したジルベルトはそう大音量で叫んでのたうち回った。お前は一生ものの不覚を何度も犯していると思うけどな、と言ってやりたかったが、それは控えてフレーニ侯爵を迎え入れた常信は、親友に一騎打ちで初勝利し上機嫌な彼に何な故ぜ、こちらにつく気になったのか尋ねてみた。

「ジャコッポ帝は自分のお気に入りだけを重用して侍はべらせ、気に入らない者たちの扱いは酷ひどいものです。私が大将の任に就いたのも面倒事を押しつけられたようなもので」

　元からジャコッポ帝の改革には不満だらけだったところを、討伐軍の派兵が決定打になったらしい。新魔力通信網のお陰で兵士たちの本心も把握できるようになり、思い切って寝返ることにしたそうだ。

「よく来てくれた。早速だが、やってもらいたいことがある」

「百万の軍勢をもって帝都を攻め落とすのですね！」

　意気込むファビオにゆるく首を振る。

「いいや。戦争なんてつまらないことよりも、もっと愉快なことをしよう」

　その日、百万の軍勢は復活した「大倉庫」の配達員と護衛に転身した。




「あの五大臣まで役に立つとは……」

　常信は唸うなる。老害の代名詞だったはずの彼らは、新通貨ラウラ普及の計画が動き出すなり『儂わしらにもお手伝いさせていただきたく』と怪しげな笑い声を上げながら近づいてきて、帝国貴族たちを次々に籠絡していったのだ。

『お前には随分と貸しがあるはずだがのう？　ふぁっふぁっふぁっ』

『ほほう？　儂わしの言うことが聞けんのか？　ひぃっひぃっひぃっ』

『ジャコッポごとき田舎貴族とアルフォンソ陛下、どちらについた方が得か。そろばんを弾はじくまでもあるまい？　ぶふふふふっ』

『えぇから、儂の言う通りにしとけ。ふぇっふぇっふぇっ』

『お主とも長い付き合いだ。言いたいことは分かるじゃろ？　ふぉっふぉっふぉっ』

　宰さい相しようのムツィオとサルバドールがなかなか排除できないだけあって、五大臣の人脈は帝国貴族の奥深くにまで根付いていた。過去の「貸し」を振りかざし、ほとんど脅す勢いで領主たちに「大倉庫」の利用と新通貨ラウラへの切り替えを押し進めさせたのだ。

「おかげで周辺諸国を網羅する前に帝国内でもラウラが使えるようになった。予定より早すぎて困るくらいだよ……」

　半数以上の帝国貴族に「大倉庫」とラウラを認めさせた後、五大臣は不気味な笑い声を上げながら『枯れ木も山の賑にぎわいと申しますぞ、陛下』『老害もたまには役に立つこともございましょう』と言ってのけた。

「あの爺じいさんたちは老ろう獪かいだよなあ……」

　そんなことを洩もらしつつ水晶球を操作する。「大倉庫」の取引状況と配達員の動きがリアルタイムで更新されている画面を出した。大陸の地図上を無数の点が忙せわしなく動き回っている。陸路と海路のほぼ全てを覆い尽くしていた。
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「今のところ順調そうだな」

　ヒルデガルトたち十二星姫ドーデイ・ステラを数人の班に分けて「大倉庫」の品物を運ぶ商人の護衛をさせたことが思いがけず新通貨の広告塔にもなった。急速なラウラの浸透は彼女たちの活躍によるところがかなり大きい。

　新通貨ラウラは晶機コムニカに記録された数字に過ぎないが、晶機を持っている本人の生体認証によってのみ有効になる通貨なので晶機を奪っても他人には使えない。キャラたちが構築したセキュリティに守られているからデータの改かい竄ざんも不可能と言って良い。つまり実質的に盗まれる心配がない通貨だ。

　その利便性と安全性が受けて新通貨ラウラは猛烈な速度で大陸中に広まっていた。中には自国の通貨をラウラに切り替えてしまった国もある。東部の貿易国家エイズルムが貿易通貨をラウラに一元化するとエイズルムと交易している国々もそれに倣い、「大倉庫」を介したラウラでの取引が一般的になっていった。

　今や大陸の基軸通貨はオーロではない。

　一企業だけで使用されていたはずの新通貨ラウラが覇権を握っている。

「そろそろ大勝負に出るときだよな」

　常つね信のぶはフウと息を吐き、椅子に凭もたれた。

「ジャコッポ。俺とお前、帝国民はどちらを支持するのか。賭けてみようじゃないか」




　翌日、魔力通信網に一つの動画が挙げられた。

「皆、久しいな。グロリア帝国皇帝、アルフォンソⅠ世だ」

　偉そうに見えるよう椅子にふんぞり返り、常つね信のぶは挨拶をする。

「ジャコッポ、帝都の暮らしは楽しんでいるか？　俺はラグーザでの生活を楽しんでいるよ。こちらは真冬でもそこまで寒くないからな。日々、快適だ」

　挑発的に笑ってみせた。それから紅茶を一口飲む。

「さて、この動画を挙げようと考えたのは他でもない。さすがに俺も帝都に帰って、ごたついている帝国行政のあれこれを建て直さなければならん」

　画面の先でこれを観みているであろう相手を見据えた。

「俺の帰還にともない、ポッツォーリ帝国は消滅する。国名は今も昔も今後もグロリア帝国以外にない。グロリア帝国の国民として誇りを持って俺に従う者たちは──」

　一度、言葉を区切る。ここが勝負どころだ。

「オーロ経済下における負債の一切を帳消しにする。もし土地の権利書等を商人に押さえられているのであれば、それらは紙くずと化し、何の効力も持たなくなる」

　残忍で冷酷に見えるよう口の端をつり上げる。

「ただし、これは今から丸一日以内に正式にグロリア帝国民であることを宣言した者たちにのみ適用する。宣言はいたって簡単だ。画面の下に出ているサイトにアクセスして俺に忠誠を誓え。もちろんポッツォーリ帝国と運命をともにしたいのであれば、アクセスする必要はない。全て無視してジャコッポに仕えろ」

　そう言い放つと椅子から立ち上がった。

「グロリア帝国とポッツォーリ帝国。どちらが生き残るに相応ふさわしい国か。決めるのは、お前たちだ」




　動画が配信されるなり、大陸中に激震が走った。

　すでに「大倉庫」と新通貨ラウラを利用している国々がグロリア帝国を支持するのは当然だったが、帝国内でも密ひそかにラウラを流通させていた領主だけでなく、ジャコッポ帝に従い続けていた諸侯、特に西部諸侯が雪崩を打ってグロリア帝国に忠誠を誓ったのだ。

「あー……。サーバー落ちそうでつらい……」

　キャラが珍しく頭を抱えるほどサイトへのアクセスが集中し、半日で帝国の九割以上を手中に収めることになった。

「呆あきれた手の平返しだよな」

　水晶球に映し出された大陸地図を眺める。グロリア帝国支持の箇所が赤く塗りつぶされるよう設定してあったのだが、赤くなっていないのは帝都とアースティ、国で言うとイグドラル王国とアートマ神王国だけだ。

　ただ、イグドラル王国はあらゆる国との国交を断絶している状態なのでポッツォーリ派ではないだろう。アートマ神王国についてはユーリが「中立、堅持」と言っていたので、こちらも気にする必要はない。

「ジャコッポの領地アースティと帝都だけが残りました。予想以上の大勝です、陛下」

　ベアトリーチェがうっとりと水晶球を撫なでた。

「ねーねー、へーか。何で、みんなジャコッポさんを裏切ったの？　可哀かわい想そうだよ……」

　パオラが膝ひざの上で少し悲しそうにしている。輝く銀髪を撫でてやった。

「やっぱり債務免除が大きかったんだろうね。商業連合に借金していて言いなりにならざるを得なかった領主たちが一気にこちらについたんだ」

「債務免除？」

　首を傾かしげるパオラにベアトリーチェが活いき活いきと説明する。

「ジャコッポを支持していた貴族たちは、ほぼ例外なく三大商業連合から莫ばく大だいな借金をしていました。恐らく土地や邸宅の権利も奪われていたことでしょう。商人が金にものを言わせて貴族を意のままに操っていたのです」

「おー……薄いマンガ本にありそうな話だねー……」

　キャラが余計なことを呟つぶやいた。

「三大商業連合の背後にはヴェイルジェンドン家がいます。つまり借金している貴族たちの行動は彼らの思うがまま。もし逆らうようなら債権を執行して邸宅から追い出すと脅していたのでしょう」

「お家うちから追い出されるのっ？　大変だよっ」

「そう。大変なんですよ、パオラ様。ですから貴族たちはヴェイルジェンドン家に従い、ジャコッポ帝に仕えていたのです。その軛くびきを陛下が打ち砕いて下さいました」

　誇らしげに胸を張るベアトリーチェ。

「ジャコッポではなく陛下にお仕えするのなら、借金をなしにすると仰せになったのです。家屋敷を取り戻し、商人の言いなりにならなくても良い。そう言われたら、パオラ様はどうなさいます？」

　生徒に問いかける教師のような口調で尋ねる。

　パオラは真剣な表情になり、口を尖とがらせた。

「借りたお金はちゃんと返さないといけないんだよ！」

「正論！」

　常つね信のぶは思わず天を仰ぐ。キャラがにまーっと笑った。

「正論過ぎてぐうの音も出ないよねー……。ビーチェがすごい顔してるー……」

　ベアトリーチェは、酸っぱいものを口に含んでしまい、飲み込むことも吐き出すこともできず苦しんでいるような顔になっていた。

「パオラ様……。確かにその通りですけれど、人は正しい道ばかりを歩めるとは限らないものなのです」

　パオラがハッと目を見開いた。

「哲学だね！」

「哲学、と申しますか……人の弱さと申しますか……」

　考え込んでしまうベアトリーチェを見て苦笑する。

「パオラの言う通り、本当はやらない方が良い手だったんだけどね。これでオーロ経済にとどめを差した。もうヴェイルジェンドン家に経済的主導権はない」




「そして陛下は史上初の皇帝とお成りあそばすのですわ」




　紫の瞳ひとみが潤み、熱っぽく見つめてきた。首を傾かしげる。ベアトリーチェが微笑ほほえんだ。

「ご覧下さい、陛下。大陸の民はジャコッポではなく陛下を選びました。すなわち、陛下こそが大陸の覇者であると大陸全土の民が認めたのです」

　水晶球の地図を指し示す。

「血統による相続や武力による簒さん奪だつなら歴史上、枚挙に暇いとまがありません。けれど、大陸全土の民から支持を得た支配者は史上初です。陛下が史上初の存在なのですわ！」
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「大陸全土の民ってのは言い過ぎだと思うけど」

「言い過ぎではありません！」

　ベアトリーチェが身を寄せてくる。パオラと鬩せめぎ合いながら熱く語った。

「陛下もご覧になりましたでしょう？　忠誠を誓うと宣言したのは領主たち貴族だけではありませんでした！　むしろ大半はただの平民！　そのような宣言をする必要がなく、こちらも想定していなかった者たちが進んで陛下への忠誠を誓ったのです！」

「本当にねー……。領主だけって言ってくれてればサーバーがピンチにならずに済んだのに、陛下は詰めが甘いよねー……」

　キャラの尻尾がぺしぺし腕を叩たたく。

「ぶっちゃけ、帝都でもアースティでも大半の人は陛下派なんだよねー……。領主が嫌がってるだけでー……」

「お聞きになりましたか、陛下？」

　強引に腕を取りながらベアトリーチェが言った。負けじとパオラが抱きついてくる。大きくて柔らかな幸せが腹を撫なでた。

「帝都奪還の前にアースティを落とすのも一つの手かと。そうすればジャコッポの逃げ場は大陸のどこにもありません」

　ベアトリーチェの囁ささやきに背筋がゾクゾクする。ただ、彼女の意見には首を振った。

「それではジャコッポを追い詰め過ぎる。逃げ場がなくなって逆に腹を括くくってしまったら思わぬ抵抗に遭うかもしれないぞ」

「さすが陛下。寛大にして賢明ですわ」

「へーか、帝都に帰るの？」

　パオラが尋ねる。「ああ」と頷うなずいた。

「ラグーザでの生活もけっこう楽しかったけど、そろそろ帰らないと」

「帝都の寝室の方が広いからねー……」

　キャラがにゅるりと脇の下から顔を出す。パオラが笑顔を弾はじけさせた。

「そっか！　みんなで寝るならベッドは大きい方が良いもんねっ」

「そういう理由ではないんだけどなっ。キャラも余計なこと言うなよっ」

「えーっ……。本当は嬉うれしいくせにー……」

　ニマニマ笑うので頬をつまむ。

「陛下！」

　突然、ベアトリーチェが叫んだ。常つね信のぶから離れて水晶球を見つめる。

　そろそろと大陸地図を指差した。

「たった今、アースティが陛下への忠誠を表明致しました」
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「アースティが民みん衆しゆう蜂ほう起きで陥落……」

　常つね信のぶは目を疑った。その間にも「一言投稿」には勝利を叫ぶ民衆の声と、それを称賛する声がもの凄すごい勢いで流れていく。

「とうとう地元の民にまで見捨てられたのか、ジャコッポ。さすがにきついな……」

　帝国を任せるに足る人物とは思えなかったが、ここまで叩たたかれることもないだろう。そんな同情すら抱く。

「陛下、火急の事態です！　急ぎ帝都にご帰還下さい！」

　ベアトリーチェが真っ青な顔で叫ぶ。切羽詰まった表情に常信は首を捻ひねった。

「何をそんなに慌てている？」

「お分かりになりませんかっ？　アースティで民衆が蜂起し、城が墜おちました。この事実は魔力通信網を通して大陸全土に知れ渡っています。帝都でも民衆が蜂起する可能性がありますわ！」

「あ！」

　思わず立ち上がる。パオラが「きゃっ」と体を滑らせた。

「アースティ陥落の報はジャコッポにも伝わっているはずです。彼が帝都での民衆蜂起を恐れて軍を動かせば、帝都が火の海と化します」

　紫の瞳ひとみが鋭くなる。

「もはや一刻の猶予もありません！」

「ああ、こういうのって……塞翁が馬って言うんだっけ？」

　常つね信のぶは頭を抱えた。アースティがこちらに忠誠を誓ったと知ったときは吉報だと思ったのだが、帝都に火の粉が飛ぶかもしれないと知って凶報だったのかもと考える。

「ただちに帝都へご帰還を！　パオラ様、お力をお貸し下さい！」

　ベアトリーチェがパオラの前に跪ひざまずいた。

「パオラ様の転移魔法なら帝都に飛ぶことも可能なはずです。城内にヒルデたちを送り込んでジャコッポの身柄を押さえ、その後、陛下にご入城いただきます」

「みんなを帝都に送れば良いんだね！　任せて！」

　元気良くパオラが答える。

　しかし常信は待ったを掛けた。

「いや、先にアースティだ。パオラ、俺をアースティに送ってくれ！」

「はうっ♪」

　パオラがビクンと体を震わせ、しがみつく。

「なんでアースティなのぉ、へーかぁ？」

　潤んだ瞳ひとみでこちらを見上げた。

　しまったと思いつつも、それどころではないので説明を先にする。

「アースティでジャコッポの家族を捕らえるんだよっ。そうしないと民衆に吊つるし上げられて殺されることになるっ……」

　そのくらいの予想は常信にもできた。

「それは民衆の憂さを晴らすためにも必要なことではありませんか？」

　ベアトリーチェが冷徹に問いかける。ただ、彼女の目を見て本心ではないと感じた。自分が何と答えるのか試しているのだろう。

「私刑を許せば国の法が揺らぐ。それにジャコッポが家族を殺されて復ふく讐しゆう心しんを抱いたら帝都奪還が難しくなるぞ。なるべく迅速に帝都を取り戻したいならジャコッポの家族を見殺しにしてはダメだ」

　咄とつ嗟さにしては筋の通った返しができたと思う。ベアトリーチェが微笑ほほえんだ。

「さすがですわ、陛下」

「及第点は取れたかな？　そんなわけでパオラ……パオラ!?」

　パオラが抱きついたままハアハアと荒い息を吐いている。先程、体を滑らせたせいで床に座り込むような体勢になっており、彼女の顔がこちらの股間の位置にあった。ギュッと顔を埋うずめられてしまっては、大きくならざるを得ない。

「あ、ちょっとそこは困るんだけど……いや！　今のは命令じゃなくてねっ……！」

「はうううっ♪」

　パオラがますます強くしがみつき、いやいやと首を振った。

「へーかを、アースティに送れば良いいんだよねっ♪」

　とろんとした瞳ひとみで見上げてくる。非常にいかがわしい構図に頭が沸騰しそうだ。

「そうだよ、パオラ！　でも、一旦命令は──」

「ちょっと皇帝！」

　執務室にクオーレがやって来た。後ろにユーリも控えている。

「全然、私の出番がないと思ってたら、アースティで民みん衆しゆう蜂ほう起きってどういうことよ!?　このままじゃ暴徒化するかもって騒ぎみたいよ！」

　目を三角にして詰め寄る彼女を宥なだめ、今からアースティに乗り込んで沈静化を図ると説明した。それを聞くなり慈愛の女神は腰に手を当てて胸を張る。

「仕方ないわねえ。そんなに言うなら私がアースティに行ってあげるわ」

「えっ？　クオーレ様が？　何で？」

「私が慈愛の女神だからに決まってるでしょ！」

　慈愛の女神様に怒鳴られた。

「殺気立ってる民衆たちも、私の慈愛に満ち溢あふれた姿を見れば、すぐ心穏やかになるわ。騒ぎも治まって万事解決！　はー、私ってばマジ女神」

　一人でうんうんと頷うなずく。

「クオーレ様、今は真面目な話をしているんです」

「私はこの上なく真面目よ、腹黒エルフ！」

　腹を立ててベアトリーチェに掴つかみかかろうとするクオーレを押し止とどめ、常つね信のぶは静かに控えているユーリを見た。

「ユーリ、いけるか？」

　アースティに瞬間移動できるのか、そしてクオーレは暴徒化しそうな民衆を鎮めることができるのか、二重の意味を込めて尋ねる。

「…………」

　ところがユーリは明後日あさつての方を向いてボーッとしていた。

「ユーリ？」

　常信がもう一度声を掛けると、珍しく彼女の目がハッと見開かれる。

「クオーレ様、やればできる子」

「それ、褒めてるんだよな？」

　少々不安を覚えなくもなかったが、この場は彼女たちを信じることにした。

「アースティは頼む。俺たちは急いで帝都に向かうよ」

「そんなに頼られたら正妻として夫の願いを叶かなえてあげるしかないわねーっ」

　鼻高々になるクオーレの腕をユーリが掴む。

「クオーレ様、大至急」

「ユーリ？　ちょっとまだ心の準備──」

　一瞬にして二人の姿が消えた。

「これでアースティの方は大丈夫だろう。あとは帝都に……パオラ!?」

「ふわあああっ……へーかぁ……♪」

　パオラは時折、身を震わせながらそれでもしがみついたままでいた。翡ひ翠すい色の瞳ひとみは潤み、焦点が定まっていない。無意識なのか、舌を出して、大きく固くなってしまっているものに吸いついた。布地越しとはいえ大変な事態になっている。

「命令は取り消す！　一旦、落ち着こうパオラっ」

　そう叫ぶと、脱力した彼女は床に倒れ込んでしまった。急いで抱え上げてソファに座らせる。キャラが「良い画え撮れたねー……」と晶機コムニカを手に言ったので奪い取ろうとしたが、素早く逃げられた。

「陛下ー……帝都に行く前にやっておくことがあると思うなー」

　ソファで呆ほうけているパオラの胸をぽよぽよしながら赤毛猫耳娘が言う。

「魔力通信網で帝都の人たちに、自分が帰るまで大人しくしててねーって言っておけばいいじゃーん。そしたらジャコッポも暴動鎮圧の名目で軍を動かしにくくなるよー……」

「あ、なるほど！」

　民みん衆しゆう蜂ほう起きが帝都にも飛び火することを恐れてジャコッポが帝都民を害するかもしれないのなら、前もって公に「帝都民は蜂起しない」と知らしめておけば良い。大義名分を失えばジャコッポも粛しゆく清せいに二の足を踏むだろう。

「あの者に真っ当な思考能力が残っていれば良いのですが」

　ベアトリーチェは不安そうだったが、常つね信のぶはすぐに配信の準備をさせた。




「親愛なる帝都の民よ。アースティに倣うことはない。すぐに俺が帰還する。今は厳重に鍵かぎを掛けて家にこもり、静かに時を待て。

　ジャコッポ、覚悟は良いか？　決着をつけるぞ」




　短い配信にも大きな反響があった。帝都は厳戒令が敷かれたかのように静まり、門が全て閉ざされて人の出入りがなくなった。対して魔力通信網は大盛況だ。帝都の内外で情報が飛び交い、常信の帝都帰還日時と方法を当てる賭けまで始まる。

　一方、アースティの騒動は本当にあっさり沈静化した。

　慈愛の女神クオーレが穏やかな笑みをたたえて皆の前に降臨し、それを見た人々は自然と膝ひざを突いて彼女を崇あがめた──わけではなく、民衆を扇動していた者たちに狙いを定めてクオーレが「いい加減にしなさい！」とビンタを食らわせるという方法で黙らせた。

　縄で縛り上げたポッツォーリ一族を床に転がし、天高く拳を突き上げて人々の喝采を浴びる彼女の姿が水晶球に映し出されたときは、真顔にならざるを得なかった。

「ええと、これで安心して帝都に乗り込めるな」

　水晶球から顔を離したところに通知が一つ届く。新しい動画が配信されたことを知らせるものだったが、その件名を見て常つね信のぶは目を疑った。




『モーッ！　好き勝手にやっている逆賊アルフォンソ！　貴様の命運は尽きたモ！』

　真っ赤な牛が画面中央でふんぞり返っている。

「今度は牛か……」

　正確には赤い牛の仮面をつけた人物である。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体つきはミノタウロスを連想させた。

『俺は「黒こく蝶ちよう」様の側近にしてヴェイルジェンドン家の頭首補佐「赤あか牛うし」モーッ！　これまでの雑魚どもとは格が違うから勘違いするんじゃないモーッ！』

「今回はモーモーうるさいな」

「この方は何をそんなに怒っているのでしょう？」

「やっぱり、あの語尾はそう聞こえるよね。紛らわしいなあ……」

「牛さんの仮面、あんまり可愛かわいくない……」

　常信とベアトリーチェが「赤牛」に対する感想を述べているとパオラまでダメ出しをする。リアルな牛なのかデフォルメなのか中途半端なデザインだ。

『アルフォンソ、お前がまだ生きていられるのは黒蝶様のお慈悲に他ならないモー。だというのに大陸経済をメチャクチャにしおって、許し難いモー！　モー！』

　最後の「モー！」は怒りの表現らしい。「赤牛」はこちらを指差した。

『寛大な心の持ち主たる俺も堪忍袋の緒が切れたモー。アルフォンソ、お前には死んでもらうことにしたモ』

　悠然と椅子に座り直し、「赤牛」が『モーッ！』と高らかに鳴く。

『手て練だれの殺し屋を放ったモー。その数、何と八十人モー！　裏社会では有名な伝説級の殺し屋「凶きよう刃じんのバラグス」や「悪夢の狙撃手タイナー」もいるモー！　驚いたかモ？　俺たちにはもうそんな力は残されていないと思っていたかモ？　残念だったモー！』

　楽しそうに肩を揺らす「赤牛」。恐らく笑っているのだろう。

『恐れるモー。殺し屋の陰に怯おびえて眠れない夜を過ごすと良いモー。所詮、お前に勝ち目などなかったモー。俺たちには幾らでも一発逆転の秘策があるんだモー。だからこそ黒蝶様もお前を放置していたモー。だけど、俺はそんなに優しくないモー』

　牛仮面の奥でギラリと目が光った。

『死ぬが良いモ、アルフォンソ。そして、この動画を観みている大陸全土の愚民どもも思い知るが良いモー。俺たちヴェイルジェンドン家こそが大陸の支配者であり、お前たちは俺たちの管理下においてのみ生存を許される矮わい小しような存在に過ぎないモー！　身の程を知って従順な奴隷に戻るが良いモー！』

　立ち上がり、大きく腕を広げる。胸の筋肉がピクピクと動いた。

『それではアルフォンソ、永遠にお別れモー！』




　動画が終わっても常つね信のぶは水晶球を見つめたまま動けなかった。

「今度は殺し屋八十人か……」

「ご安心下さい、陛下」

　ベアトリーチェがするりと寄り添う。

「陛下の御身は私が常に、常にお側そばにいてお守り致しますわ。特にお休みになっておられるときやご入浴の際が無防備ですので、私が片時も離れることなくお守り致します」

「わたしも！　わたしも一緒にお風呂入る！」

　パオラが飛びついてきた。ヒルデガルトも跪ひざまずく。

「護衛は多く、かつ信頼できる者たちであるべきです。急ぎ十二星姫ドーデイ・ステラたちを呼び戻して代わる代わる陛下のお相手を致しましょう！」

「おおーっ……。陛下が干からびちゃうかもねー……」

　キャラが尻尾をピンと立てた。

「俺の護衛をするって話だよなっ？　身の安全を守ってくれるんだよなっ？」

　思わず尋ねると、何な故ぜか皆、頬を赤く染める。

「どうして恥ずかしそうにしているのかな？」

「みんな、へーかとイチャイチャしたいからだよっ」

　パオラが笑顔で答えた。真っ正直な返答にこちらも顔が熱くなる。

「とととにかく！　急いで帝都を取り戻し『赤あか牛うし』を捕らえよう。殺し屋には十分注意するからっ」

「そのような言葉で誤魔化されはしません！」

　逃げようとしたところをベアトリーチェに押さえ込まれた。

「無礼を承知で申し上げますと、陛下は隙だらけですわ。注意するなどと言って、今まで何度、危険な目に遭われたとお思いですのっ？」

「そうです！　陛下を狙う者は大勢います！　最近、邸宅の女性使用人たちが浮かれ気味だとセバスも言っていました！　玉たまの輿こしを狙っている者はいくらでもいるんです！」

　ヒルデガルトが身を乗り出してきて更に動きを封じる。

「なあ、二人ともっ？　話がおかしな方に行ってないか？」

「「おかしくなどありません！」」

　二人から一喝された。反射的に「ごめん」と謝ってしまう。

「ってかさー……。二人とも本気で陛下の命が危ないって思ってないよねー……」

　キャラが興味なさそうに呟つぶやいた。ベアトリーチェが「まあ！」と口元に手を当てる。

「だってー……。こっちに殺し屋を送り込んだんなら、陛下はヒルデたちと一緒に帝都に飛べば良いだけじゃーん……。それにー……」

「おいおい皇帝！　また面白そうなことになってんじゃねえの！　今度は殺し屋が来るんだって？　腕が鳴るねえ！」

「放すでござるー！　拙者、マサト陛下からの密命を遂行中で……お、お尻を撫なでないで欲しいでござるぅっ」

　ナタリアが部屋に入ってきた。小脇に黒毛の犬耳犬尻尾娘を抱えている。黒装束の獣人娘はじたばた暴れているが、ナタリアの拘束からは逃れられないようだ。

　犬耳の獣人娘はチヨといい、凄すご腕うでのシノビなのだがナタリアには弱いらしい。

「ナタリア、まさか配信を観みてアレグランサから来たのか？」

「ユーリじゃないんだから、そんな速く行き来できないよ。こっちでマライカたちと会合の予定だったんだ。それが『赤あか牛うし』の動画を観て呆あきれたねっ」

　彼女はチヨを抱えたままソファに腰を下ろす。逃げようとする黒毛犬耳娘の腹を「よーしよし」と撫でた。

「くうぅっ……。せ、拙者、負けないでござるぅっ♪　まだ、陛下の密命をっ……」

　口では抵抗しているようだが、すっかり身を任せきっている。チヨの手から何かの紙片がこぼれ落ちた。「落ちましたよ」とヒルデガルトが拾う。ナタリアが受け取った。

「何だ、これ？　名前が書いてあるな？　『凶きよう刃じんのバラグス』、『豪腕のオルトガ』、『悪夢の狙撃手タイナー』……おい、これって!?」

「殺し屋の名簿かっ？」

　常つね信のぶは身を乗り出す。「くぅ～ん♪」と甘い声を上げるチヨに尋ねた。

「チヨ！　この名簿は何なんだっ？　マサトはお前に何を命じたんだ!?」

「そ、そんなこと魔王皇帝様には教えられないでござるぅ～。あ！　ナタリア様、そこは弱いでござる♪　ダメでござるぅ♪」

「ナタリア」

「おうよ」

　ナタリアの指が更に激しくチヨを責め立てる。

「なあ、チヨ。この名簿は何だ？　教えてくれよぉ」

「そ、そんなわけには……ひゃうん!?　そ、それはヴェイルジェンドン家が子飼いにしてる殺し屋の名簿でござるぅっ。魔王皇帝様に追い詰められたら絶対、殺し屋を放ってくるから、その前に名簿に載ってる者を全て始末しておくよう命じられたのでござる！　でも、これは密命だから誰にも言っちゃいけないんでござるぅっ♪」

「そっかー。チヨは良い子だなあ。ちなみに何人くらいやっつけたのかなぁ？」

「八十人！　八十人でござるぅっ♪　拙者、この一月の間、大陸中を走り回って、名簿に載ってる殺し屋をやっつけてたでござるよぉっ♪」

「へぇぇっ。そいつらは今、どこにいるんだ？」

「みんなっ♪　入院してるでござるぅっ♪」

　開いた口が塞がらない。

「赤あか牛うし」の動きを的確に予測したマサトもそうだが、彼の命令をこともなげに遂行し、伝説級の存在もいるという殺し屋八十人を病院送りにしてしまったチヨも恐るべき実力の持ち主だ。

「つくづく、あいつの方が主人公っぽいんだよなあ……」

　常つね信のぶは首を振る。ナタリアがチヨを解放しつつ言った。

「八十人を病院送りにしたってことは、『赤牛』の放った刺客は全滅したってことだな。やるじゃねえか、チヨ！」

「はぇ……？　何のことでござるか？　名簿に載ってる殺し屋は全部で八十一人でござる。あと一人、残ってるでござるよぉ……」

　ぐったりした様子でチヨが口を開く。まだ焦点の定まっていない目で周りを見回した。

「最後の一人、『変幻自在のニコラ』を倒さないといけないでござる」

「『赤牛』が放った殺し屋は八十人じゃなかったのか!?」

　背筋に悪寒が走る。ベアトリーチェが素早く周囲に目をやった。

「『八十人』という言葉自体が罠わなだったのですわ！　さすがに狡こう猾かつですわね」

「変幻自在ってことは、変装が得意ってことかよ？」

　ナタリアが身構える。少しふらふらしているチヨに尋ねた。

「そのニコラを見分ける方法ってのはあんのかっ？」

「あるでござる」

　チヨが立ち上がり、自分の腰に手を当てる。するりと忍しのび装束を下半身だけ解いた。

　目を見開く常信の前に堂々とお尻を突き出す。

　つるんと白く可愛かわいらしいお尻を指差して言った。

「ここでござる！　ニコラはお尻のこの位置に三つのほくろがあるのでござる！　変装の達人でどんな姿にでもなれるニコラが唯一隠せない弱点でござる！」

「何て分かりやすい弱点！　あと、お尻見せて説明しなくても良かったと思うぞ」

「ひゃうん！　迂う闊かつだったでござるぅっ……」

　慌ててチヨがお尻を隠す。ナタリアが「可愛いお尻だったぜ」と彼女の頭を撫なでるが、それで慰められるとは思えなかった。

「陛下！　急ぎ、全てのお尻を確認する必要がございます！　さあ、私と一緒にご寝所にまいりましょう！」

「ちょっと待った！　何でそうなるっ？」

　腕を取ってきたベアトリーチェを引き止める。彼女は紫の瞳ひとみを丸くして首を傾かしげた。

「ご寝所で陛下に私のお尻をご覧になっていただくためですけれど、何かおかしなことを申しましたでしょうか？」

「前提が間違ってる！　俺がビーチェのお尻を確認する必要はないよなっ？」

「私のお尻は陛下だけのものです！　他の誰にも見せるつもりはありませんわ！」

「わたしも！　わたしのお尻も見て、へーか！」

　パオラが元気良く手を挙げる。ヒルデガルトがもじもじと遠慮がちに言った。

「身の潔白を示すため、私のお尻も陛下にご覧になっていただきたいのですが……」

「あー……でも、陛下のお尻も確認しないとだよねー……。陛下が偽物って可能性も否定できないんだしー……」

　キャラが更にややこしくなりそうなことを言ってニマーッと笑う。

　ベアトリーチェが衝撃に身をよろけさせた。

「その通りですわ！　宰さい相しよう補ほとして陛下の高貴なお尻を拝見致します！　さあ、急ぎご寝所へ！　一刻の猶予もなりません！」

　細い腕のどこにそんな力があるのかという勢いで引っ張る彼女に常つね信のぶは抵抗する。

「いや、男同士、女同士で確認し合った方が話が早いだろっ？」

「まさか陛下はジルベルト卿きようにっ……？」

「変な想像しないでくれ！」

「はい！　みんなでお尻鑑賞会を開けば良いと思います！」

「パオラ！　それ、どんな会っ？」

「一番きれいなお尻には賞金が出るんだよっ」

「ごめん！　殺し屋を見つけるって話だったよね？」

「殺し屋が一等賞だったとしてもー、賞金は出すべきだよねー……」

「キャラは余計なことばかり言うんじゃない！」

「話は聞かせてもらいましたぞ！」

　執務室に宰相のムツィオが入ってきた。

「静粛に！　『変幻自在のニコラ』探しは、これより宰相ムツィオ・デルベッキオが取り仕切りまする！」

　有無を言わせぬ物言いに皆、動きを止めた。





第三章　お尻は全てを知っている（伏線）







　目の前に幾つものお尻が並んでいる。

「どうして、こんなことになってしまったんだ……！」

　常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

　寝室のベッドに座り、向かいの壁に手を突いてこちらにお尻を突き出している美少女たちを眺める。十八禁指定のものでしか見たことないような光景だ。

「それでは、宰さい相しよう補ほたる私、ベアトリーチェ・エヴァンジェリスティが説明致します。皆、陛下に粗相のないようしっかり聞くように！」

　向かって左端に立つベアトリーチェが豪ごう奢しやな金髪を掻かき上げて言う。「はい！」と素直な返事が室内に響いた。

「私たちは、畏れ多くも陛下にお尻をご覧になっていただく栄誉に預かりました！　陛下の御前に出たら名を名乗り、陛下がご鑑賞するのに不都合がないよう、きちんと腰を前に突き出すように！」

「はい！」

「陛下にご鑑賞いただいた後は、速やかに場を譲ること！　不ふ埒らちにも陛下を誘惑するなど断じてあってはなりません！」

「はい！」

「では、私がお手本を見せます」

　ベアトリーチェが壁から離れてこちらにやって来た。ベッドに上がると「失礼致します」と一礼し、四よつん這ばいになってお尻を向ける。ぐっと背を反らせて自らスカートをたくし上げた。紫の下着が露あらわになる。

「宰相補のベアトリーチェ・エヴァンジェリスティです。私が殺し屋でないことを陛下の御お目めでご確認していただくために参りました。どうか存分にお調べ下さいませ」

　頬を染め、羞恥に瞳ひとみを潤ませながらも、何かを期待するような目で腰を突き出した。

　あまりの色気に目眩めまいすら覚える。

　気を確かに持てと自分に活を入れ、常信は「うむ」と重々しく頷うなずいた。薄手の生地で作られたベアトリーチェの下着に指をかける。ピクッと彼女の腰が揺れた。ゴクリと生なま唾つばを飲み込み、思い切って引き下げる。

「!?」

　艶つややかで柔らかそうな肌が露わになった。

　もっちりとした膨らみは淡雪のような繊細さで白く輝いている。

　三つのほくろがないのを確認して、下着を戻そうとした。

「お待ち下さい、陛下！」

　鋭い声音で止められる。

「ただ、ご覧になっただけでは不十分です！　もっと念入りに、化粧か何かでほくろを隠していないか、お手を触れていただいて、お調べ下さい！」

「えええっ？　いや、それはっ……」

「陛下のお命に関わる重大事ですわ！」

　お尻がズイッと迫ってきた。肩越しにこちらを見つめる眼まな差ざしは真剣そのものだ。

　常つね信のぶは観念して彼女のお尻に手を伸ばした。

「ほ、ほくろは……隠されていないようだな……」

　そっと撫なでる。「んっ……」とベアトリーチェが息を洩もらし、それから声を張った。

「その程度では何も分かりません！　もっと丹念にご堪能下さい！」

「いや、ご堪能って……」

「私は陛下のためを思って申し上げております！」

　更にお尻が迫る。たまらずそれを両手で押さえた。勢いでグイッと押し広げてしまう。指がしっとりとした肌に吸いつくようだ。

　濃密な匂いに頭がくらくらしてきた。早く終わらせなければ取り返しのつかないことになる恐れがある。必死に彼女のお尻を撫で擦さすり、軽くつまんでみた。そして結論づける。

「ほくろは、ない！」

　いつの間にか息が上がっていた。タオルで汗を拭う。下着を戻すとベアトリーチェはこちらに向き直り、「ありがとうございました」と頭を下げた。

　彼女もまた息が上がっており、肌が火照っている。名残惜しそうに指を咥くわえながらベッドから降りた。

「はい！　パオラ・ハルバートです！　へーかの妹です！」

　続いてパオラがベッドに飛び乗る。乱れた銀髪を撫でつけ、「えへへーっ」と恥ずかしそうに笑ってからお尻を向けてきた。

「へーか、優しくしてね」

　スカートがたくし上げられ、純白の下着が目前に晒さらされた。

　そっと視線を向かいの壁にやる。そこには期待に充みち満ちた瞳ひとみで待ち焦がれる美少女たちがざっと二十人ほどいた。

　部屋に入りきれず廊下で待機している者たちもいたはずだ。まだまだ先は長い。自分は最後まで戦い抜くことができるだろうか……そんな不安に囚とらわれながらも、パオラの下着を引き下ろした。

　ぷるんと愛らしい白桃が姿を現す。手の平で包み込める、程よい大きさで透き通るように美しい。そっと撫でてやると、手の動きに合わせて腰が動いた。両手で円運動を行い弄もてあそぶ。じんわり汗ばんできて肌が濡ぬれてきた。「へーかぁ」と甘えるような責めるような声がしたので、きちんと奥まで確認してから下着を戻してあげた。




「ごめんね、陛下ー……。あたし穿はいてないから脱がす楽しみがないよねー……」

　Ｔシャツをたくし上げるなり、キャラのお尻が丸出しになった。小ぶりなそれを撫なでると、とても滑らかな肌触りだった。




「失礼致します！　お見苦しいものをお見せしてしまい、申し訳なくっ……」

　プルプル震えながら腰を突き出してきたヒルデガルトのお尻は、引き締まっていて形が良かった。緊張をほぐしてやるため、優しく撫でさする。




「どうだい、あたしのは？　遠慮しなくて良いんだぜ」

　ナタリアの健康的なお尻がこちらを挑発してくる。負けじとこねくり回してみたが、ほくろはどこにも見当たらなかった。押し広げて確認したので間違いない。




「メイド長のイレーネと申します。このような光栄に浴することができ、喜びと感謝で胸が張り裂けそうでございますっ」

　女性使用人の質素な下着を脱がせると、ややくたびれたお尻が現れた。日々の労苦が窺うかがえるそれをねぎらうため、ゆったりともみほぐす。ついでにほくろを探してみたが、あちこちに点々とあったものの三つ集まっているものはなかった。




「さて、次は誰だ？」

　数十人のお尻を鑑賞し、どこか余裕のようなものすら生まれてきた。徐々に鑑賞のコツも分かってきて、皇帝らしく威厳をもって対応できている。お尻はそれぞれに個性があり、大きさも形も様々だが、どれも魅力的だ。

　今まで出会ってきたお尻たちを思い返して感慨に耽ふけっていると寝室の扉が吹き飛んだ。

「ちょっと皇帝！　私が目を離した隙に何やってるのよ!?」

　真っ白な衣服を身に纏まとった慈愛の女神が、ドスドスと足音高くやって来る。ベッドに悠然と座っているこちらをキッと睨にらみつけた。

「邸宅にいる女性全員のお尻を見るなんて、どんだけ鬼畜破は廉れん恥ち外道なのっ？　やっぱり本性を隠していたのねっ？　そういうことは正妻である私だけに──」

「御託は良いからお尻を見せろ、クオーレ様」

　鑑賞に無粋な言葉は不要だ。

　ただ、お尻さえあれば良い。

　そのことを、数十人のお尻たちに教えてもらった。

　だから一点の曇りもない心で命じることができる。

「俺にお尻を向けて四よつん這ばいになるんだ」

「えっ……？　え、ちょっと、皇帝……？　本気なの……？」

　戸惑うクオーレの目をじっと見つめた。こちらの本気さを理解したのだろう。彼女は「何がどうなってるの……？」と呟つぶやきながらもお尻を向けて四つん這いになる。

「自分でたくし上げるんだ」

　そう命じると、目を白黒させつつクオーレは服を腰までたくし上げた。

「ほう。やはり穿はいてないのか」

　予想していたので驚くには値しない。

　露あらわになった慈愛の女神のお尻をとっくりと眺め、一つ頷うなずいた。

「美しい。さすがは女神、見事なお尻だ」

　きめ細やかな肌に指を這わせる。

「触り心地も実に良い。このほくろが真っ白な肌に良いアクセントを与えているな」

　右のお尻ほぼ中央にある三つのほくろが正三角形を描いていた。それはまるで一幅の絵画を思わせる。

「これぞ人知を超えた女神のお尻。三つのほくろが……ほくろぉっ？」

　そこで常つね信のぶは我に返った。

「ほくろだ！　三つのほくろを見つけたぞぉっ！」

「えっ？　何っ？　何の話よ、皇帝っ？」

　クオーレが身を起こそうとする。その背に覆い被かぶさり、腕を掴つかんで動きを封じた。

「見つけたぞ、殺し屋ニコラ！　よりにもよってクオーレ様に変装するだなんて！」

「陛下！　ここは私たちにお任せ下さい！」

　お尻を確認した後、護衛として部屋に残していたヒルデガルトたちが一斉に飛びかかる。常信の代わりにクオーレの両腕を押さえ込み、肩や背中を押さえつけた。

「ちょっと！　何するのよ、やめなさいよ！　ニコラって誰よ!?」

「白々しい真ま似ねはやめろ！　お前が『変幻自在のニコラ』だっていうのは、もうばれているんだ！　証拠もちゃんとここにある！」

　常信はクオーレの右尻を鷲わし掴づかみにする。ぐいっとほくろの部分を押し上げた。「ひゃあっ？」と慈愛の女神が可愛かわいらしい悲鳴を上げるが、そんなことでは怯ひるまない。

「これはチヨが言っていた三つのほくろに間違いありませんわ！　さすが陛下、お見事な捕り物です！」

　ベアトリーチェが女神のお尻を見て頷いた。「まったく、女神を騙かたるなど不遜にも程がありますわ！」とクオーレの左尻をペシッと叩たたく。

「ううう……何なのよ、この仕打ちはっ……？　私は本物よっ……！」

　クオーレが涙目で訴えた。しかしベアトリーチェは鼻で嗤わらう。

「つまらない演技はそのくらいにしなさい。そもそも本物のクオーレ様ならユーリを連れているはずだわっ。彼女はどうしたのかしら？」

「そういえば、ユーリ！　ちょっとユーリ！　どこ行ったの!?」

「つまらない演技はやめろと言ったはずよ、偽物さん」

　容赦なく左尻を叩たたかれ、クオーレは「覚えてなさいよ、腹黒エルフっ……」と歯を食いしばる。その姿に常つね信のぶは疑念を抱いた。彼女は本当に偽物なのだろうか。確かに三つのほくろがここにあるけれど。

「ん？」

　掴つかんでいた右尻に顔を近づける。ほくろの部分を親指で擦こすってみた。

「ちょっと何するのよ、皇帝っ？　くすぐったいでしょ！」

　クオーレがもがく。ヒルデガルトたちに取り押さえられているので身動きできないが、お尻が揺れたことで親指に何かが引っ掛かった。

　次の瞬間、ペリッとほくろが剥がれる。

「えっ!?」

　常信は目を凝らした。よく見ると薄い膜のようなものがある。指先でつまみ、そっと引っ張った。三つのほくろがきれいにお尻から剥がれる。

「シールだ……」

　三つのほくろが描かれた透明なシートをまじまじと見つめて呟つぶやいた。ベアトリーチェが振り向く。二人揃そろってクオーレの右尻を見下ろした。

　つるんと艶つややかで張りのあるお尻にはほくろどころか染み一つない。

「…………」

　静寂に包まれた室内に晶機コムニカの着信音が鳴った。

「おー……。『変幻自在のニコラ』が捕まったらしいよー……」

　部屋の隅でぐうたらしていたキャラが晶機を見て呟く。

「宰さい相しようさんたちの方で調べてた兵士の一人がそうだったんだってー。本人は女だから意表をついて男に化けてたのを見破られたらしいよー。陛下、良かったねー」

「…………そ、そうか。皆、大儀であった」

　そろそろとクオーレから身を離し、室内に残っていた者たちへ感謝を伝えた。

「これで全ての殺し屋を無力化することができました。陛下の御身が守られたこと、大変喜ばしく存じます」

　ベアトリーチェが帝国淑女式の礼をする。ヒルデガルトたちも素早くベッドから離れて彼女に倣った。

「殺し屋騒動も一段落した。これで大手を振って帝都に帰れるというものだ。皆、支度に取りかかってくれ！　……後のことは俺が何とかするから、とりあえず、みんなここから出ていって欲しい」

「はい！」

　元気の良い返事とともに美少女たちが部屋を出ていく。

　最後にベアトリーチェが深く頭を下げ、吹き飛ばされた扉を枠に立てかけて出ていった。

　廊下からも人の気配が消える。

　そして常つね信のぶとクオーレだけが残された。

「ねえ、皇帝……。私に言いたいことがあるんじゃないかしら？」

　彼女はベッドに俯うつぶせで寝そべったまま、地の底から湧き出るような声を出す。決して慈愛の女神が出して良い声ではないと思ったが、そんなことは口が裂けても言えない。

　常信はその場に膝ひざを突き、床に額をこすりつけた。

「このたびは、とんだ勘違いを……」

「勘違いで済ませようなんて虫が良すぎるわよ!!」

　跳ね起き、クオーレが口から火を吐く勢いで怒鳴る。

「何なの!?　せっかくアースティの騒ぎを穏便に収めてきたのに、まだ帝都は取り戻してないし、お尻鑑賞会だなんて変態丸出しなことやってるし、バカなの!?　皇帝はバカなの!?　あげく私を偽物呼ばわりして尻を叩たたくとか、どういうつもりよ！」

「お尻を見てたのは、俺の命を守るためだったんだ……」

「何を言ってんの!?　命を守るために女の子たちのお尻を見ないといけないなんて、どんな奇病よ!?　私のことバカにしてるの!?」

「違うんだ！　冷静に話を聞いて欲しいっ」

　顔を上げる。顔面にクオーレの足裏が押しつけられた。

「あんなに偉そうに『尻を見せろ』とか言っておいてっ……。あんたの性癖がどれだけ歪ゆがんでいるのか良く分かったわ！　何としても私が躾しつけないと、たくさんの女の子たちが泣くことになるわねっ」

　ぐりぐりと常信の顔を踏みつけながら慈愛の女神が言い放つ。

　その罰を甘んじて受けながら、それでも常信は尋ねずにいられなかった。

「クオーレ様、何でお尻にほくろのシールを貼っていたんだ？」

「私が貼ったんじゃないわよ！　いい加減にしなさいよ、この鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝！」

　予想通りの答えとともに思い切り蹴飛ばされた。




「ちくしょう！　そんな楽しい催し物があっただなんて！　どうしてボクを呼びつけてくれなかったんだ!?」

　話を聞くなりシエラが床に崩れ落ち、悔しそうに拳を打ちつけた。

「いや……今からでも遅くない！　皇帝、ボクのお尻を見てくれ！」

「断固拒否する」

「あっはああ♪　その冷たい台詞せりふっ。好き！」

　常つね信のぶは項垂うなだれる。他にも悔しそうな顔をしている者がいた。

「お尻の形だったらナタリアに絶対負けないんだからっ」

「ヒルデは見ていただけたというのに私は見ていただけないなど、不公平だっ」

「うふふ～。お尻くらいいつでも見せてあげるのに～」

「フン。人間種の雄は何百年経たっても変わらず雌の尻を追い回しておるのう」

　マライカとロザリンドがひそひそと話し合っており、その側そばでマリアンヌが不穏な笑みを浮かべている。彼女に抱きかかえられたリンはいつもの毒を吐いているようだが。

「それはそれとして、帝都奪還に向かう。今日、集まってもらったのはそのためだ。キャラに城内の様子を調べてもらったんだが、どこにもジャコッポの姿がない。何か予期せぬ事態になっているかもしれないから七勇神姫セテイオ・プリンサの皆にも突入部隊に加わって欲しい」

　アースティ陥落から三日経っている。

　帝都は今も静寂を保っているが、その中でふつふつと煮詰まっているのは間違いない。魔力通信網では常信の帰還を待ち望む声が大きくなっていた。

「まず、ジルベルトに率いさせてラグーザから出兵する。これはもちろん囮おとりだ。俺が進軍してくると思わせておいて、パオラの転移魔法で城内の図書館に飛ぶ」

「戦闘になることはほとんどありますまい。突入部隊と呼応して城内の者たちも動く手はずになっております」

　ムツィオがつけ加える。パオラが元気良く手を挙げた。

「へーか、わたしも一緒に行く！　もしものとき、役に立つよ！」

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみには強い決意が宿っている。

「……分かった。パオラも一緒に行こう」

「陛下！」

　ムツィオが声を上げたが、それは手で制する。

「制圧してすぐグロリア帝国の復活を民に知らしめる必要があるんだ。俺はもちろんパオラもいた方が国民に安心感を与えられるだろ？」

「……御意にございます」

　髭ひげを撫なでつけ、ムツィオは苦笑した。

「陛下も説得が上う手もうなりましたな」

「お前ほどじゃないよ」

　軽く返してから皆を見回す。

「では、帝都に帰ろう！」




　翌日、ジルベルトが兵を率いて出陣した。

　その情報が帝都に伝わった頃合いを見て、パオラに転移魔法を発動してもらう。

　三百ほどの兵士たちと図書館に転移してからは、あっけなかった。

　抵抗らしい抵抗を受けることもなく城内を制圧していき、七勇神姫セテイオ・プリンサの皆と謁見の間に乗り込む。そしてジャコッポ（改）に出くわした。




「俺はずっとやめようって言ってたんですよ！　それなのに『赤あか牛うし』の奴やつが強引に事を進めてしまって！　本当なんです、信じて下さい！」

　拘束されたジャコッポは必死に弁明をした。

「アルフォンソⅠ世陛下におかれましては、俺の揺るがぬ忠誠心をご理解いただけると信じております！　陛下！　どうか陛下！　お慈悲を！」

　玉座に座って彼の姿を眺める。

「あの！　靴をお嘗なめ致します！　陛下への微み塵じんも揺るがぬ忠誠を示すため、陛下の靴を嘗めさせて下さい！　お願い致しまぁす！」

　周囲では七勇神姫たちが醒さめきった視線をジャコッポに向けていた。シエラですらつまらなさそうにしている。ちなみにパオラはマライカとともに私室へと走っていった。

　常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

「そんなことより『赤牛』はどこに消えたんだ？　城内には見当たらなかったが……」

「そう！　そうなのです陛下！　それこそ、アヤツが裏で糸を引いていて俺はただの操り人形に過ぎなかった最大の証拠！　これをご覧下さいっ……って、あ！　あの！　誰か俺の晶機コムニカを陛下に献上していただけませんかっ？」

　へこへこと頭を下げて頼む。兵士の一人がジャコッポの持ち物から晶機を手に取って段の前まで持ってきた。跪ひざまずいて差し出された物をベアトリーチェが受け取る。

「その中に入っている『最後の挨拶』という動画をご覧下さい！」

「いかがなさいますか？」

　ベアトリーチェが警戒心を強めて尋ねてきた。常信は「構わん」と促す。




『親愛なるジャコッポⅠ世陛下、元気でやってるモー？』

　赤い牛の仮面を被かぶった男が高級そうな椅子に大股開きで座っている。

『今頃、貴様は大陸最強の存在へと変貌を遂げているモー。おめでとうモー！』

　己の筋肉を誇示するように胸を張り、大胸筋をピクピクさせた。

『その姿をこの目で見ることができないのは残念モー。俺は所用ができたから帝都から離れることにしたモー。というか、モーお前と会うことはないモー』

　赤あか牛うし仮面が『モー』と息を吐く。

『あの忌いま々いましいアルフォンソが帝都に乗り込んで来ると聞いたモー！　奴やつに放ったはずの八十一人の殺し屋が全員やられてるとか意味が分からんモー！』

　膝ひざに手を突き、苛いら々いらと貧乏揺すりを始めた。

『このままでは俺も貴様とともに囚とらわれの身モー！　そんな屈辱、絶対にお断りモー！　俺はヴェイルジェンドン家大幹部の一人モー！　皇帝如ごときに後れを取ることなどあってはならんモー！　この大陸は未み来らい永えい劫ごうヴェイルジェンドン家のものだモー！』

　僅かに仮面が動く。恐らくこちらを見たのだろう。

『ジャコッポ、最後の命令モー。刺し違えてでも奴を殺すモー！　ここまでヴェイルジェンドン家を、何より俺を虚仮にしたアルフォンソを生かしてはおかんモー！』

　再び胸を張り、「赤牛」は椅子に凭もたれる。

『言いたいことはそれだけモー。ポッツォーリ帝国計画は大失敗だったけれど、黒こく蝶ちよう様がいらっしゃる限りヴェイルジェンドン家は不滅だモー。また新たな手で大陸を支配するから貴様は安心して死ぬモー。じゃ、永遠にお別れモー』

　ひらひらと手を振って動画は終了した。




「どうです!?　明らかにアヤツの方が偉そうにしているでしょう!?　万事がそんな調子だったのです！　俺は傀かい儡らいに過ぎなかったのです！　アヤツ、刺し違えてでも陛下を殺せとか最低ですよねっ？　俺、絶対そんなことしませんよ！」

　確か「刺し違えてでもお前を殺す！」と大声で叫んでいたはずだけれど、都合の悪い記憶は抹消されているようだ。常つね信のぶは「ふむ」と唸うなる。

「俺たちが帝都に乗り込む前。ニコラを捕らえた後ですぐに帝都を出たようだな」

「この部屋は城内の一室ではありませんね。陛下、ただちに『赤牛』の捜索を手配致しましょう。日数を考えても帝都からそこまで遠くに逃げてはいないはずですわ！」

「よかろう。そのように為なせ」

　ベアトリーチェが自分の晶機コムニカを操作し始めた。

「陛下！　アルフォンソ皇帝陛下ぁっ！　俺の無実は証明されたも同然でございます！　どうか！　どうか拘束をお解き戴いただき、今まで通り仲むつまじい関係に戻ろうではありませんか！　陛下！　陛下ぁっ！」

　ジャコッポが騒いでいる。剣を抜こうとしているロザリンドをヒルデガルトが必死に止めていた。マリアンヌが笑顔で戦せん斧ぷを素振りしているが見なかったことにする。

「ジャコッポ」

「はい、陛下！」

「しばらく牢ろう獄ごくで頭を冷やせ」

「は……はい……」

　情けない顔になったジャコッポを、兵士たちが「立て！」と引きずり起こし、連行していく。扉が閉まる直前、「俺は悪くないんだーっ！」という叫び声が響いた。

「もう少し潔い奴やつだったら赦しや免めんもありだったんだけどなあ……」

　思わずぼやく。

　ジャコッポ帝の言動はすでに調べてあった。「赤あか牛うし」が後ろ盾として政策に関わっていたのは確かだが、彼自身のワガママで押し通したものも少なくない。その最たるものがグロリア帝国からポッツォーリ帝国への変更だった。あれには「赤牛」ですら難色を示したのにジャコッポが強行したようだ。

「自分に都合の悪い資料は消去。全部、他人のせいにして言い逃れようとする……。為政者として最悪だよな……」

　彼の晶機コムニカを弄もてあそびながら呟つぶやいた。残されていた動画は一つだけ。万が一のことを考えて、これだけ残して後は消去したのだろう。

「はあ……。帝都を取り戻したのは良いけれど、問題は山積みだなあ」

「そいつは一つずつ片付けるしかないぜ。でもなあ、皇帝」

　ナタリアが近づいてきて晶機を差し出した。
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「あんたの帰還を喜ぶ声がこんなにあるんだ」

　一言投稿のコメントが見たことのない速さで流れていく。大半が喜びと祝福の声で、少しずつこれからのことを語るコメントが増えていた。

「そんな辛気くさい顔してないで、今は思い切り喜ぼうぜ！　やったな、皇帝！」

　ガバッと抱きつかれる。

　側そばにいたベアトリーチェが「ナタリア!?」と悲鳴を上げた。

「抜け駆けとは卑ひ怯きようだぞ！」

　ロザリンドが血相を変えて駆けつけ、飛びつく。

「私だって！」

　ヒルデガルトも覆い被かぶさってきた。

　さらにマリアンヌとシエラも駆け寄る。皆みなにもみくちゃにされ、最後は何な故ぜか胴上げされてしまった。徐々に頬が緩む。

「帰ってきたっ。帰ってきたんだよな、俺たち、帝都に！」

　ようやく喜びが湧き上がってきた。

「へーか！　準備できたよーっ」

　そこにパオラがやって来る。マライカも一緒だ。

「皇帝さん、見て、見て！　アタシがばっちり選んだんだからっ」

　胴上げをしていた皆が二人を振り向く。動きが止まり、常つね信のぶは絨じゆう毯たんの上に落下した。

「あ痛っ！　パオラ、どうしたんだ？」

　尻を撫なでつつ立ち上がる。皆の視線を追ってパオラを見た。

　言葉を失う。

　彼女は純白の正装で美しく着飾っていた。

　ラグーザでは服が少なかったので、少々素朴な格好をしていた。それに目が慣れていたせいか、いつも以上に華やかで光り輝いて見える。

「どう、どうっ？　皇帝さん!?　パオラ、可愛かわいいでしょっ？」

　こちらの反応にマライカが満足そうに微笑ほほえんだ。「ああ、うん」としか声が出ない。

「えへへーっ。みんなにご挨拶するから、ちゃんと正装したんだよっ」

　パオラが大輪の花のような笑顔を見せた。

「そっか。挨拶を……挨拶……？」

「へーか！　早く、早くっ」

　首を捻ひねる常信の手をパオラが引っ張る。城内を小走りに進んだ。常信の姿を認めた者たちが「陛下！」と歓声を上げてついてくる。あっという間に百人以上の行列になった。

「パオラ、何が始まるんだっ？」

「広場を見れば分かるよ！　すごいんだ！　へーかもビックリするよ！」

　手を引かれ、城内の中央広場を見下ろす式典用のバルコニーに出る。

　夕暮れの西日に常つね信のぶは目を細めた。

　それから大きく目を見開く。

　広場には人がすし詰め状態になっていた。常信の姿を見つけた途端、大歓声が上がる。

「陛下！」

「アルフォンソ皇帝陛下！」

「陛下だ！」

「本当にご帰還なされたんだ！」

「陛下！　お帰りなさい！」

「ずっとお待ちしておりました！」

　熱のこもった瞳ひとみでこちらを見上げ、先を争うようにして人々が手を振ってきた。一斉に動き出したせいで悲鳴や怒号があちこちで上がる。

「鎮まりなさい！　陛下の御前ですよ！」

　ベアトリーチェが一喝した。

　たちまち人々が大人しくなる。そんな彼らを眺め、常信は呟つぶやいた。

「これは一体……？」

「みんな、へーかに会いたくてお城まで来たんだよっ」
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　隣でパオラが嬉うれしそうに答える。

「へーかが帰ってきたって一言投稿で拡散されて、みんな外に出てきたのっ。それでお城に集まってきたから城門を開いてここまで入れてあげたんだって」

　再び「陛下！」と声が上がり、また皆が騒ぎ出す。

　常つね信のぶが手を振ると、地を震わすほどの歓声が上がった。

「陛下。是非、彼らにお言葉を」

　ロザリンドが耳元で囁ささやく。それから自分の唇に人差し指を当てた。

「風の魔法で遠くにまで聞こえるよう拡声致します」

　そう言って人差し指をこちらの唇に滑らせる。思わず「うわっ」と声を上げた。それが予想外に大きな声となって周囲に広がる。広場の人々が何ごとかと固まった。

「あ、すまない……」

　一言謝り、改めて民衆に向き直る。隣でこちらを見つめるパオラの銀髪をさらりと撫なで、軽く咳せき払ばらいをした。

　何を話せば良いのか。どう話せば良いのか。全くまとまっていない。

　ただ、胸にこみ上げている思いを皆みなに伝えたいと思った。

　うろうろと最初の言葉を探す。

　迷っているうちに、人々の姿が目に止まった。

　静かにこちらの言葉を待っている。

　期待の眼まな差ざしが一身に向けられている。

　ふと、自虐的な笑みが洩もれた。

「予定より、少々長い外遊になってしまった」

　ドッと笑いが起きた。

　予想外の反応だったので、驚いて左右を見る。パオラもベアトリーチェも笑っていた。他の七勇神姫セテイオ・プリンサもヒルデガルトも十二星姫ドーデイ・ステラたちも笑っている。人々の中から「おかえりなさい！」「もうすぐ年越しですよっ」という声が聞こえた。

「そうだ。そうだった。新年の式典に間に合って良かった。ああ、いや。これから準備をしないといけない大臣たちには悪いと思うが」

　グロリア帝国は春の訪れを告げる季節に新年を迎える。慌ただしさの中で忘れていたが、あと数日で年明けだ。また典礼大臣が騒ぐことだろう。

「ともかく、今年のうちに帰ってこれて良かった。それもこれも全て」

　左右を見回し、それから広場の人々を見渡す。

「皆のおかげだ」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!

　人々が快かい哉さいを叫んだ。

「ここに集まってくれた者たちはもちろん、帝都中の者たち、帝国中の者たち、大陸中の者たちのお陰で、俺は今、ここに立っている」

　さらに大きな歓声が上がる。

　それが少し収まるのを待ってから続けた。

「俺は凡人だ」

　皆が静まる。

「大した才もなく、だからといって人一倍の努力をしたわけでもない。たまたま、この顔が……そう、生まれついたという理由だけで帝位についた。俺自身、皇帝になったときは戸惑ったし、抵抗もあった」

「陛下……？」

　幾人かが戸惑いの声を洩もらした。それでも構わず続ける。

「ここまで何とかやってこれたのは、多くの才ある者たちに支えられてきたからだ。そのことに感謝してきたつもりだ。上う手まく伝えられていないかもしれないけれど」

　左右を見る。ベアトリーチェたちが優雅にお辞儀をした。囃はやすように口笛が鳴る。

「そして今日、俺はもっと大切なことに気づかされた。俺が皇帝でいられるのは、才ある者たちだけのお陰ではない。この大陸に生きる全ての者が、俺を皇帝たらしめている」

　皆の視線が熱を帯びる。

「皆の支持なくして、ここに帰ってくることはなかった。皆に望まれていなければ、きっと今頃、俺はラグーザで呑のん気きに余生を送っていたことだろう」

　また笑いが起きる。

「お前たちが、俺を帝位につかせてくれた。お前たちが俺を皇帝と認めてくれたから、俺は皇帝でいられる。そのことに、心から感謝する」

　バルコニーの手すりに手を突き、少し身を乗り出して頭を下げた。

　どよめきが上がる。「陛下」とベアトリーチェに諫いさめられたが気にしない。

　顔を上げて宣言する。

「約束しよう。俺を帝位につけてくれた皆の期待には必ず応える。全ての者たちの喜びを喜び、悲しみを悲しむ。その幸せを守るため、尽力する！　だからっ」

　一拍置いて叫んだ。

「この凡人皇帝に、力を貸して欲しい!!」

　ワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　爆発的な喝采が上がる。

　広場の人々が跳びはね、手を打ち鳴らした。熱烈なその光景に胸が高鳴る。

「ああ、このまま凱がい旋せんパレードに出たいな！」

　手を振りながら口にした。袖を引かれる。

「へーか、これを使えば良いんだよ！」

　パオラが小さな虹色の宝石を差し出した。

「これは、飛ひ翔しよう石っ？」

「わたしの魔力を込めておいたから、へーかでも使えるよ！　みんなの分もあるよ！」

　パオラが満面の笑顔で皆に飛翔石を配る。ロザリンドは「私は自分で飛べますけれど」と苦笑したものの、宝石を受け取り、そっと握った。

　常つね信のぶも飛翔石を握る。

　これで力が発動するのだろうか？　と思っているうちに足が床から離れた。

「お？　おおっ？　おおおおお!?　浮いてる！　浮いてるぞっ！」

「楽しいね、へーか♪」

　パオラが腕にしがみついてきたので腰を抱き寄せる。

　バルコニーの手すりを越え、二人して空に舞い上がった。

「これは、意外と面白いものですね」

「『風の姫ヴエネリツサ』の力を使って飛ぶときと違った趣おもむきがあります」

　ベアトリーチェが感心し、ロザリンドもいつもと違う感覚を楽しんでいた。ヒルデガルトもマライカもナタリアもマリアンヌもシエラも宙に浮いて、こちらに寄ってくる。

「陛下！」

「陛下ーっ！」

　群衆の真上まで飛び、パオラと一緒に四方へ手を振る。眼下に広がる思い思いの動きが次第に大きな波を作り出していった。

　夕日を浴びて揺れる人の波は、とても幻想的だ。

「へーか、このまま帝都のみんなに会いに行こう！」

　パオラが城の外を指差す。見下ろす先にもずっと人々の姿があった。城内広場に入りきれなかった者たちが城門や城までの道を埋め尽くしているのが見える。

「そうだね。空飛ぶ凱がい旋せんパレードだ！」

　眼下の人々に手を振りながら城門へ向かった。ベアトリーチェが「お待ち下さい！」と追ってくる。引き止められたが、逆に彼女の手を取って引っ張った。ヒルデガルトとロザリンドが先を争うようにして、こちらの両肩に手を掛ける。

「こいつはぁ、いいね！　空飛ぶパレードなんて初めての体験だよ！」

　ナタリアが口笛を吹いた。その隣でマライカがはしゃいだ声を上げる。

「ねえねえ！　これって動画配信したら絶対受けるわよねっ？　アタシの公式チャンネルで配信しよーっと！」

　晶機コムニカで自分を撮影し始めた。

「うふふ～♪　リンちゃんに乗らずに空をお散歩するなんて新鮮ね～っ」

　マリアンヌが足下の大歓声に微笑ほほえみを返す。

「ボクの下半身に無数の視線が向けられているだなんてっ……。しゅごい！」

　変態もといシエラは一人だけ方向性の違う喜び方をしているようだが、あれは放っておいて良いだろう。

　城門を越え、道を埋め尽くす人々へと手を振る。

　こちらを見上げて熱心に手を振り、声を掛けてくれる人々の波はどこまでもどこまでも続いていて、果てがないようだ。

「こんなにたくさんの人たちが、帝都にいたんだな」

「帝都だけではありませんわ。恐らく近隣の町や村からも集まってきております」

　ベアトリーチェが耳元で告げる。

「陛下、これこそが勝利の光景です」

　空を歩きながら一人一人の顔を目に焼きつけた。

「帰ってきたぞ！」と大きく手を振り、「ありがとう！」と拳を突き上げてみせる。そのたびに全身を打つような大歓声が上がった。

「みんな、ありがとう！　今までよく耐えてくれた！」

　自然と言葉が湧き出る。

「皆の思いに必ず報いよう！　グロリア帝国皇帝の名にかけて!!」

　帝都の中央広場を見下ろして進み、西門についたところで折り返した。日が暮れ、夜になると沿道に光が点ともって一面に夜景が広がる。空飛ぶパレードはいつまでも続き、皆で帝都中の空を練り歩いた。

　酒を飲んで騒ぐ者。道端で歌い踊る者。楽器を演奏する者。それを眺めて囃はやす者。様々な人々を眺める。誰もが楽しそうに笑っていた。

「俺たちが守るのは、この笑顔なんだよな」

　常つね信のぶは自分に言い聞かせるよう呟つぶやく。ふとパオラが寄りかかってきた。見ると眠そうに瞼まぶたを擦こすっている。

「へーか、楽しいね」

　すり寄る彼女の頭を撫なでて、「そろそろ戻ろう」と皆を促した。

　今夜の帝都は一晩中お祭り騒ぎが続くだろう。

　それで良い。

　何しろ、今日はグロリア帝国が復活した、記念すべき日なのだから。
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第四章　炎上怖い（同情）







　新年を迎えた。

　ベアトリーチェの指揮の下、帝都の機能改善が大急ぎで進められている。

　常つね信のぶも書類仕事に追われて執務室にこもりきりなので、息抜きに魔力通信網を眺めていたのだが、先日、勢いで帝都中を飛び回ったことが自身の完全勝利と黒こく蝶ちようへの煽あおりとして解釈されていることは意外だった。

「そんなつもりはなかったんだが、確かに偉そうに見えたのかもな」

　パオラやマリアンヌの下乳画像にロザリンドたちのパンチラ画像。そんなものが大半を占める中、黒蝶の正体やヴェイルジェンドン家の残党に対するコメントも散見される。

「しばらくは、向こうも大人しくしてるだろ。今のうちに復興を進めよう」

　大きく背伸びをして凝りをほぐし、再び書類仕事に戻った。

「陛下、失礼致します」

　ムツィオとサルバドールが入室する。「どうした？」と顔を上げると、二人とも厳しい表情をしていた。一礼してサルバドールが進言する。

「ジャコッポの処刑を急ぎ行うべきと存じます」

「ジャコッポの処刑か……」

　常つね信のぶは低く呻うめいた。

　頭では理解できるけれど、心が追いついてこない。彼がもっと悪逆非道な輩やからだったなら決断も楽だったのにと思う。実際は、銀行家に唆されただけの男だった。

「やらないと、いけないんだよな」

　ジャコッポの死刑執行を命じる書類を見下ろし、一つ息を吐く。

　これに署名すれば刑が執行される。

　グロリア帝国皇帝アルフォンソⅠ世の名において人を一人合法的に殺すのだ。

　ムツィオとサルバドールが静かに見守っている。二人とも常信が署名を躊ちゆう躇ちよしているとは毛ほどにも考えていないだろう。

　万年筆を手に取った。

　そういえば魔力通信網や晶機コムニカ、新通貨ラウラ等、様々なものがデジタル化しているというのに、どうして紙の書類がいまだに使われているのだろう？と疑問を抱く。

　それが現実逃避の産物だとすぐに気づき、苦笑した。

　考えてみればおかしな話だ。

　十四カ国連合軍との戦いでは多くの兵士が死んでいる。自分が関わってからの帝国軍は損害が軽微だったとしても敵軍の兵士は死んでいるのだ。他にも気づいていないだけで、多くの人々の生死に関わることをしているのではないか。

　それなのに、たった一人の殺人を、それも重罪人の処刑を、躊躇ためらう理由が分からない。もし理由があるとするならば、それは自分自身の甘さに他ならない。

「陛下？」

　ムツィオの声にハッとする。老宰さい相しようの眉み間けんに皺しわが寄ってきた。

「あ、ああ……」

　万年筆を握り直す。ここに書く名前は「日和ひより常信」ではない。「アルフォンソⅠ世」だ。すっかり書き慣れた署名だが本名ではない。他人の名前で刑が執行されるに過ぎない。

　早く署名しなければと思うが、指が震えた。

　ギュッと目を瞑つぶる。

　パオラの顔が浮かんだ。

　ここに飛び込んできて、止めてくれないかと切に願う。

　彼女の言葉ならムツィオも退ひくだろう。サルバドールも強くは出られないはずだ。

　そんな期待も虚むなしく、扉は閉ざされたまま。

　分かっている。そんな都合の良い展開は訪れない。

　これは自分自身で決めなければならないことだ。

　決心して書類に万年筆を押し当てる。

　そして──




「誰も死なずに済む方法をずっと考えているんだ」




　誰の言葉だったか、一瞬分からなかった。

　自分が言った台詞せりふだと思い出し、微かすかに笑いが洩もれる。

　そうだ。クオーレと約束したときの台詞だ。それからマライカたちにも話した。理想というワガママを貫き通すと言い切った。

　あれから大して経たっていない。

　それなのに、状況が大きく変わったからといって、これはあんまりではないか。

　また笑みが洩れた。

「陛下？」と今度はサルバドールが訝いぶかしげに声を上げる。

　常つね信のぶは万年筆を置いた。

　向かいに立つ二人が目を剥むく。「それではしめしがつきませぬ！」「信賞必罰ですぞ！」と揃そろって身を乗り出してきた。

「ああ、その通りだな」

　懸命に頭を働かせる。

　この場を乗り切るだけでなく、皆が納得する一手を探した。

　二人を見て告げる。

「恩赦を出す」

「なりませぬ！」

「ジャコッポの行いに恩赦を出せば国が乱れますぞ！」

　もちろん二人は退ひかない。それも正しいと理解できた。

「勘違いするな。ジャコッポに出すのではない」

　間を取るため、椅子に座り直す。心臓が早鐘のように鳴る中、口を開いた。

「グロリア帝国が復活したのだ。これは慶事であろう？　故に帝国全土に恩赦を出す」

「それは……いかようなものでしょうか……？」

　努めてゆっくり答える。

「グロリア帝国の刑罰から死刑を削除する。つまり死刑の廃止だ」

「「何ですとぉぉぉっ!?」」

　二人揃って目玉が飛び出すのではないかという勢いで叫んだ。

「そのようなことをしては犯罪が横行致しますぞ！」

「死刑という恐怖があるからこそ人々は法を守るのです！　それを廃止しては国が立ちゆかなくなります！」

　サルバドールがドンと執務机を叩たたく。彼の意見も間違いとは言い切れないのだろう。

　それでも説得する道筋は見えていた。

「死刑という恐怖、と言ったな？　確かに死刑は見せ物だ。広場に罪人を晒さらして首を刎はねる。縄で吊つるすというのもあるんだったか？　帝国では首切りが一般的だな」

「その通りでございます。ジャコッポも帝都民の前に晒し、首を刎ねて陛下の正義を目に見える形で示さなければなりませぬ」

「その程度で良いのか？」

「は？」

　ムツィオの口がポカンと開く。

　鬼畜で外道な面に見えるよう口の端をつり上げた。

「ジャコッポ一人を処刑した程度で俺の正義が示せるのか？　他の貴族は俺に恐れ戦おののくのか？　民衆は俺を大陸の支配者と崇あがめるのか？」

「恐れながら、そこまでの効果を望むのは……」

「それでは効率が悪いな」

　肘ひじ掛けに肘を突き、顎あごを載せて二人を斜めに見る。

「恐怖を与えるのなら、死刑よりも過酷なものがある」

「陛下、では死刑を廃止したとして、重罪人をどうなさるおつもりですか？」

　ようやく求めていた問いを投げてくれた。ふてぶてしい態度を崩さず答える。

「決まっている。死ぬまで働かせるのだ」

　二人とも口を噤つぐんだ。ややあってサルバドールが尋ねる。

「ジャコッポを奴隷にすると仰せですか？」

「帝国に奴隷はいない。今更、奴隷制を導入する正当性もない。ジャコッポは奴隷になるのではない。一生、懲役を負い続けるというだけだ」

「終身刑、でございますか……」

「無期懲役といったところだな。俺の気が済むまでと言っておくが実際は奴やつが死ぬまで刑期は終わらん」

「それは、いささか……」

　ムツィオが苦しそうに禿とく頭とうを撫なでた。

「何か問題があるのか？　恐怖を示せと言ったのはお前たちだろう？　ジャコッポを見せ物にしたいのなら、殺すより晒し者にする方が効果的だ。世の中には『死ぬより辛つらい』ことがあるらしいぞ？　それを味わわせ、その様を民衆に見せ続ければ良い。魔力通信網があって良かったな。奴が苦しみ続ける様をいつでもどこでも見ることができる」

「「…………」」

　二人とも黙ってしまう。

「恩赦により死刑は廃止。よってジャコッポは処刑しないが、その代わりに無期懲役刑だ。ポッツォーリ一族や簒さん奪だつに荷担した者たちについて細かい処罰は任せる」

　死刑を命じる書類に手を突き、二人に向かって払い飛ばした。

「……仰せのままに」

　宰さい相しようとサルバドールは頭こうべを垂れた。




　日が沈み、真っ暗になった執務室で常つね信のぶは一人、椅子に座り込んでいた。

　窓枠で四角に切り取られた星空を見るともなしに見ている。

　寝室に入る時刻だが、まったく眠気が来なかった。

「明かりもつけないで、何してるの？」

　不意に側そばで声がする。

　首を向けるとクオーレが立っていた。彼女は机を回り込み、常信の目の前に立つ。星明かりに晒さらされた彼女は一糸まとわぬ姿で、白い肌が幻想的な輝きを放った。

「ひどい顔ね」

　腰に手を当てて覗のぞき込こんでくる。水色の髪が揺れて虹色に光った。

「そうかな……」

　眩まぶしさに目を細め、手で顔を覆う。

　その手がペシッとはたき落とされた。

「まったく……いつまで経たっても寝室に来ないから、みんな心配してるわよ！」

　そう言いながら彼女は膝ひざの上に跨またがってくる。突然のことに身を固くしていると、慈愛の女神がニヤリと笑った。

「いつもパオラが膝の上に乗ってるから、どんな感じか試してみたかったのよ」

「それだと、座る向きが逆だから……」

　何とか言い返すもののクオーレはまるで意に介さず、上に乗った状態でこちらの頬を両手で包み込むように押さえつけた。

　暗がりの中、彼女の瞳ひとみだけが透き通った湖面のように輝く。

「私、あんたのことを甘く見てたみたい」

「え……？」

「百万の軍勢が迫ってきたときも、あんたは誰も殺さず死なせない方法を考えてた。それが上う手まくいったのは私の想定内だったわ。でも、『誰も殺さない』って決意には帝位を簒奪したジャコッポも含まれていたなんてね」

「…………」

　咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

　そんな殊勝な心がけではない。

「てっきり、ジャコッポを死刑にすると思ってたわ。それを非難する人なんていないでしょうし、むしろみんな喜ぶでしょうから」

「いや、違うんだ……」

　言葉がこぼれ出る。

「怖かっただけなんだ、きっと……。ジャコッポが目の前で大量虐殺をするような極悪人だったら良かった……。それなら怒りにまかせて死刑にできたんだ……」

　クオーレは黙って見つめている。

「覚悟が足りないって言うのかな。きっとマサトとか、そういう『主人公』なら決断できたと思うんだ……。人殺しの罪を背負っても正義を貫く、みたいな覚悟があって、実行する強さがあって……。俺には、それがない……」

　いまだに自分は凡人で凡庸なモブキャラだ。

「ジャコッポを死刑にしない方法だって、きっと、もっと上う手まい手が他にあったんだよ。でも、俺にはあれで精一杯だった。あんな誤魔化し方しかできなかった……」

　より残酷な仕打ちを彼に与えたのかもしれない。

「俺は弱いから、殺せなかっただけなんだ」

　クオーレが、じっと奥底まで見透かすように見つめる。

　それからコツンと額を当てた。

「言いたいことはそれだけ？」

　あまりに軽い口調だったので、一瞬、意味が分からなかった。

　彼女は額を押し当てたまま目を閉じた。

「貴方あなたに、女神の祝福を」

　どこからともなく荘厳な旋律が聞こえてくる。

　額を離し、頬を押さえていた手も降ろすと、慈愛の女神はフウと息を吐いた。

「話が終わったんなら、さっさと寝室に行くわよ！」

「……いやいやいやいやいやっ。ちょっと待ってくれ！　今の何だ!?　何でここで女神の祝福なんだっ？　しかも何だか軽くないかっ？　俺、けっこう重い話したつもりなんだけどっ。かなり頑張って心情を吐露したっていうか……」

「そうみたいね」

　クオーレのノリはあくまで軽い。

　愕がく然ぜんとする常つね信のぶに彼女は小首を傾かしげた。

「だから、あんたに祝福をあげたでしょ。初めて会ったときからずっと言ってるじゃない。私はあんたがどんなに鬼畜だろうと破は廉れん恥ちだろうと外道だろうと構わないの。正妻として全て受け入れてあげるんだから」

　何でもないことのように言い放つ。
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「あんたが弱い？　覚悟が足りない？　もっと上う手まい方法があった？　ふ～ん、そうなんだ。だったら何なの？　『人殺しの罪を背負っても正義を貫く』って何？　酔ってんの？」

　慈愛の女神が眉根を寄せた。

「私は女神様だから人間の尺度なんて知らないの。私がするのはただ一つ」

　目の前に人差し指を立てる。

「あんたのやることを全て受け入れること。それが慈愛の女神の存在意義よ！」

　人差し指がこちらの鼻に押し当てられた。

「皇帝や国王に限った話じゃないわ。誰だって、自分の選択に迷ってもがいて決断して後悔して、たまさか上手くいったら喜んではしゃいでやらかして。そんなことの繰り返し。だから私はあんたの決断に正しいとか間違ってるとか言ったりしない」

　鼻から指が離れる。下に降ろされ、今度は胸を突いた。

「ただ、受け入れるの。覚えておきなさい、皇帝。鬼畜で破は廉れん恥ちで外道なあんたを無条件に受け入れられる慈愛に満ち溢あふれた存在は私くらいのものなんだから！　まあ、その次くらいにパオラを入れてあげても良いけど、でも、すっごい差があるんだからね！　すっごいあるから、実質、私だけだって言っても過言じゃないのよ！」

　最後に慈愛の女神は不敵に微笑ほほえんだ。

「どう？　私って最高に慈愛の女神様でしょ」




　ベッドの上にお尻が並んでいた。

「陛下、私たちのお尻もご鑑賞いただきたいと、こうしてお待ちしておりました！」

　ロザリンドがスカートをたくし上げながら言う。その右隣でマライカが目を逸そらしつつ口を尖とがらせて腰を突き出した。

「ナタリアよりアタシの方が可愛かわいいお尻してるって証明しないといけないから！　ちゃんと見てよね！」

「さあ、遠慮しなくて良いんだよ！　ボクたちのお尻を舐なめ回すように視し姦かんしたあげく、『俺に尻を向けるなど無礼者め！』なんて言って思いきり叩たたいてくれて良いんだよ！」

　その右隣にはシエラがいて、血走った目で腰を振る。

「うふふ～♪　胸だけじゃなくて、お尻だってすごいんだよ～っ」

　さらに右隣で雌め豹ひようのような体勢を取っているのはマリアンヌだ。リンが呆あきれた顔で側そばに寝転がっている。

　そして壁際には十二星姫ドーデイ・ステラの面々までいた。ガブリエラが壁に手を突いて懸命に腰を突き出している。こちらと目が合うなり、蒸気が噴き出しそうな勢いで顔を真っ赤にし、瞳ひとみを潤ませながら言った。

「陛下、あの、もしよろしければ……私たちのお尻もご鑑賞いただき、あ、そのっ、お気に召したのであれば、ご賞味いただきたく……きゃあっ♪」

　恥ずかしさに耐えきれなくなったらしく、顔を両手で覆って首を振る。栗くり色いろの髪が弾むように揺れた。

「へーか！　どのお尻からいきますかっ？　みんな、へーかのためにお風呂で洗いっこしたから、とってもきれいだよ！　ぷるぷるしてるよ！」

　パオラが笑顔で手を引く。

「何でだあああああああああああああ……!!」

　常つね信のぶは膝ひざから崩れ落ちた。

　四よつん這ばいになって叫ぶ。

「俺、さっきまで過去最高ってくらいシリアスな空気の中にいたんだぞっ……。落差が激しすぎるだろぉぉぉっ……！」

「皇帝が、さっきまで尻穴の中にいた!?」

　シエラが目をギラリと光らせて振り返った。

「シリアスだ！　その聞き間違いは狙いすぎだぞ！　……って、ちょっと待て。シェール語で『シリアス』と『尻穴』って似た単語なのか？」

「似てるからボケたんだけど、何でそんなことを聞くんだい？」

　シエラが首を捻ひねる。どうでもいいところで言語の神秘を体験してしまった。

「いや……。シエラはシェール語も堪能だなと思っただけだ」

「グロリア帝国の公用語だからね。ボクたちのような立場の者は習得しておくに越したことはないよ」

「七勇神姫セテイオ・プリンサは皆、使いこなせるはずです」

　ロザリンドが話に加わる。

「でも、ユーリの喋しやべり方はたどたどしいよな」

「あれは、あの子の癖だと思うなー」

　マライカもお尻を振りながら話に入ってきた。マリアンヌがお尻をドンと前に突き出しつつ言う。

「あら～？　でも、昔はもっと普通の喋り方してたと思うんだけどな～」

「昔って、いつ頃の話だ？」

　常つね信のぶの問いに四つのお尻が一斉に揺れた。「いつだったかしら～？」「確か初めて会ったときは……」等々、話し合っている。まるでお尻が会話をしているようだ。

「へーか！　お尻が喋ってるよっ」

　パオラが楽しそうに指差す。

「うん。お尻は喋らないからね」

　そこで一つ気になっていたことを思い出した。

「なあ、最近のユーリはどこか様子が変じゃないか？」

「そう？　あんまり表情が変わらないから気づいてなかったわ～」

「どの辺りが変だとお考えなのでしょう？」

「いや、俺も何となくくらいだったんだが……」

　クオーレにアースティへ向かってもらおうという話をしていたとき、珍しく彼女が本当の意味でボーッとしていたことを四つのお尻に伝える。

「ちょっと皇帝さん！　ユーリのそんな些さ細さいな変化に注目してたなんて、まさか本当はあのくらいの歳としの子の方が良いって言うんじゃないでしょうね!?」

「マライカは何を言っているんだっ？」

「お楽しみのところ悪いんだけど、陛下ー……」

　袖をクイクイ引かれる。キャラが半分寝ているような目で立っていた。右手に晶機コムニカを持ち、左手でパオラのおっぱいを揉もんでいる。

「どうした？」

　彼女の左手を払いながら尋ねた。キャラが晶機を掲げる。

「赤あか牛うしが炎上してるよー……」

「何だって!?」

　常信は晶機を手にした。
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「こいつら何してんだああああ!?　あっという間に『赤あか牛うし』の潜伏先に当たりをつけたと思ったらボルツ住民が直接確認して、あげく奴やつの姿まで撮影してるじゃないか！」

「一言投稿で陛下のアンチ発言して炎上したのがきっかけみたいだねー。でも、数日でここまでやっちゃうなんて魔力通信網社会って怖いよねー……」

「住所特定班、仕事しすぎだろ……。窓の外に映ってる建物って、そもそも窓自体が画面の端っこに少し映ってるだけで、こんなのから調べるってどんな分析力だよ」

「こういうのに命懸けてる人とかいるからねー……」

「このこと、捜索隊には？」

「さっき連絡したから、すぐに捕まえられるんじゃないかなー……」

　キャラは淡々と答え、大きなあくびをする。

「じゃ、おやすみー……」

　パオラの胸に顔を埋うずめた。すぐに幸せそうな寝息を立て始める。

「へーかは、お尻鑑賞会だよね！」

　純真な笑顔でパオラが言った。

「こんなに焦じらすだなんて……皇帝、ボクはもう、すごいことになってるよ！」

「待ってくれ！　今、『赤牛』を捕らえられるかもって重要な展開におうわっ？」

　ベッドに押し倒され、仰あお向むけになったところにお尻が迫ってきた。壁際にいたはずの十二星姫ドーデイ・ステラたちも周りに集まっていて、お尻による包囲網は完成している。

「どうして、こんなことになってしまったんだっ……！」

　ラグーザでも似たようなことを考えたなあと思いながら、ハアとため息を吐つく。

　それから迫りくるお尻を両手で掴つかみ、強引に押し返した。「ひゃあっ？」と水色パンツが悲鳴を上げ、薄緑色のパンツは「くうっ♪」と嬉うれしそうに震える。

「いいだろう。俺だって、ラグーザでお尻鑑賞の何たるかを極めた男だ。この程度の包囲網で俺に勝てると思うなよ！」

　ちょっと何を言っているのか自分でもよく分からないが、勢い任せに叫んで二枚のパンツを同時に引き下ろす。右手には小ぶりだが引き締まった可愛かわいらしい桃尻が姿を現し、左手には優美さと気品を漂わせる美尻が顔を出した。

「こんばんは」

　滑らかな肌に優しく指を這はわせながら挨拶をする。ヒクヒクと震えながら左右のお尻が「お会いできて光栄です」と答えた。マライカもロザリンドも顔を真っ赤にして口を引き結んでいるが、二人のお尻は礼儀正しく挨拶を返したのだ。

　その高貴さに感動し、産毛の感触まで楽しむように繊細に撫なでさする。二人ともベッドに顔を埋うずめてしまったが、お尻は隠れていないので何の問題もない。二つのお尻と対話しながらじっくり撫でる。

「うむ。良いお尻だ」

　深く頷うなずき、軽くつまむ。少し汗ばんでくると触り心地にも変化が訪れた。内股を雫しずくが数滴伝い落ちてきたので指ですくって馴な染じませ、滑りを良くする。足に力が入らなくなってきたのか、彼女たちの太ふと股ももが震え始めた。

「どうした？　お前たちのお尻はもう限界か？」

　皇帝らしく威厳を持って尋ねる。突き出されたお尻の奥に潜む唇が「お許し下さい」と涙を流して訴えた。その声を聞き届け「良かろう」と解放してやる。

「くふうっ♪」

「あ、はあっ♪」

　マライカとロザリンドが足を投げ出し、ベッドに突っ伏す。ハアハアと荒い息を吐く二人を十二星姫たちがそっと脇に寄せた。すぐさま黒いパンツと真紅のパンツが迫る。ぐっしょり濡ぬれた漆黒のそれはあえて放置し、濃密な匂いをさせる重厚なお尻を堪能するため真紅のパンツを引き下ろした。

「あっ♪　皇帝さんったら、乱暴なんだから～」

「ボク……これ以上、焦じらされたらっ……。しゅ、しゅごいいいっ♪」

　マリアンヌと変態が悩ましそうに腰をくねらせる。たっぷりとボリュームのあるお尻に手を伸ばし、鍛えられているのに柔らかさと張りを見事に共存させているそれを思い切り掴つかんだ。この大きさなら少し力強くいった方が良さそうだ。

「真珠のような艶つややかさだ。とても美しいぞ」

　ゆっくり手の平で円運動を繰り返し、お尻を責め立てる。あくまで悠然と──

「何をまどろっこしいことしておる！」

　いきなり背中を蹴られた。

「のわっ？」

「ひゃん!?」

　お尻に顔面を突っ込ませてしまう。秘められた唇に思い切り口づけた。とろりと蜜が口内に入ったので反射的に舌で嘗なめ取る。ビクビクッとお尻が震えた。悦よろこびに震えるそれを鷲わし掴づかみにして顔を離す。

「リン！　急に背中を蹴るなよっ」

　背後を振り向いた。真紅の幼女がフンと鼻を鳴らす。

「さっさと突っ込まぬか。雄の目的なんぞ、それだけであろうが」

「リンちゃ～ん……。そんなこと言っちゃ、メ！　なんだよ～っ♪」

　蕩とろけた瞳ひとみでマリアンヌがこちらを見つめてきた。いつも以上に色気のある視線に胸が高鳴る。だが、皇帝としてここで揺らぐわけにはいかなかった。

「俺はあくまでお尻を鑑賞しているだけだ。無粋なことを言うな、リン」

「何を言うとるのだ、お前は？」

「次のお尻はどこだ？」

　漆黒パンツを一打ちして尋ねる。「あひぃっ♪」と悦びの声を上げる黒パンツが横にずれ、新たなお尻がやって来た。控えめながら見所のあるお尻に「ほう」と頷うなずく。

「カタリナ・メルクリアーニと申します。どうぞ、陛下」

「うむ。お前がこのような場に来るとは珍しいな、カタリナ」

　まず純白のパンツ越しに優しく撫なでてからスルリと下着を引き下ろした。大理石を思わせる艶なまめかしいお尻が羞恥にほんのり赤く染まる。その初々しさに微笑ほほえみが洩もれた。

「良い子だ」

　よしよしと幼子を慈しむように撫でる。お尻がパッと笑顔になった。順番待ちをしているお尻たちも黄色い歓声を上げる。周りで期待に揺れるお尻たちが一層、胸躍らせるのが手に取るように分かった。

　繊細なお尻の動きがスローモーションのようにくっきりと浮かび上がって見える。

　カッと目を見開き、次世代のエースたるお尻を味わい尽くそうと指を這はわせた。

「あああ！　陛下っ♪　陛下っ♪　そんなっ、私っ、怖いですっ♪」

　未知の世界へと導かれ、カタリナが我が身をかき抱いて喘あえぐ。しかしお尻は正直だ。もうすでに新たな世界への扉を開くことに何の躊躇ためらいもない。心ぴょんぴょん弾ませて次なる一手を待ち望んでいる。

　もちろん、それに全力で応えるのが皇帝の務めだ。

　大きく腕を振り上げ、神曲の演奏に取りかかる。

「陛下！　まだ起きていらっしゃいますか!?」

　寝室の扉を慌ただしく開けてベアトリーチェが飛び込んできた。

「どうしたビーチェ？　お尻に失礼だろう？」

「……何を仰おつしやっているのか分かりませんけれど、状況はだいたい理解できました。それより、こちらを」

　ベアトリーチェは一瞬、怯ひるんだものの、すぐに冷静さを取り戻して一通の封書を差し出してきた。それを受け取り、首を傾かしげる。

「これは？」

　封ふう緘かんのしてある箇所を見てギョッとした。

　黒い蝶ちようの封緘。

「まさか、黒蝶のっ……？」

「魔力探知で危険物が含まれていないことだけは確認致しました」

「そうか。ありがとう」

　常つね信のぶはペーパーナイフで封を切り、中から便箋を取り出した。
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「最後の手駒……」

　ゾクリと背筋に震えが走る。

「黒こく蝶ちようはまだ手を残していたってことなのか？　それも罠わなを仕掛けてるって──」

　どこかから爆発音が聞こえた。

　ハッと顔を上げる。皆、周囲を見回した。セキリンダイシンリュウがフンと鼻を鳴らす。

「外だな。つまらん玩具おもちやを持ち出してきたものだ」

　常つね信のぶはその言葉に急いで飛び出した。リビングに走り、バルコニーの窓を開ける。




　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!




　尖せん塔とうの一つに真っ白な体毛の巨大な猿が掴つかまっていた。夜空に咆ほう哮こうを上げる。

　六つの目が赤く光った。一瞬、目が合ったようが気がする。

　大猿が牙きばを剥むき出しにして威い嚇かくするように笑った。こちらに向かって跳躍する。

「まずい!!」

　慌てて身を引く。一跳びでバルコニーに迫った六つ目の大猿は前足を手すりに伸ばした。

　瞬間、バチンと不可視の力に弾はじかれる。大猿が地面に落下していった。

「今のは、結界？」

　目を凝らす常信の隣にパオラがやってくる。

「大丈夫だよ、へーか！　お城は結界に包まれてるから、簡単には入ってこられないよ」

「そういえば、けっこう前にドラゴンが首だけ突っ込んできたことがあったよな……」

　こちらに来て間もないときのことを思い出した。

「それよりへーか！　セイオッキョだよ！　体毛が真っ白だから、きっとハクジモウセイオッキョだよ！　わーっ、何でいるんだろーっ？」

　パオラが瞳ひとみをキラキラさせて手すりから身を乗り出した。常信は彼女を後ろから抱き寄せつつ尋ねる。

「あれも幻獣なのか？」

「ううん。魔獣だよ。もう四百年くらい前に大陸からいなくなったはずなんだけど、まだいたんだねーっ」

「幻獣と魔獣って何が違うんだ？」

「幻獣は昔から大陸にいる存在で、魔獣は魔界からやってきた存在だよ。ねえ、へーか。もっとハクジモウセイオッキョ見せてーっ」

　パオラが下を見下ろそうと体を伸ばした。眼下では警備兵たちが大猿を遠巻きに囲んで騒いでいる。槍やりで牽けん制せいしているものの、及び腰なのはここからでも分かった。

　大猿が吠ほえ、兵士たちに飛びかかる。

「凍りな」

　ところが一瞬で、巨大な猿が氷漬けになった。

「春先なのに、今夜は冷えるねえ」

　にんまり笑ってみせたのはナタリアだ。周囲に氷の粒が舞う。兵士たちがどよめき、それから歓声を上げた。その声を一身に受けながら彼女が拳を軽く氷漬けの猿に当てる。

　大猿が粉々に砕け散った。

　爆散し、周囲にキラキラと金色の雨を降らせる。バルコニーにも幾らか降ってきた。金属音とともに降ってきたのは金貨だ。

「えっ？　何で金貨なんだ？」

　見下ろすと大猿がいた場所に金貨の山が出来ている。

「錬成魔法だねっ。だからセイオッキョがいたんだ。なるほど、なるほど」

　ふむふむと一人頷うなずくパオラに「どういうこと？」と尋ねた。

「錬成魔法は、金貨とか魔道具とかを使って魔獣を錬成する魔法なんだっ。昔からある魔法で、お金をかければあまり魔力を消費しなくても良いい魔法なんだよっ」

「じゃあ、さっきの大猿も……」

「おーい、皇帝！」

　ナタリアがこちらを見上げて手を振ってきた。

「何か変なもん見つけたから、そっち持ってくぞーっ」

「あ、ああ、分かった」

　彼女に返事をし、ひとまずリビングに戻る。皆から向けられる戸惑いの視線に「大丈夫だ」とだけ返し、ナタリアを待った。

「お待たせ！　お尻鑑賞会の最中に悪いねぇ」

　にまにま笑いながらやって来たナタリアに「それはいいから」と先を促す。彼女はテーブルに一体の人形を置いた。カカシのような姿をしており、顔はドクロ。滑稽とも不気味ともいえるデザインだ。

「何だ、これ？」

「魔獣の中から出てきたぜ」

「これが魔獣の核ってことか？」

　顔を近づけた途端、人形がケタケタケタと笑い出した。思わず身をのけぞらせる。

「やあやあ、こんにちは。いや、こんばんはかな？　まあ、いいや。お初にお目にかかる。こんな格好で失礼」

　人形が奇怪な声で喋しやべり出した。

「俺様は魔王。この大陸の真の支配者となる者だ」





第五章　魔王とか本来メインの敵役だよね？（出番が遅い）







　唖あ然ぜんとする常つね信のぶたちをよそにドクロ人形は勝手に喋しやべり続ける。

「帝都奪還おめでとう。俺様からのプレゼントは気に入ってもらえたかな？　貴様らが金庫の鍵かぎを開けた途端、魔獣が飛び出し大混乱というわけさ。実に愉快だね」

　ドクロ人形がケタケタケタと笑った。

「先に言っておくけど、これは録音だから貴様らの質問には一切答えられない。ひょっとすると色んな質問を俺様に投げかけてるかもしれないが無駄だったね。残念残念」

　またドクロがケタケタケタと揺れる。

「さて、皇帝。ここまでは及第点だ。あのジャコッポや赤あか牛うしごときに勝てないようじゃ、ここから先は無理ゲーだよ。黒こく蝶ちようの仕掛けはこれからが本番だ」

　人形がひとりでに動き出し、テーブルに立った。

「黒蝶の本命は、この俺様。俺様に多額の融資をするのが本当の狙いだったんだ。すでに気づいていると思うけど、俺様の得意とする魔法は錬成魔法だ。錬成魔法の詳しい説明はそちらの魔法使いちゃんに託すよ。ほら、いるだろう。貴様の妹が。パオラちゃん。パオラちゃんはいいよねえ。何しろおっぱいが大きい。あと、おっぱいが大きいのも魅力だな。それから、そうそう、おっぱいが大きいって長所もあったね」

「おっぱいだけじゃないか！」

「今、『おっぱいだけじゃないか！』ってツッコんだだろ？」

　まんまと読まれてしまった。ドクロ人形がケタケタケタと笑う。悔しい。

「話を戻そう。俺様の錬成魔法を活いかすためには、莫ばく大だいな資金が必要になるんだよ。これが一番の問題点でねぇ。大陸中を荒らして人間どもを恐怖のどん底に突き落としていた頃ならいざ知らず、今や貧乏まっしぐらの身の上だ」

　人形ががっくりと項垂うなだれた。いちいち芸が細かい。

「そこで黒蝶が融資を申し出てくれたってわけ。一時的にでも帝都を押さえることができれば、城内の金庫にたんまり蓄えてある財宝を全て持ち出すことができるだろ？　しかも輸送におあつらえ向きの鉄道なんてものを敷いてくれたお陰で、帝都からアースティまで莫大な財宝を運ぶのは容易たやすかったよ。そこから先の旅路も快適だったそうだよ。大陸の治安を守ってくれてありがとう、皇帝。おかげで途中、山賊に奪われることなく俺様の下に金銀財宝と魔力武具が山と集まった」

　ケタケタケタとドクロが笑った。

「材料さえ手に入れば、あとは大して難しくない。長年、引きこもって錬成魔法の鍛錬に励んでいた甲か斐いがあったというものだ。俺様の技術の粋を凝らして最強で最凶の軍勢を作り出す。なかなか良い感じに仕上がっているぞ」

　人形がテーブルの上を歩き出した。

「さてさて、皇帝。俺様が黒こく蝶ちようから融資を受け、依頼された仕事は唯ただ一つ」

　立ち止まり、こちらを見る。

「人間種の抹消だ。ヒュウ♪」

「なっ……」

「いやはや腕が鳴るねぇ。俺様の祖先が粋がって魔界から大陸に侵攻したのはいつのことだったか。忌いま々いましい連中のせいで大敗を喫し、薄暗い地下迷宮に引きこもらざるを得なくなって幾いく星せい霜そう。大半の魔族は魔界に帰り、残っている連中も狩られる恐怖に怯おびえて細々と生きてやがる。人間種への恨みはガラント渓谷より深いぜ」

　ドクロ人形がまっすぐ指をつきつけてきた。

「皇帝。今度こそ、この大陸は俺様たち魔族のものになる。人間種にはお引き取り願おう。もちろん逃がしゃしない。一人残らず──」

　人形が自分の首を掴つかむ。

「抹消だ！」

　ブチン、とドクロが首から引っこ抜かれた。

「まあ、せいぜい足あ掻がいてみることだな。貴様のところから盗んだ財宝で作り上げた魔獣は、ちょっと俺でも引くくらい凶暴だぜ。多分、瞬殺されたであろうグラシンミャとは比べものにならないからな。そんじゃ、短い余生を楽しみな」

　小脇にドクロの首を抱え、人形がひらひら手を振る。

　そしてパンと弾はじけ飛んだ。

　金貨が一枚、テーブルの上に残される。

「グラシンミャっていうのは、セイオッキョの別名だよ。主に魔族の間で使われてた通称なんだって」

　パオラが隣で解説してくれる。ありがたかったが、耳に入ってこなかった。

「魔王……」

　ポツリと洩もらす。テーブルに残された金貨をつまんだ。

「これが黒蝶の最後の手駒かっ……。また厄介なことになったな……」




「まずはこれまでの魔王に対する状況をご覧いただきましょう」

　翌朝、会議室でムツィオが解説を行った。壁に大陸地図が映し出される。

「魔王率いる魔族の侵攻は、およそ五百年前のことになります」

　老宰さい相しようが指示棒で地図の一点を指し示す。南西にある三つの国の中心だ。

「東のハウンテン王国、西のヘンゲル王国、南のズボレ王国。この南西三ヶ国の国境に接する地点に魔界と繋つながる『穴』があるのです。『魔穴』と呼ばれ、そこから数多あまたの魔族が大陸に攻め入ってまいりました」

「その穴は、前から開いていたのか？」

　常つね信のぶは軽く手を挙げて尋ねた。

「記録によりますと、あるとき唐突に開いたとか。恐らく魔界側の力によって開けられたのでしょう。魔王の軍勢は瞬く間に周囲の国々を滅ぼし、最盛期には大陸の西半分を手中に収めたと記録されております」

「どうやって押し返したんだ？」

「無論のこと、『七勇神姫セテイオ・プリンサ』が女神の加護を受けて降臨し、旗印となって魔獣どもを討ち滅ぼしていったのでございます」

「なるほど。彼女たちの活躍で魔族は一掃されたんだよな？」

「それなのですが、劣勢となった魔族は魔穴のある地点に建設した地下迷宮に逃げ込み、籠城したのです」

「攻略できなかったのか？」

「そこの記録が曖昧になっておりまして……」

「何な故ぜだ？」

「こればかりは儂わしにも答えられませぬ」

　ムツィオが目を伏せて首を振った。

「じゃあ、ひとまずそれは置いておこう。その後、どうなったんだ？」

「状況が変わったのは、ほんの三十年前のことでございます」

　壁の映像が切り替わる。大陸地図の南西地方が拡大された。

「先程の三国が、国興しを画策したことに端を発します」

「国興し？」

　眉を顰ひそめた常信に老宰さい相しようも苦笑する。

「ハウンテンもヘンゲルもズボレも貧困に喘あえいでおりました。かの三国は攻めたところでさしたる旨うま味みもなく、グロリア帝国に従順でしたので見逃されているような国でした」

　また映像が切り替わった。今度は檄げき文ぶんだ。

「魔王を討伐し、大陸に真の平和をもたらす勇者を求む！　我こそはと思う勇敢なる若者たちよ、地下迷宮『魔王城』を攻略せよ！」

　筋肉ムキムキの男が勇ましく剣を振り上げている絵を背景に、力強い筆致で文章が踊っている。

「何だ、これ？」

「国興しでございます、陛下」

　映像が切り替わる。次に映し出されたのは何かの広告のようだった。
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「…………」

　さらに映像が切り替わる。複数の男女が酒場で盛り上がっている画像や地下迷宮前で仲良さそうに肩を組んでいる画像、地下迷宮の中で頬を寄せ合って映っている男女の画像等がずらずらと並んだ。

　あげく「ツアー参加者の声」には「地下迷宮ちょ～こわかった。マジおすすめ☆」「彼と暗がりでいちゃいちゃできました～」「地下迷宮のおかげで彼女が出来ました！」「勇者サイコー！」「このメンバーはずっ友です！」等の感想が並ぶ。

　常つね信のぶは天を仰いだ。

「何だろう？　この勇者どもを皆殺しにしたい欲求にかられている俺がいる」

「お気持ち、お察し致します」

　ムツィオが渋い表情で言う。

「このように、魔王討伐とは名ばかりの完全なる観光スポットでございました。三国は地下迷宮を利用して外貨を稼ごうと企たくらんだのですな。ちなみにマギウスは三国で流通していた通貨で、１オーロがおよそ10マギウスとなります」

「そう考えるとテーマパークの値段とそんなに変わらないか……。いやいや、そういう話じゃない！」

「ツアー開催当初から、『地下迷宮は魔族の住処すみかなのだから、勝手に入るのは住居不法侵入にあたるのではないか？』と国の内外から批判の声も上がっていたようですな」

「しごく真っ当な意見だ……。魔族だって怒っただろ？」

　呟つぶやく常つね信のぶに宰さい相しようが一礼した。

「陛下のご懸念通り、魔王が錬成魔法を使って地下迷宮に魔獣を配置しました。不法侵入者を追い払う目的だったのでしょうが、これが裏目に出ることに」

「まさか……」

「本物の魔獣と戦える上、倒すと財宝になります。賞金稼ぎを生業なりわいとする者たちがこぞって地下迷宮『魔王城』攻略に乗り出したのです」

「ああーっ……」

「三国政府も魔王討伐の絶好機と見たのでしょうな。地下迷宮への入場料を無料にして、勇者たちに支度金１００マギウスを渡すようになりました」

「急に某ファンタジーＲＰＧっぽくなってきたぞ」

「さらに魔王討伐を果たした者は三国いずれかの姫と結婚し、王位を継ぐことができるという特典もつけたのでございます」

「ますますそれっぽいな！」

「こうして二十数年間、王位への野心や一いつ攫かく千せん金きんを狙う若者たちが魔王討伐を目指して地下迷宮に挑み続けておるのです」

「ひどい話だ……」

　グロリア帝国が魔王を長年放置してきた理由がよく分かった。

　もはや脅威でなくなった存在に余計なちょっかいをかけた小国周辺で起きている、小さないざこざに過ぎない。帝都から見ればその程度の認識だったのだろう。事実、その程度だったはずなのだ。

　ヴェイルジェンドン家が魔王に莫ばく大だいな財宝を与えたりしなければ。

「対策を講じないとな」

　うんざりしながら椅子に凭もたれる。

「じきに地下迷宮周辺の情報も届く手はずになっております」

　常信は昨夜のことを思い出した。ドクロ人形は「人間種の抹消」と言っていたが、本当に大陸から人類を滅ぼすつもりなのだろうか。

　机の上にある水晶球から着信音が鳴った。

　覗のぞき込こんで「うっ」と息を呑のむ。ムツィオが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「地下迷宮に向かわせた部隊からの映像ですな」

　映し出された光景は、どこもかしこも焼け野原だった。

　遠くに人影が映る。

　映像が少し高度を上げて、そちらへと近づく。常信は咄とつ嗟さに声を上げた。

「迂う闊かつに近づくな！」

「陛下、キャラ殿の作成した無人偵察機にございます。ただの蜂にしか見えませぬ故、ご安心を。操作している者は遥はるか後方におりましょう」

「そうか。なら、いいんだが……」

　酷ひどく嫌な予感がする。

　果たして、映し出された四つの人影は、どれも異形の者だった。

『勇者どもの駐屯地だというから出張ってみれば、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはこのことだな』

　光沢のある灰色の全身甲かつ冑ちゆうに身を包んだ人物がつまらなさそうに瓦が礫れきを踏みつける。兜かぶとの面を降ろしているので顔は全く見えなかった。

『いやはや、五百年ぶりに錬成されましたが、人類はいまだこの程度ですか？』

　シルクハットを被かぶった片眼鏡の紳士が全身甲冑の側そばに歩いてくる。ただし、逆さまに。彼は宙に浮き、頭を地面に、足を空に向けて立っていた。逆立ちしているというより紳士の周りだけ重力が逆に働いているように見える。

　紳士はコツンと空中に杖つえを突き、辺りを見回した。

『おかしいですねえ。誰かに見られているような気がしますよ』

『あの蜂でしょ、マンフレット』

　焼け焦げた地面に平気で座り込んでいた女性が口を開く。視線ははっきりこちらを捉えていた。厚ぼったい唇をニイッと吊つり上げて笑う。

『どこかの斥候よ、きっと。魔力を感じないのが不思議だけど、どうでもいいわ。せっかくだから自己紹介しとく？』

　女性が立ち上がった。焼け野原には不釣り合いなドレスを着た妖よう艶えんな美女だ。しかし、どこか禍まが々まがしさを感じさせる。彼女はのたうつ黒髪を掻かき上げ、ぺろりと舌を出した。

　蛇へびのそれだった。

『おはよう、どこかの誰かさん。私はヘルトラウダ。魔王様に錬成していただいた魔獣の一体よ。好物は生き物の脳みそ。好きなことは虐殺。得意なことは蹂じゆう躙りん。早く貴方あなたに会って八つ裂きにしてあげたいわ』

　最後にチュッと投げキッスをして身を捩よじる。入れ替わるように逆さま紳士がシルクハットを取って礼をした。

『マンフレットと申します。五百年前は魔界の公こう爵しやくなどともてはやされておりましたが、命尽きて長い老いぼれでございます。とはいえ、人類の進歩と発展がこの程度でしたら、私でも魔王様のお役に立てそうですなあ』

『油断大敵だ。一見して雑兵の集まりに過ぎぬ集団であった。これが本隊とは思えぬ』

　マンフレットをグイと押しのけ、全身甲冑がこちらを見据える。

『殲せん滅めつ軍指揮官のティモンだ。魔王様の命により、この大陸から人間種を一掃する。これを見ている者よ。死力を尽くして戦うが良い。その全てを某それがしの剣で斬り伏せる。乾けん坤こん一いつ擲てき。再び錬成の栄誉に与あずかったからには、完全勝利まで邁まい進しんあるのみ』

　画面越しだというのに威圧感が凄すさまじい。

　ティモンが背後を振り返り、誰かに声を掛ける。

『おい、キリ。お前も名乗れ』

『えーっ……。僕はいいよ。どうせみんな死ぬんだし、そんなの無駄でしょ』

　画面が動き、全身甲かつ冑ちゆうの後ろにいる人物を映し出した。

　さらさらの金髪をいわゆる坊ちゃん刈りにした少年が愛想笑いを浮かべている。しかし金色の瞳ひとみは全く笑っていなかった。

『あいつは太古竜コウリンダイキリュウだ。某たちは略してキリと呼んでいる』

　ティモンが説明を入れ、再び画面の中央に立つ。

『自己紹介は以上だ。魔王様により錬成された魔獣は他にも大勢いるが、そいつらは数合わせのようなものに過ぎぬ。この四体こそが魔王様の側近であり』

　ヒュンと風切り音が鳴った。

『某たちだけで人間種は殲せん滅めつできる』

　画面が真っ暗になる。

　一拍遅れて無人偵察機が破壊されたのだと気づいた。

「なかなかに、不遜な連中ですなっ……」

　宰さい相しようが禿とく頭とうを撫なでながら言う。その声にはあまり力がなかった。

「……ただちに南西三国と周辺の領主に連絡を。国民全員、一人残らず逃げるよう伝えるんだ。難民の受け入れについて細かい点は任せる」

　常つね信のぶは椅子の背に身を預ける。

「いかにも四天王って感じの魔獣が出てきたな……」

「グロリア帝国の総力をもって叩たたけば、必ずや勝利できましょう！　こちらには七勇神姫セテイオ・プリンサもついているのですからっ」

　自らを鼓舞するようにムツィオが力強く言う。常信は指折り数えてみた。

「『風の姫ヴエネリツサ』ロザリンド、『地の姫スオロツサ』マライカ、『水の姫アクウイツサ』ナタリア、『火の姫フイアネツサ』マリアンヌ、『闇の姫ブイオツサ』シエラ、『光の姫ルーテツサ』ユーリ……。なあ、ムツィオ」

　宰相に目をやる。

「あと一人、『無の姫』はどこだ？」

「……存じませぬ」

　顔を青ざめさせ、ムツィオがしきりに髭ひげを撫でつけだした。

　眉み間けんに指を押し当てる。一つ思い出した。

「やっぱり俺、主人公補正持ってないんだなあ……」
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「というわけで、『無の姫』について聞きたいんだが？」

　常つね信のぶは会議室に七勇神姫セテイオ・プリンサを集めて聞いた。

「魔力通信網でも呼びかけているけれど、今のところ全く手がかり無しなんだ」

　ロザリンド、マライカ、ナタリア、マリアンヌ、シエラ、ユーリとクオーレが円卓を囲んでいる。彼女たちは常信の問いに首を傾かしげた。

「そういえば、どこにいんだろうな？」

「アタシ、会ったことないなー」

「『無の姫』か……。謎に満ちているね」

「あら～……。私たちがいるんだから、どこかにいるはずよね～……？」

「私たちはお互い、『七勇神姫』になる前から面識があった。『無の姫』とも面識があって良さそうなんだが……」

　ロザリンドが気になることを口にする。

「前から面識があった？　そうなのか？」

「言われてみれば、あたしとマライカはよく会ってたし、シエラとマリアンヌも顔なじみだったろ？　ロザリーは……」

「ボクと面識があったね。イグドラルと交易があったから」

　ナタリアが言い淀よどんだところでシエラが手を挙げる。さらに隣を示した。

「ユーリとも繋つながりがあったよ。昔は新年になるとアートマ神王国に各国の王様が訪れていたんだ。その風習がテルエには残っていてね」

「ああ、確かにあったな。そう考えると、誰かが『無の姫』と面識があっても不思議ではないのだが……」

　ロザリンドが仲間たちを見回す。

「というか、皇帝は何で『無の姫』に拘こだわるのよ？　七勇神姫セテイオ・プリンサが七人中六人もいるんだから十分じゃない？」

　頬杖をついていたクオーレがつまらなさそうに口を挟んできた。常つね信のぶは腕を組む。

「七人揃そろえておくに越したことはないだろ？」

「魔王ってそんなに強かったっけ？　私、あんまり知らないのよねー」

「無人偵察機から送られてきた映像がある」

　常信はクオーレたちに魔獣たちの映像を見せた。

　映像が終わると室内に沈黙が訪れる。

　やがて、ロザリンドが信じられないという顔で言った。

「まさか伝説でしか聞いたことのない存在を目にするだなんて……」

「どいつもこいつも神話級の化け物とはねえ」

　ナタリアが苦笑する。マライカがぼやいた。

「彷徨さまよえる鎧よろいのティモンって、たった一体で百万人斬ったって言われてる魔獣よ」

「魔力で動いている鎧なので睡眠も食事も必要としません。おまけに『物理攻撃無効』という特殊能力持ちです」

　ロザリンドが補足した。

「ヘルトラウダと名乗っていた女性は幾つもの魔獣を合成した魔獣で、肉体の形状も様々に変化するね。周囲に毒をまき散らしたり目が合った相手を石化させたりといった特殊能力を有しているらしいよ」

　シエラがどこか楽しそうに言う。

「マンフレットって魔獣。確か魔界の公こう爵しやくだったろ？　五百年前の魔王軍侵攻のときも暴れまくったらしいぜ。とにかく魔法に長たけてる危険な奴やつらしい」

「そして最後の一体だけど……」

　シエラがマリアンヌを一いち瞥べつする。

「うふふ～♪　コウリンダイキリュウはドラゴン種族において最強を誇る太古竜の中でもさらに特別な存在なのよ～」

　マリアンヌが嬉うれしそうに語った。

「ハクリンダイオウリュウ、セイリンダイケンリュウと並んで三大最古竜って呼ばれてるの～。三体とも、もう死んでるんだけど、大陸にいる竜種族はみんな、この三体のどれかの子孫なのよ～。特にコウリンダイキリュウは大陸竜種族の90パーセントくらいのご先祖様なの。リンちゃんのお祖じ父いちゃんかもね～」

「そんな幻獣を魔獣として錬成したわけだよ。さすが魔王様はやることが違うね」

　シエラがやれやれと首を振る。

「そんなに恐ろしい連中だったのか……」

　あの映像など序の口だったのだと分かり、寒さむ気けがした。

「魔王の奴やつ、本当に引くくらいとんでもない魔獣を錬成したんだな」

「あの四体だけで人間を滅ぼせると言っていたのも決して言い過ぎではありません。事実、五百年前には大陸の半分を攻め落とされたのです」

「ちなみに、そのときコウリンダイキリュウはいなかったのよ～」

　ロザリンドとマリアンヌがわざわざ不安を煽あおってくれる。

「とにかく、あの四体をどうにかしないといけないってことか……」

「生半可な手じゃ返り討ちに遭うだけだろうね。あたしらも一体ずつをみんなでボコるなら何とかなるだろうけど、四体が一度に来たら厳しいよ」

　ナタリアまで珍しく弱気な発言をした。常つね信のぶは唸うなる。

「リンのときやコクリンダイジャリュウを仕留めたときみたいに大軍で長距離攻撃すればどうだ？」

「今回は一体だけを狙えば良いんじゃなくて、魔王軍の軍勢もいるんでしょ？　そっちの対策もいるわよ」

　マライカが難しい顔で指摘した。

「単体でも異常に強い魔獣が軍を率いて来るんだ。こっちも相当な被害が出るのを覚悟しないといけない……。皇帝、そこんところは覚悟してくれよ」

　ナタリアの厳しい眼まな差ざしに思わず俯うつむいてしまう。

「向こうは錬成魔法で作っただけの存在なのに、こっちは大勢の命を賭けないといけないのかっ……？　そんなの理不尽だろっ……！」

　こちらも魔獣を操ることができれば良いのに。

　そんなことは望むべくもないのだろうが。

「へーか、へーか！　大変だよっ」

　深刻な空気を吹き飛ばす明るい声が室内に飛び込んできた。

　銀髪と豊かなおっぱいを弾ませて、パオラが駆け寄る。

「ごめん、パオラ。今、会議中だから──」

「へーか、できちゃった……」

　耳元で囁ささやかれ、頭が真っ白になった。

「で、ででででできたって、まさかっ？」

　彼女のお腹なかに目をやってしまう。パオラはこくりと頷うなずき、晶機コムニカを取り出した。

「新しい錬成魔法の術式を開発できちゃったんだ！　へーかのお陰だよっ」

　椅子から滑り落ちそうになる。ハハハと乾いた笑いが洩もれた。

「ええと、何の話かな？」

「キャラちゃんと一緒に錬成魔法アプリを作ったのっ」

「こっち」「こっち」と彼女に誘われるまま窓際に寄る。パオラが窓を開けると春先の肌寒い風が吹き込んできた。

　六つの目がこちらを覗のぞき込こむ。

「え……？」

　城の壁に器用にしがみつき、白い毛に覆われた大猿が開いた窓から顔を出した。牙きばを剥むき出しにして笑う。昨夜倒したはずの魔獣がそこにいた。

「パオラあああああああああああああ!?」

　急いで彼女を抱きかかえて下がる。ロザリンドが素早く大猿に剣を突きつけた。

「ロザリー、その子はみんなを攻撃したりしないよ！　わたしが錬成したんだから！」

「……どういうことでしょうか？」

　ロザリンドが剣を構えたまま尋ねる。ナタリアやマリアンヌたちも得物を構えていたが、それを少し下ろした。パオラが豊満な胸を張る。

「ふっふっふ。錬成魔法はずっと昔からある魔法で、術式の研究もし尽くされてるんだ。だから魔力がほとんど必要なくて、素材さえあれば誰でも使える魔法なんだよっ」

　ビシッと晶機を掲げた。

　そこには錬成魔法陣が映し出されている。

「へーかが仮想通貨のラウラを作ったでしょ。そのとき気づいたんだ。錬成魔法で使う素材って、媒体になるだけで無くなったりするわけじゃないの。だから魔法が解けると元の金貨に戻っちゃうでしょ？」

「ああ……。六つ目の大猿も魔王の人形も金貨に戻ってたな」

「錬成魔法に一番必要なのは素材の『価値』なんだよっ。だから花瓶とか絵でも錬成ができるんだっ。みんながその花瓶や絵に高い価値があるって思ってくれれば錬成魔法の素材として十分なのっ」

「つまり、材料としては数百ラウラ程度のものを使って描いた絵でも、それに数百万ラウラの価値があるとみんなが見なしていれば数百万ラウラの素材として錬成魔法に使えるってことかな？」

　有名作家のサイン本が高値で売れるような感覚だろうか。

「ラウラは晶機の中にある数字だけど、みんなが『価値』を認めてるから錬成魔法の素材にできるんじゃないかって考えたの！　それで新しい錬成魔法の術式を作ったんだよ」

「で、この大猿を錬成したってことか」

「うん！　あ、でも錬成した魔獣から元のラウラに戻すことはできなかったの……。そこだけは実体がない分、不便かも……」

　パオラが表情を曇らせた。しかし常つね信のぶは大きく首を振る。

「それは大した問題じゃない。それよりも、その錬成魔法は誰でも使えるんだよね？」

「もちろんだよ！　わたしとキャラちゃんの共同制作で晶機コムニカアプリを作ったの！　誰でもお手軽、簡単、錬成魔法！」

「かきん、かきーん……」

　不穏な呟つぶやきに振り向くと、いつの間に来ていたのか、キャラが眠そうな顔で突っ立っていた。こちらと目が合うなり、ニマーッと意味深長な笑みを浮かべる。

「陛下ー……。少し前からパオラと新しいゲーム開発してたんだけど、ちょっと、感想聞かせてくれないかなー……」

　差し出された晶機の画面を見て、常信は笑ってしまった。

「ああ、そうだ！　そういうことだよ！」

　酷ひどい作戦を思いついた。





第六章　ガチャは出るまで回せば実質無課金（悪い文明）







　五日経たった。

　その間に、ハウンテン、ヘンゲル、ズボレ三国の王都が跡形もなく消された。

　本当に跡形もなくという形容が正しい壊され方だった。ハウンテン王国の王都はコウリンダイキリュウの吐いた熱線一発で蒸発し、跡にはクレーターしか残らなかった。

　ヘンゲル王国の王都は湖畔にあったのだが、マンフレットが指を鳴らしただけで町全体が震動し、建物が崩れて湖へと沈んでいった。

　そしてズボレ王国の王都は一夜にして消えて無くなった。文字通り消えたのである。ただの荒野と化した元王都に欠伸あくびをするヘルトラウダの姿だけがあった。

「早めの避難命令のお陰で人的被害は少ないようですが、それでも逃げ遅れた者や逃げる途中で事故にあった者等、死傷者が出ております」

　宰さい相しようが無念そうに告げる。常信は眉み間けんを指で押さえた。

「三国の人々には悪いことをした……。ムツィオ、事前登録の伸びはどうだ？」

「上々かと。すでに百万を超えております」

「よし。それでは始めるとしよう。『錬成！　魔獣大戦』を！」
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　無人の地と化したハウンテン、ヘンゲル、ズボレ三国の領土に一つの拠点が生まれた。

　そこに何体もの魔獣たちが出現する。

　ただし、それは魔王軍の兵士ではない。パオラの作った錬成術式を組み込み、開発された晶機コムニカアプリゲーム「錬成！　魔獣大戦」を無料ダウンロードした大陸の民が錬成した魔獣たちだ。

「何だ、あの魔獣どもは？　某それがしたちが出るまでもなかろう。蹴散らせ」

　魔王軍の指揮官であるティモンは骸骨兵士の軍勢を送り出した。人間ごときが錬成した魔獣など紛まがい物に過ぎないと高を括くくっていたのだろう。

　結果、骸骨兵士の軍勢は全滅した。

　指揮官が見当たらないのに、拠点で待機していた魔獣たちは統率の取れた動きで骸骨兵士の軍勢を迎え撃ち、粉砕したのだ。

「ほほう。なかなかやるではないか。ならば遠慮せず、某が出よう」

　ティモンの判断は早かった。侮れない存在だと理解するなり自ら陣頭指揮を執って、三国の領土に続々と増えていく人間側の魔獣殲せん滅めつに乗り出した。彼自身が豪語していたようにティモン一体で数多あまたの魔獣を蹴散らし、人間側の拠点は滅ぶかと思われた。

　人間側が「ティモン」を錬成するまでは。

　ティモンは百体余りの己自身にタコ殴りにされ、崩れ去った。

[image: ]

「ヘルトラウダ来たあああああ！　ピックアップ錬成が初めて仕事をした！」

　常つね信のぶは執務室で晶機コムニカを高々と掲げ、雄お叫たけびを上げた。

「っしゃあああ！　これで幻術系メイン盾が二枚になったぞ。即行、育成して第一部隊に編成しよう！　もう、誰にもギルド長（笑）とは言わせないからなっ」

　溜ためておいた強化素材を注つぎ込んで魔獣ヘルトラウダのレベリングをする。攻略サイトを見て一番相性の良い武具を装備させた。

『あらぁ？　私にこんなに注ぎ込むだなんて、いやらしい指揮官さん』

　強化時ボイスが妙にエロい。

　常信は頭を振って水晶球に目をやった。そちらには実際の「戦場」が映し出されている。魔王軍が侵攻した三国のマップだ。

「今日は侵攻イベント、なさそうだな」

　魔王軍の拠点である地下迷宮「魔王城」を拡大させる。周辺を骸骨兵士が守っており、数部隊が進軍しているが、あの程度では近場に陣取っているギルドに各個撃破されるだろう。比較的、後方に陣取っている常信たちのギルドが出る幕はなさそうだ。

「そろそろ大きな侵攻イベントあっても良いんだけどなあ。魔王は何してるんだ？　あんなに偉そうに挑発してきたくせに、やる気あるのかよっ？」

　錬成で手に入れた★５レアリティのヘルトラウダを出陣させたくて仕方ない。ギルドメンバーに見せびらかしたい。

「早く攻めてこいよ、魔王軍。こっちは準備万端なんだぞっ」

　水晶球と晶機コムニカを交互に見ながらコツコツと執務机を指で叩たたいた。

「陛下、失礼致します」

　ベアトリーチェが部屋に入ってきた。常つね信のぶの手て許もとを見て「また、それですか？」と眉根を寄せる。「仕事だから」といつものように言い返した。

「先月の売り上げが出ました。恐らく、魔王が有する財宝の三分の一ほどかと」

「えっ？　もうそんなに削ったのか!?　まずいなあ……。リリースしてまだ一ヶ月と少ししか経たってないんだぞ。そんなに早く魔王軍が資金ショートしたらアプリが続けられなくなるじゃないか！」

「陛下、本末転倒ですわ」

　醒さめた目で見つめられる。

「本来の目的は魔王軍の殲せん滅めつです。魔王軍の魔獣を討伐し続け、全ての財宝を取り戻せば、そのようなアプリ、すぐ運営をやめれば良いのです」

「それはそうなんだが、みんな喜んでくれてるし、ヘルトラウダも出たし」

「陛下！　ゲームは一日一時間までですっ」

　ベアトリーチェが晶機を奪おうとするので常信は懸命にそれを阻止した。

「たった一時間じゃギルドの管理もできないよ！　俺はギルド『パオラ同盟』の長としてギルドメンバーを率いる責任があるんだ！」

「陛下は大陸を統べるグロリア帝国の皇帝です！　ギルド長などパオラ様にでも任せておけば良いではありませんかっ」

「そんなことしたら、俺の出番がなくなるじゃないか！　もうすでにギルドのエースは完全にパオラになっているのにっ」

　鬩せめぎ合う。何とかベアトリーチェを振り払い、晶機を死守した。

「それで、他に用事は？」

「三国の難民は受け入れ先へと順調に移動しています。今のところ、目立った騒ぎは起きておりません」

　紫の瞳ひとみは諦めていない。じりじりと間合いを詰めながら金髪エルフが報告する。

「『戦場』に詰めているアプリ運営陣からの連絡でも、致命的なバグは発生していないそうですわ。問題があるとすれば、ユーザー数がものすごい勢いで増えているので拠点の拡張を急がなければならないことくらいです」

「ありがたい悲鳴ってやつだな。よかろう。存分に拡張せよ」

「陛下、目的と手段を混同なさいませんよう」

「アプリ運営のお陰で西部の求人が増えて経済も潤いつつあるんだ。この流れを止める方が失策だろ」

「魔王軍を殲せん滅めつさせ大陸に平和がもたらされれば、より経済は活性化し、民は潤います」

　執務机を挟んでぐるぐる回りながら話をする。

　常つね信のぶの考えついた作戦は、錬成魔法アプリを利用した晶機コムニカゲームの運営だった。

　パオラが実際に六つ目の大猿を呼び出してみせたように、一般庶民に魔獣を錬成してもらい部隊を編成して魔王軍の討伐を目指すという晶機ゲームだ。ゲーム自体は晶機で無料ダウンロードすることができ、魔獣の錬成はアプリ内にある錬成石というアイテムを五個消費することで一体錬成できる。他にも戦友ポイントから錬成する方法もあり、基本無料で遊べるのが売りだった。

　無償の錬成石はそこまで多く配布されないけれど、ラウラで購入することも可能。特にレアリティの高い魔獣は何度も錬成魔法を繰り返さないとなかなか錬成できないので錬成石を買いまくるユーザーが後を絶たない。

「魔王軍を押しまくって優位に立っていられるのは廃課金勢のお陰なんだぞっ」

「資産を全て錬成に注つぎ込んでいるユーザーがいて、問題になっておりますわ」

　錬成した魔獣は前もって準備しておいた拠点に即時、召喚されて錬成したユーザーの指示があるまで留とどまっている。ユーザーはそれぞれの晶機にリアルタイムで送られてくる「戦場」の様子を確認し、魔王軍の動きを見て自分の部隊を動かして戦うのだ。

　錬成した魔獣は致命傷を受けると拠点に強制転移されるよう錬成魔法陣に仕掛けを施してあるので魔獣を失う心配はない。ただし、傷ついた魔獣を癒いやすための時間が必要となるので連戦はできない仕様だ。

「魔王軍の魔獣を倒せば財宝が手に入るんだ。本来はそれ目当ての賞金稼ぎを集める予定だったんだよ！」

「かき集めた金貨や宝飾品をすぐさまラウラに換金して錬成石を購入する。この流れが出来上がってしまっておりますわ！　『戦場』のアプリ運営陣から毎日のように金銀財宝が送られてきて城の倉庫が埋め尽くされております！」

　魔王軍の魔獣は倒されると全て金貨や宝飾品といった財宝に変わる。それらを自分の魔獣に集めさせて拠点に持ち帰るのだが、ユーザーはそれを晶機の画面からすぐラウラに換金できるのだ。少ない投資で強大な魔獣を倒せばかなりの利益を得られる。

　しかし現状は、せっかく稼いだ分をすぐさま錬成石に変えて高レアリティ魔獣の錬成を繰り返すユーザーが大半だった。結果、ゲームを運営している常信たちが儲もうかってばかりの事態になっている。

「財宝を取り戻したのなら、ユーザーに還元すれば良いんだよ！　ギルドバトルの賞品とか色々使い道はあるんだし！」

「そうやって人々は沼に嵌はまっていくのです！　だいたい魔法使いでもない一般庶民が錬成魔法アプリを使ったところで★５レアの錬成成功なんて１％にも満たない確率ですわ」

「俺、さっき★５ヘルトラウダ出したぞ！」

「陛下！　一体、幾ら注つぎ込んだのですかっ？」

「無課金だよ！　無理のない課金っ……」

「屁へ理り屈くつをこねないで下さい！」

　不毛な追いかけっこが続く。

「へーか！　★５ヘルトラウダ出たっ？　わたし、★５マンフレットも錬成できたよ！」

　パオラが部屋に入ってきた。「マンフレットも!?」と常つね信のぶはパオラに駆け寄る。

「ほら、ほら！　すごいでしょっ」

　見せてきた晶機コムニカの画面には逆さまになった紳士が映っていた。

「いいなーっ。マンフレットは四大属性全部持ってる高火力キャラで、単独でも強いスキル持ってるからなーっ」

「えへへーっ♪」

　パオラの嬉うれしそうな笑顔にベアトリーチェの冷たい目が向けられる。

「パオラ様は錬成魔法が使えるのですから、★５レアでも80％の確率で錬成できるのではありませんか？」

「わたし、今のところ全部、錬成成功してるよ！」

　パオラは錬成魔法アプリを開発しただけあって錬成魔法もずば抜けていた。話を聞くと錬成魔法は転移・召喚系と近い分類の魔法らしい。彼女の得意分野なのでどんな高レアリティ魔獣も一〇〇％の成功率を誇り、ユーザーからは神と崇あがめられていた。

　もちろんギルド「パオラ同盟」でもエースの一人として大活躍している。

「俺もヘルトラウダは出たから防御布陣で活躍できるぞ！　早く魔王軍の大がかりな侵攻が始まらないかなぁ」

「やった！　へーかとお揃そろいだねっ」

　パオラが魔獣ヘルトラウダを画面に出して微笑ほほえんだ。

「この兄妹きようだいは……」

　ベアトリーチェが呆あきれた顔で首を振る。

「ところでパオラ。前から気になってたんだが、この『神兵器製造』って何なんだ？」

　常信は錬成石購入画面の隅にある項目を指差した。運営開始時からずっとあるものの、何の説明もない。タップすると「神兵器製造に錬成石を幾つ入れますか？」という質問が出て、所有している錬成石を幾つでも注ぎ込める。ただ、入れたところで「製造にご協力ありがとうございます」という文字が出るだけで、ユーザーからは酷ひどいバグだとか詐さ欺ぎだとか散々言われ続けていた。

「あ、それってキャラちゃんが追加した項目だよ。わたしも何なのか知らないんだ」

「キャラが？　あいつ『錬魔』のＰだからな……。何か企たくらんでるのか？」

「ここに、入れてもらった錬成石の総数が出てるんだよっ」

　パオラの指差す先には三〇五四七七〇一個という尋常でない数字が載っていた。詐さ欺ぎだ何だと騒いでいる割に、皆、意外と石を入れているらしい。

「今後、イベントで使うのかなあ？　でも『神兵器』って何が出てくるんだ？」

　ふとクオーレの顔が思い浮かんでしまった。ある意味、最終兵器感があるけれど、さすがに彼女が現れたらユーザーから大ブーイングを食らいそうだ。

「あ！　魔王軍の侵攻が始まったよっ」

　パオラが晶機コムニカの画面を一心に見つめる。常つね信のぶも水晶球と晶機の両方で確認した。かなり大規模な軍勢が出撃している。その中には先日、三体目を倒したコウリンダイキリュウもいた。ゲーム内のコメント欄が一斉に湧く。

「コウリンダイキリュウ、大人気だな。倒すとかなりの額の財宝が手に入るからなあ。部位破壊でも美お味いしい絶好の獲物だよ」

「へーか、ギルドのみんなが出陣しようって言ってるよ！」

「もちろんだ！　前衛の精鋭ギルドが、ある程度、魔王軍を分散してくれるから、俺たちはどこを狙うか見定めてから出撃しよう！」

　コウリンダイキリュウの動きを追う。しかし早々にドラゴンの集団に囲まれてフルボッコ状態だ。同じ★５レアリティのハクリンダイオウリュウやセイリンダイケンリュウに囲まれて次々に部位破壊されている。

「やっぱり一番美味しいところは精鋭ギルドが持っていくよなあ。俺たちはどっちかというとエンジョイ勢寄りだからなあ」

「ふっふっふ。実はわたしのハクリンも出しているのです！　みっちょんさんのハクリンも出てるから、うちのギルドにも財宝が入るよ！」

「さすが『神錬成の姫』に抜かりはないね。よし、この部隊を狙おう！　近場のギルドと共闘して包囲すればいけるだろう」

　常信は分断された魔王軍の一部隊に狙いを定めてギルドメンバーに号令を掛ける。ギルド「パオラ同盟」の魔獣たちが隊列を組んで進軍を始めた。

　移動方向や標的は画面をタップしたりスワイプしたりすることで切り替えられる。刻々と変わりゆく戦況を見定めて素早く判断し、魔獣を操るのが重要だ。メンバーからも次々に意見具申が来る。それに対応して連携を取り、魔王軍を叩たたいた。

「行け行け！　★４でもレベルマのお前ならいける！　頼む、ベヒルモス！」

「わっ！　わっ！　回復届いてるっ？　もう少し近づいた方が良いかなっ？」

「よっしゃあああ！　敵部隊長仕留めたぁっ。これ獲得財宝額でかいぞ！」

　魔獣たちの活躍により、小一時間ほどで魔王軍の侵攻は食い止められた。
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　拠点に戻った後、獲得した財宝を山分けしながらギルド内コメントで会話する。ギルドメンバーは常つね信のぶもパオラも本物だと知っているはずなのだが、常信に対する扱いが驚くくらい雑だ。すでに慣れている自分がいて少し切ない。

「これでまた、しばらく侵攻はなさそうだな。今回の戦闘でどのくらい財宝を取り戻せたんだろう？」

「すぐに集計が出ますわ。明日の夜にはこちらにも連絡が届くかと」

　ベアトリーチェが淡々と返した。

「それよりも黒こく蝶ちようです。青あお鳩はと、白しろ山や羊ぎ、赤あか牛うしの三名を取り調べ、四方に手を尽くして捜索を続けておりますけれど、いまだに潜伏先を特定できておりません」

「赤牛みたいにヒントになるような映像を送ってきてくれたら特定班が仕事してくれるんだけどなあ。さすがにそんなヘマはやらないだろうな」

「これまで世界経済を裏で操ってきたヴェイルジェンドン家のトップですわよ。さすがにそんなミスはしないでしょう」

「……やっぱり、魔王城にいるのかな？」

　少し前に考えついた予想を口にする。金髪の宰さい相しよう補ほもゆるりと頷うなずいた。

「その可能性は低くないと思います。魔王に融資しているのですから協力関係にあるのは間違いありませんし、捜索できていない場所の一つでもありますし」

「他に捜索できていない場所はどこだ？」

「そうですわね……。アートマ神王国とイグドラル王国、それから妖精族不可侵領域にも入っておりません。ですがアートマはユーリやクオーレ様がおりますし、私の故郷にも一応、ファティナ様がおりますので異変があればすぐに知らせが来ます」

「となると、あとはイグドラルか……」

「あそこも商会から多額の借金をしていましたね」

　以前、ロザリンドが嘆いていたのを思い出す。

「潜伏先に十分使えるな。イグドラルの様子を知る方法は何かないのか？」

「すでに無人偵察機を飛ばしております。じきに国内の様子が届けられるかと」

「そうか。それなら──」

　唐突にアラームが鳴った。パオラが「ひゃっ？」と目を見開いて晶機コムニカを見つめる。常つね信のぶの晶機からも、水晶球からも警告音と赤い明滅が繰り返された。

「何だ、この反応!?　緊急事態かっ？」

「陛下、こちらを」

　ベアトリーチェが水晶球の画面を切り替える。無人偵察機からの映像だ。

『貴様ら、いい加減にしろおおおおおおおおおおおおおお!!』

　地下迷宮の真上。空中にドクロが浮かび上がっていた。

　ドクロは黒こく衣いに身を包んでおり、全長数十メートルはある。ただ、それが立体映像であることはすぐに分かった。

『俺様の錬成魔法をパクって魔獣を錬成しまくりやがって！　俺様が厳選した超強い魔獣を何でてめえらが何体も錬成してんだよ!?　おかしいだろっ？　人間種が魔獣使って戦ってんじゃねえよ！　てめえらは貧弱で脆ぜい弱じやくな身一つで群がってこいやあああ！』

　ドクロが激怒している。常信はポンと拳を手の平に打ちつけた。

「あ！　こいつ魔王か」

「そのようですわね」

「魔王さんはやっぱりドクロなんだね」

　ベアトリーチェとパオラが頷うなずく。

『てめえらが余計なことしやがるせいで、こっちの計画台無しじゃねえか！　あのなあ。言っとくけどコウリンダイキリュウとか神話級の強さだかんな！　何で四体も倒してんだよ!?　しかも、どんどん効率良くなってんじゃねえか！　というかハクリンダイオウリュウとか勝手に錬成してんじゃねえ!!　どうなってんだ、本当!?　俺様の知ってる人間種には錬成魔法の使い手なんて数えるほどしかいねえはずだぞっ？』

「すごい怒ってるなあ……。怒り過ぎて、俺たちを挑発してきたときの芝居がかった口調じゃなくなってるぞ」

「陛下に楯たて突つくからです。無様ですわねぇ」

　ベアトリーチェが鼻で嗤わらった。

『……と、今までの鬱うつ憤ぷんを吐き出したところで、人間種に俺様からビッグプレゼントのお知らせだ！　喜べ！　俺様はてめえらとちまちまやり合うのをやめることにした！　ようやく最強最悪の錬成魔法を完成させたぜ』

　ドクロがニタリと笑う。

『こいつはてめえらにはパクれねえよ！　錬成と合成を組み合わせ、それらを同時並行で加速させた俺様の自信作だ!!　そして、今からその最凶錬成魔法で錬成した特大の魔獣をてめえらにぶつけてやる！』

　黒こく衣いが大きく広がり、日の光を遮った。

『俺様をここまで怒らせた、てめえらの浅はかさを悔やみな！　さあ、人間種終しゆう焉えんの始まりだ！　我が錬成魔法の恐ろしさを思い知れ！』

　フハハハハハハハハハハハハハ!!　と魔王らしい高笑いを残してドクロは消え去った。

「最凶錬成魔法？　一体、何をする気なんだ？」

　常つね信のぶは眉を顰ひそめ、地下迷宮の周辺を拡大する。ベアトリーチェとパオラも興味深そうに水晶球を覗のぞき込こんだ。

　やがて、魔獣たちが魔王城から湧き出てくる。精鋭ギルドがにわかに活気づいた。彼らは魔獣の保有数もかなり多いのでローテーションを組んで魔獣を出撃させられる。連戦になっても全く問題ないのだ。むしろ稼ぎ時だと喜んでいる。

「ん？　魔獣たちの様子がいつもと違うぞ……」

　しかし魔王軍の魔獣たちはいつものように侵攻を始めたりしなかった。逆にこちらの攻撃を防ぐ防御陣を敷いている。そして本陣では幾度も光が輝いた。

「へーか！　魔獣がどんどん合成されていくよっ。錬成された魔獣同士がくっついて、もっと強い魔獣に……あ！　コウリンダイキリュウとヘルトラウダが合成されたよ！　あ！　指揮官のティモンも！」

　パオラが光の中で行われていることを説明してくれる。魔獣たちは地上に出るなり次々に合体し、巨大化、肥大化しているのだ。★５レアリティの魔獣たちまでどんどん合体していく。合成に合成が重ねられ、錬成に錬成が繰り返される。

「何だか、異様に大きな魔獣が出来上がってきてないか……？」

　ただでさえ巨大なドラゴンがすでに十体以上、合成されていた。全長はゆうに一〇〇〇メートルを超えている。

「いやいやいやいや！　これはでかすぎる！　でかすぎるって！　魔王、とうとう振り切れたな!!」

　そう叫ぶ間にも合成が重ねられ、一体の巨大魔獣が地下迷宮から一歩を踏み出した。腹に響く地鳴りがして地面が足形に沈む。周りにいた精鋭ギルドの魔獣たちが羽虫のように蹴散らされた。

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　咆ほう哮こう。

　そして長大な尻尾が周囲の全てを薙なぎ払う。

　精鋭ギルドの魔獣たちがたった一撃で瞬殺された。

「ゴ○ラだよ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　見た目は全く異なっているけれど、恐怖心を煽あおるインパクトはまさに大怪獣だ。

　最凶の合成魔獣は一歩、また一歩と地面をへこませながら進軍する。最前線が一瞬で壊滅したショックは計り知れないものがあったようで、全てのギルドが一斉に逃げ出した。

「あ、ひょっとして……」

　大怪獣が大口を開く。

　次の展開は予想できた。

　口から凄すさまじい勢いの熱線が放たれる。

　直線上にいたギルドの魔獣たちが蒸発し、爆発、四散した。

「ああ、やっぱりかーっ……」
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　騒ぎは瞬く間に広まっていく。合成魔獣は着実にアプリ運営本部へと進んでいた。このままでは壊滅を免れない。

『ヌハハハハハハハハハハハハ！　我が合成魔獣は圧倒的ではないか!!』

　再び黒こく衣いのドクロが空中に姿を現した。他の魔獣を蹂じゆう躙りんする巨大合成魔獣を見下ろして満足そうに頷うなずく。

『どうだ、皇帝！　これが俺様の全財産を注つぎ込んで作り上げた最大最凶の魔獣だ!!　貴様ら脆ぜい弱じやくな人間種に対抗する術すべなんぞ何もないわぁ！　抹消されるがいい！』

　ヌハハハハハハハハハハハハハハハ！と高笑いを残して、またドクロは姿を消した。

　常つね信のぶは歯は噛がみする。

「くそっ……。どうすれば……」

　着信音が鳴った。キャラからの通信だ。

「キャラ、大丈夫か!?　早く撤収するんだ！」

　通話を繋つなぐなり叫ぶ。ところが彼女の返事は呑のん気きなものだった。

『あ、陛下ー……？　何かすごいことになってるねー……』

「そうだよ、大変なんだよ！　だから急いでそこから逃げろ！」

『あー、多分、間に合わないねー……』

「何だって!?」

「キャラちゃん！」

　パオラが悲ひ愴そうな声を上げる。

『おー、パオラもいるんだー……。あのねー、アプリの画面見てー。陛下の晶機コムニカにだけ特別な項目があるから……』

「俺のにだけ、特別な項目？」

　常信はアプリ画面を見下ろした。

　赤く明滅する画面の中、いつの間にか新しい項目が大きく映し出されている。

「ここって『神兵器製造』の項目があったところだよな？　『神兵器出動』？」

『あ、それそれー。みんなに錬成石を注ぎ込んでもらってたでしょー……。それを元手にして、獣人自治区で「神兵器」を作ってもらってたんだよねー。すごいの出来たから、それに乗ってこっち来てよー……』

「この絶望的な状況を変えることができるのかっ？」

『多分ねー。あとは陛下たち次第かなー……』

「俺たち次第？」

「へーか、そんなこと言ってる場合じゃないよ！　キャラちゃんを助けないと！」

　パオラが居ても立ってもいられないとばかり、「神兵器出動」をタップした。

「あ！」と叫んだ途端、赤い明滅が治まる。「神兵器出動します」と画面に出て映像が切り替わった。たくさんのビルが立ち並ぶどこかの町だ。

「これは、獣人自治区の街並みかな……？」

　じっと目を凝らす。

　ガタンと町全体が揺れてビルが区画ごとに動き始めた。パズルのように変化していく。常つね信のぶたちが見守る中、中央部に巨大な穴が出来上がり、底から斜めに滑走路のようなものが伸び上がった。

「まさか、これは……」

　穴の底から一機の戦闘機が姿を現す。滑走路を使って斜めに射出されたそれは空中で旋回し、これまた唐突に現れた巨大な輪っかの中へと突っ込んだ。

「何!?」

　輪っかに飛び込んだ途端、戦闘機が姿を消す。

　そして遠くから轟ごう音おんが聞こえてきた。

「まさかまさかまさかぁ!?」

　常信は咄とつ嗟さにバルコニーへと飛び出した。パオラとベアトリーチェも後に続く。窓を大きく開けてバルコニーに出たとき、遥はるか彼方かなたから飛来する一機の戦闘機を見つけた。

「本当に飛んできたあああああああああ！　さっきのあれはワープホールだったんだ！」

「わーっ！　鋼鉄の鳥さんだねっ」

　戦闘機は城の手前で減速し、どういう原理なのかホバリングするような速度でゆっくり近づいてくる。バルコニーにピタリと機体が寄り、コックピットのキャノピーが開いた。

「な……何ごとですかぁ……!?」

　室内に宰さい相しようのムツィオが転がり込んできた。

「丁度良かった、ムツィオ。俺、今から魔王軍の魔獣を倒しに行ってくるから」

「何を仰せに!?」

「説明してる時間ないから。じゃ！」

　颯さつ爽そうとコックピットに乗り込む。

「わたしも！」

　その膝ひざにパオラが乗っかってきた。

「パオラ！　危ないから、ダメだよ！」

「でもキャラちゃんのピンチなんだよ！　わたしも行く！」

　ギュッと抱きついてきたので、仕方なくキャノピーを閉じる。あたふたと駆けつけてきたムツィオがカバーをバンバン叩たたいたが「下がっていろ」と手で払った。

『陛下、留守はお任せ下さい』

　晶機コムニカにベアトリーチェのメッセージが出る。宰相を後ろに下がらせようと奮闘している彼女に手を振り、「出発！」と叫んだ。

「おーっ！」

　パオラが元気良く答える。

　瞬間、戦闘機が急加速した。

「うおおおおおおお……おおっ？　全然Ｇを感じない！」

　コックピットの中は快適そのものだ。周りの景色がもの凄すごい速さで後ろに流れていくのに全く圧力がかかってこない。しかも静かだった。

「すごいよ、へーか！　リンちゃんに乗ったときより速いよ！」

　パオラが身を乗り出して外を眺める。「危ないよ」と抱きかかえ直した。

　戦闘機は再びいつの間にか現れたワープホールに突っ込む。

　かと思えば外に出た。

「あ！　へーか、見て見て！」

「うん。見えてるよ」

　拠点本部に向かって歩く大怪獣の姿を捉える。常つね信のぶはキャラに呼びかけた。

「この戦闘機、どうやって操縦するんだ!?　ここまで自動運転で来たみたいだけど！」

『あー、こっちでも確認できたよー……。っていうか、まだ操縦はできないかなー。その前にやることあるし……』

「やること？」

「キャラちゃん、大丈夫っ？」

　パオラが割り込む。晶機コムニカから『あー……』とキャラの声がした。

『やっぱりパオラも来ちゃったかー……。まあ、陛下の膝ひざにでも座っててよ。もうじき、みんな揃そろうからねー……』

「みんな揃う？　おい、キャラ！　これが神兵器なんじゃないのかっ？　ここからフライトシミュレーション的なバトルが展開するんじゃ……ああ!?」

　今度は常信が身を乗り出す。目を凝らして見つめる先には大地を疾走する一台の巨大トレーラーがあった。

『お待たせ、皇帝！　もう安心だよ！　何しろ、ボクが来たからね！』

　晶機からではなく、戦闘機の通信機器からシエラの声がする。

「シエラ！　ひょっとしてトレーラーに乗っているのはお前かっ？」

『そうだよ！　こんな大きくて固いものにいきなり乗せて激しく突き進ませるだなんて、皇帝は相変わらずボクを悦よろこばせてくれるね！』

「よし、一旦黙ってろ」

『あっはあああ♪　こんなところでっ♪　運転をし損ねたらどうするんだよっ♪　自動運転だけどっ♪』

「へーか、あれ見て！」

　パオラが指差した先には、薄緑を基調としたカラーリングの飛行機が飛んでいた。

『お待たせ致しました。「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンド、到着です！』

「ロザリンドはやっぱり飛行機なんだな。ということは……」

『うふふ～♪　皇帝さん、私も到着よ～っ』

『まったく……。何だ、この茶番は……』

　反対側にも同じように大きな飛行機が飛んでいる。こちらは赤い塗装がされていた。

『アタシも来たわよー！』

　マライカの声とともに地面が盛り上がり、回転するドリルが顔を出した。巨大なドリルを前面に取りつけた車が地中から現れる。シエラのトレーラーと併走し始めた。

『皇帝、到着』

　次に聞こえたのはユーリの淡々とした声だった。常つね信のぶは彼女の乗り物を探し──

　荒野を駆ける新幹線を見つけた。

「何で!?　というか、どうやって走ってるんだ、その新幹線!?」

『線路、自前』

　ユーリの簡潔すぎる説明では意味が分からなかったが、よく見てみると新幹線は確かに線路の上を走っている。ただ、その線路が新幹線のある位置にだけ現れて、通り過ぎると消えてしまうのだ。

「うん。ファンタジー、ファンタジー」

　常信は考えるのをやめた。

『みんな待たせたな！　あたし、参上！』

　最後にナタリアの声が届く。常信は首を巡らし──

　波を蹴立てて大地を進む船を見つけてしまった。

「待て待て待て待て！　それはさすがに待て！　いや、嘘うそだろ!?　どうやって陸地を船が進んでるんだよ!?　ホバークラフトですらないのに！」

『皇帝、そんなつまんねえこと言ってんじゃないよっ。あたしの夫はもっと度量が大きいはずだよ！』

「度量の問題じゃないからな！　ファンタジーにも程があるからな！」

『おー……。みんな揃そろったねー……。それじゃ、お待ちかねの合体タイムだよーっ』

　キャラがマイペースに進行する。どうやらツッコミは受けつけない主義のようだ。

『合体!?　ボクと皇帝が合体するのかい!?　いいよ！　さあ、思う存分──』

『うふふ～♪　いきなり六人とするなんて、皇帝さんったら欲張り♪』

「君たちの思っているようなことはしないからね！」

「そうだよ！　わたしもいるから七人とするんだよ！」

「パオラも落ち着こうね」

「はうっ♪　はい、落ち着きますぅ」

　膝ひざの上でもじもじされると刺激されて本当に困る。

『それじゃ、陛下。かけ声よろしくー……』

「ええと、『合体！』で良いのか？」

『えーっ……それじゃつまんないじゃーん……。ちゃんとロボットの名前も叫んでねー』

「名前っ？　そんな急に言われてもっ……」

『しょうがないなー……。じゃ、初期設定名をそのまま使ったらー？』

「初期設定名って、ゲームかよ……」

　ぼやきつつ目の前の画面に表示されたロボットの名前と合体のかけ声を確認した。

「これ……俺が叫ぶのかっ……？」

『当たり前じゃーん……。ほら、早く。はーやーくー……』

「へーか、頑張って！」

　パオラがキラキラと純粋な瞳ひとみで応援する。

　通信機からロザリンドたちの声援も届いた。

「分かったよ……。叫べばいいんだろう！　叫べば！」

　常つね信のぶは意を決して声を張り上げた。

「七つの光は正義の輝き！　七つの機体は勇気の証あかし！　七つの心を一つに重ね、大地に降り立て栄光の巨人！　七神合体！　エンペラー・グロリア!!」

　初期設定にしても、もう少しどうにかならなかったのか、この名前？と思いつつ全力で叫ぶ。ついでに拳も突き上げてみた。

「…………」

『あ、ゴメーン……。「七神合体！」のところからみんな一緒に叫んでねー』

「それを先に言え！　単に俺が辱められただけじゃないか！」

『皇帝が辱められた!?　詳しく聞かせて──』

『私たちも声を揃そろえて陛下と心を一つにするということですね！　お任せ下さい！』

「ロザリー、解説ありがとう！　そういうわけだから、みんな頼むぞ！」

「へーか、何で顔真っ赤なの？」

「そこは気にしないでくれ、パオラ！」

「はうっ♪」

　銀髪が乱れ、大きな優しさがたゆんたゆん揺れる。

「いくぞ、みんな！　七つの光は正義の輝き！　七つの機体は勇気の証！　七つの心を一つに重ね、大地に降り立て栄光の巨人！」

「「「「「「「「七神合体！　エンペラー・グロリア!!」」」」」」」」

　七つの機体が虹色の輝きに包まれた。
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　虹色の光の中で、七つの機体が宙に浮き変形を始める。

　常つね信のぶとパオラが乗る飛行機は立方体のような形に変形した。比較的、単純な変形だったように思うが他の六つは何やらすごいことになっている。

　ぐるぐると回転し、二つに分かれ、かと思えばドッキングし、内部から急に拳が出てきたり足が形成されたりした。あっという間にロザリンドとマリアンヌの機体が両腕に変化し、ナタリアの船が上半身に、マライカのドリルが下半身に変形、そしてシエラとユーリが両足へと変わる。

「おおおおお！　それっぽくなってきたぞ！」

「わーっ！　へーか、みんなが近づいてくるよ！」

　電流のような不思議な力で互いが引き合い、上半身と下半身がドッキング。両足がはまり、両腕が合体する。そして最後に常信たちの機体が頭部にセットされた。

　瞬間、機体が細かく変形しロボットの頭部になる。効果音とともに両目が光った。

「栄光巨人エンペラー・グロリア！　ここに降臨！」

　すごく熱血な声がどこからともなく響き渡り、巨大ロボットが大地に降り立つ。

「今の声、誰!?」

　常つね信のぶが叫ぶや否や、椅子がガクンと揺れて降下しだした。「うわあああっ？」と叫んでいるうちに全身が光に包まれる。椅子の感触がなくなり、パオラと一緒に宙に放り出された。しかしすぐに固い床の上へと二人とも滑り出る。

「何なんだ、急に……？」

「いきなり滑り台になって、ビックリしたねっ」

　意外と楽しんでいるパオラの頭を撫なでて周りを見た。

「お！　皇帝たちも来たなっ」

「さあ、みんなで巨大魔獣を倒すわよ～っ」

　ナタリアがこちらを振り向き、マリアンヌが嬉うれしそうに腕を突き上げた。

「パオラ様、立てますか？」

　ロザリンドがパオラを気遣って立たせる。マライカはユーリと抱き合うようにしてこちらを恥ずかしそうに見ていた。

「ええと……」

　立ち上がりながら考える。合体ロボット展開までは理解できたが、この事態は全くの想定外だ。彼女たちから目を逸そらしつつ尋ねる。

「何で皆、裸なんだ？」

『操縦システムが生体認証になってるから、服とか余計なものを身につけてると上う手まく作動しない可能性があったんだよねー。だからみんな全裸になってもらいましたー』

　天井からキャラの声がした。

「おおおおおおおおい！　何だ、その設定!?」

『合体機構とか複雑な要素を組み込んで作り上げてるから仕方ないよねー……』

「だったら合体はなしでも良かったんじゃないか!?」

『そこはロマンだよねー……』

「そんな理由!?」

　叫びながら自分の股間を隠す。しかし、その箇所は謎の光に包まれていた。周りを見回すと、パオラたちも絶妙な位置から差し込む光でガードされている。

「おい、キャラ！　この状態でどうやって操縦するんだ!?　合成魔獣は目の前だぞ！」

　自分たちがいる空間は床以外全ての面がスクリーンになっており、外の景色が怖いくらい一望できる。正面に巨大な合成魔獣が立っていて、ゆっくりこちらを振り向いた。

「何だ、何だぁ？　鉄てつ屑くずの固まりみたいな巨人が出てきやがったなあ」

　魔獣の頭上に黒こく衣いのドクロが姿を現す。魔王がケラケラと笑った。

「人間種どもの浅薄な抵抗がどこまで通用するか、やってみろよ」

　挑発するドクロの脇に文字が並ぶ。一言投稿のものだとすぐに気づいた。
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　どうやら現状は大陸中に配信されているらしい。こちらを応援するコメントがひっきりなしに流れ続けている。

「皆に見られてるんだ！　キャラ、操縦の仕方を早く教えてくれっ」

『これだけ大きなロボットを操縦するんだから、みんなの心を一つにする必要があるんだよねー……。床を見てー……』

　緊張感のないキャラの指示に従って足元を見下ろす。

　いつの間にか色とりどりの丸いパネルが無数に並んでいた。

　嫌な予感がする。

「おい待て、キャラ。これってもしかして……」

『指示ごとに光る床の丸いパネル全部に、ちゃんと触れることができればエンペラー・グロリアが動くよー。みんなの心を一つにして頑張ってねー』

「ツイ○ターじゃないか！」

　嫌な予感が的中してしまった。

『みんなの魔力を効率的に活用できる画期的な方法なんだよー……』

「どういう理屈でそうなるんだ？」

「皇帝！　悠長なこと言ってられねえぞ。合成魔獣がこっちに狙いを定めやがった。早くあたしたちでこいつを操縦しようぜ！」

　ナタリアが前方を指差す。合成魔獣がこちらに向かって歩を進めていた。

「くっ……。やるしかないのかっ……！」

『どんなふうに動きたいのかは、陛下が指示してねー……。指示を出したら、実行に必要な床の丸が光るからー……』

「へーか！　わたしたち、へーかの指示に従うからねっ。どんどん命令してねっ」

　パオラが元気良く手を挙げてぴょんぴょん跳ねる。一緒に柔らかな優しさが二つ、たゆんたゆんと揺れた。頂点が謎の光に包まれているのは努めて気にしないことにする。

「皇帝さん、あんまりこっち見ないでねっ。命令には、従うからっ……」

　マライカが相変わらずユーリに抱きついたまま言った。

「さあ、皇帝！　ボクに思う存分、命じてくれ！」

　変態もといシエラがＭ字開脚で股間を光らせている。これ以上、彼女を野放しにはできないので命令することにした。

「分かったよ。みんな、心を一つにして戦うぞ！」

　近づく合成魔獣の尻尾が大きく揺れる。

「尻尾が来る！　防御だ！」

　床の丸パネルが幾つか点灯した。

　ナタリアたちが自分の近くにあるパネルを踏む。

　尻尾が鞭むちのようにしなって左から襲い掛かってきた。巨大ロボットが左腕を上げてそれを防ぐ。軽い衝撃が伝わってきたが防御に成功した。

「よし！　良い感じだ！　今度はこっちから行くぞ！」

　正面に迫った合成魔獣に向けて指を突きつける。

「前進だ！　一発おみまいしてやるっ」

　先程より多くのパネルが点灯した。それぞれ自分の近くにある丸を踏み、手で押さえる。エンペラー・グロリアが走り出した。

「よっしゃあああ！　右パンチだ！」

　点灯していた丸が切り替わる。皆が素早く周囲を見回して手や足を伸ばした。自分も四つの丸を押さえながら少し離れたところにいるロザリンドに声を掛ける。

「ロザリー、一マス後ろだっ。右足を下げろっ」

「あうっ♪」

　屈かがんで懸命に足を伸ばしていた彼女がビクンと背を反らせ、体勢を崩してしまった。盛大に尻餅をつく。鈍い警告音と赤い点滅。「入力失敗」とスクリーンに表示された。

「ああ！　すみません、陛下っ……」

　慌ててロザリンドが体を起こす。

「ごめん！　俺も咄とつ嗟さに命令してしまった」

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　咆ほう哮こうと同時に強烈な一撃を食らう。床が激しく揺れて傾いた。皆が悲鳴を上げてひっくり返る。パオラが倒れてきたので抱き留めた。

「立て直すぞ！　一旦、下がる！」

　丸いパネルが光る。坂のようになった床を駆け上がり、七勇神姫セテイオ・プリンサたちがパネルを押さえた。巨大ロボットはバックステップで魔獣から距離を取る。

「ハッハッハァッ！　まあまあ楽しめそうだな。しかし動きが悪くないかぁ？」

　魔王が煽あおってきた。それと呼応するように魔獣も動き出す。尻尾が振り上げられた。

「防御……いや、左に回避だ！」

　新たなパネルが点灯する。尻尾を巧みにかいくぐり魔獣の右側面へと回り込んだ。

「今度こそ、一撃お見舞いする！」

　パネルが光る。急いで駆け寄り、飛びつくように丸を踏み、押さえた。

「エンペラー・マグナムパンチ！」

　また熱血声が聞こえた。巨大ロボットが魔獣の脇腹に右ストレートを叩たたき込む。苦く悶もんの声を上げ、魔獣がよろけた。

「おっしゃあ！　決まったあああ！」

「皇帝さん、ここは畳み掛けるべきよっ」

　マライカの声に頷うなずき、叫ぶ。

「一気にぶちかませぇっ！」

　別の丸パネルが光った。素早く視線を飛ばし、丸を押さえる。

　むにゅりと柔らかい感触が頬に押し当てられた。

「やんっ♪」

　可愛かわいらしい嬌きよう声せいが上がる。そこで初めて気づいた。

　四よつん這ばいになったマリアンヌの胸に自分が頬を押しつけていることに。

　しかも伸ばした左腕は彼女の胸の谷間を抜けて光るパネルを押さえていた。ほとんど密着状態である。

「皇帝さんったら、攻めるわねぇ♪」

　少し汗ばんだ彼女の肌。位置的に顔を見ることはできないが、耳元で囁ささやくその声は妙に色っぽかった。

「ご、ごめん！　必死だったから……」

「エンペラー・ダブルラッシュ!!」

　熱血声が響き渡り、両拳が交互に連続して繰り出された。

「フン！　やってくれるな……」

　宙に浮くドクロが黒こく衣いをはためかせる。

「皇帝！　合成魔獣の様子が変だぞっ」

　ナタリアの声でスクリーンに目をやる。魔獣がこちらと距離を取り、ぐっと身構えていた。少し開かれた口から微かすかに光が洩もれる。

「まずい！　熱線が来るっ。回避だ！」

　パネルが光る。ほぼ同時に魔獣が大口を開けた。

　パオラたちが次々にパネルを押さえていく。全て押さえきったと思いきや、一つだけ残っていた。かなり際どい位置だ。思い切り腕を伸ばした。

　ふにゅっと柔らかく滑らかな肌と密着する。仰あお向むけで両手足だけパネルに当てた体勢のマライカに横から覆い被かぶさる形になってしまった。

「ちょっ……皇帝さん!?」

「ごめん！　本当にごめん！」

　彼女の股の間から手を伸ばしてパネルを押さえる。間一髪、回避行動が成功した。

　エンペラー・グロリアが半身になって魔獣の熱線を躱かわす。

　スクリーンが白色に染まった。至近距離で熱線を回避したので一時的に視界を奪われたのだ。そう気づいたときには魔獣が次の攻撃を仕掛けていた。

「くっ。カウンターだ！」

　迫る爪つめをかいくぐってパンチを決める。そう判断して指示を出した。パネルが光り、わちゃわちゃと皆が動き回る。腕や足が絡み合い、体が密着した。

　ぬるりとした感触やもっちりした肌触りを味わいながらパネルを押さえる。

「ひゃあっ？　そこ、ダメーッ」

　マライカが悲鳴を上げた。しかし、こちらも余裕がない。彼女の汗ばんだ腋わきに鼻を押しつけることになっても、体を離すわけにはいかなかった。

「ごめん、マライカっ」

　謝ったのが良くなかった。

「いひゃうんっ♪」

　期せずして彼女の腋を唇で撫なでてしまい、マライカがビクッと体を震えさせる。その震動が密着していたナタリアに伝わり、彼女の足を滑らせた。

「あっ……！」

　無情にも「入力失敗」の文字が出る。

　カウンターは決まらず、合成魔獣の一撃が巨大ロボットの胸に叩たたきつけられた。

「キャアアアアアア……！」

　衝撃とともに床が揺れ、皆、ひっくり返る。ただでさえ絡み合っていたのに更に密着してしまった。マライカの控えめな胸の蕾つぼみを口に含む。誰かのおっぱいを掴つかんでいるけれど、放そうにも腕が挟まれていて動かせない。

「ふわあああっ……。何だか変な感じだよぉ」

　パオラの悩ましげな声が聞こえた。

「みんな！　落ち着いて体を離すんだっ。焦らなければ──」

　咆ほう哮こう。そして再び衝撃に見舞われる。

「おっはあああ！　またキたよぉっ♪」

　すぐ側そばで変態の声がした。絡み合ったままひっくり返る。豊満なおっぱいに左右から挟まれ、埋もれた。逃れたくても両腕の上に誰かの体が乗っている。苦し紛れに伸ばした指はしっとりと濡ぬれた花弁を擦こすり、蜜にまみれるばかりだ。

「あっ♪　陛下っ♪　そのようなことっ♪」

　ロザリンドが懸命に何かを堪こらえている。その理由は努めて考えないようにしてもちもちと自分の頬を押し潰してくるおっぱいから顔を出そうと抗あらがった。

「皇帝さんったら♪　一生懸命、乳首に吸いついて、甘えん坊さん♪」

「違うぞっ。誤解しないでくれ、マリー！　俺はここから脱出したくてっ」

「しょうがねえな、皇帝！　早く、あたしのおっぱいを吸うんだ！」

「こっちはナタリアだなっ。訳の分からんことを言うな！」

「どうした木で偶く人形!?　また動きが鈍くなったなぁ？　操縦してる奴やつはド素人かっ？」

　魔王の煽あおりとともに、さらに衝撃が襲う。皆が悲鳴を上げて床を転げた。それで何とかおっぱいプレスからは脱出できたが、新たな脅威にさらされる。

「ぐえっ……」

　仰あお向むけに倒れたところへパオラたちが覆い被かぶさってきた。あっという間に身動きが取れなくなる。しかもスクリーンが見えないので状況が把握しにくくなった。

「みんな、早くどいてくれっ。スクリーンが見えない！」

「はうっ♪」

　目の前にあった白く可愛かわいらしいお尻がぷるんと震える。パオラのお尻だとすぐに気づいた。かろうじて動かせる右手でそれをそっと押しのけようとするが、なかなか上う手まくいかない。左腕を動かそうとしたら「ひゃうん♪」とマライカの声がした。

「そこ、ダメだってばぁ♪」

　甘えるような声で言われ、どうしようもなくなる。

　立て続けに床が揺れ、アラームが鳴り出した。周りが赤く点滅する。

　床が激しく揺れ、七勇神姫セテイオ・プリンサたちがキャアキャア悲鳴を上げる。アラームと赤い点滅に煽られ、焦りは募るばかりだ。

「もう……ダメなのかっ……？」

　弱気な心が洩もれる。

　視界の端に微かすかにスクリーンが見えた。
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　皆が応援してくれている。

　しかし打開策は見つからない。

　所詮、自分は凡人だ。どんなに強力な巨大ロボットを手に入れても、まともに操縦することができなければ宝の持ち腐れではないか。このまま魔獣に破壊されて、緊急脱出装置で逃げることしかできないのか。

　項垂うなだれる。そのとき──

「へーか！　諦めちゃダメ！」

　パオラのお尻がぷるんと弾んだ。

「大丈夫だよ！　へーかならきっとできるよ！　わたしも頑張るから！」

　彼女が懸命に励ましてくれる。そのたびにお尻が弾むので、まるでお尻が喋しやべっているかのようだ。そんなわけがないのに。

　いや、本当にそうだろうか？

　本当にお尻は喋らないのだろうか？

　今、一心に自分を励ましてくれているのは何だ？　お尻だ。

　どうしてお尻は喋らないなどと決めつけていたのか。

　むしろ自分たちが今までお尻の声を聞こうとしなかっただけではないのか？

　お尻はいつだって、俺たちに話しかけてくれていたというのに。

　もっと、耳を傾けよう。

　お尻はいつもそこにあって、常に味方であり続けているのだから。

　心を開いて、お尻の声を聞くんだ。

「!!」

　瞬間、脳裏に一つのイメージが浮かんだ。

　虹色に輝く種がパーンと砕け、周囲に光の輪が広がる。

　そして覚醒した。

　するりと右腕が動き、パオラのお尻をそっと手の平全体を使って包み込む。

「あっ♪」

　それだけで良かった。

　ちゃんとお尻の声が伝わってくる。

　左腕も今までの苦労が嘘うそのように自然と動き、小ぶりなお尻を捉えた。これはマライカのお尻だ。勝ち気で純粋な、引き締まったお尻だ。

「こ、皇帝さんっ？　そんな触り方って……んんっ♪」

「もう大丈夫だ。俺には全て見えている」

　お尻の声に耳を澄ませば、全て自明のことだった。

「陛下っ♪　陛下、そのようなところまでっ♪　ありがとうございます！」

　実直で誠実な凜りんとしたお尻はロザリンドのもの。

「皇帝♪　あたしを悦よろこばせるなんて……やるじゃないのっ♪」

　豪ごう放ほう磊らい落らくでありながら、繊細な乙女おとめ心を秘めている小麦色のお尻はナタリアだ。

「やあん♪　皇帝さんの手つき……我慢できなくなっちゃう～♪」

　大きく掴つかみ心地が良く、吸いついて離れないマリアンヌのお尻。

「ああ！　やっと来てくれたんだねっ♪　ボクはもうビショビショだよっ♪」

　このふしだらな変態尻はシエラだ。ピシャリと一打ちすると嬉うれしそうにビクンと跳ねる。そしてこっそり他のお尻に隠れてやり過ごそうとしている困った小さなお尻。

「んふぅっ♪」

　口を引き結んで声を我慢する健けな気げさが可愛かわいらしいお尻に合っているユーリ。

　七つのお尻を掌握し、溶け合うように一つになった。

「いくぞ、合成魔獣」

　カッと目を見開いて七つのお尻に素早く指を這はわせる。

「あああっ♪」という嬌きよう声せいとともにロザリンドが背を反らせ、パオラが腰をくねらせた。マリアンヌがたまらず肘ひじを突く。

「エンペラー・ダッシュ！」

　パネルが光るのと七勇神姫セテイオ・プリンサがそこにタッチするのとはほぼ同時だった。

　幾度もの攻撃を受けて地に倒れていたエンペラー・グロリアが立ち上がり、合成魔獣に向かって一直線に駆ける。

「フン！　まだ抵抗するか、木で偶く人形がっ」

　魔王が鼻で笑い、魔獣が大口を開けて熱線を放った。

「エンペラー・ステップ！」

　ナタリアの右尻を軽く弾はじき、マライカの左尻を揉もみ込むように撫なでる。

　二人が反応して腕を、足を伸ばす。

　その位置のパネルが点灯し、瞬時に押さえられた。

　必要最小限の動きで巨大ロボットが熱線を避さける。残像が見えるほどの華麗な回避動作は鮮やかなステップの賜たま物ものだ。

「反撃開始だ。エンペラー・ジャブ！　からの、アッパー！」

　パオラのお尻を撫なで上げつつナタリアのお尻を揉み、マライカのお尻を膝ひざで押す。さらに上半身を倒してユーリのお尻を掬すくい上げるように嘗なめた。

「ひゃああああん♪」

　嬌きよう声せいを上げながら皆が動く。予測通りに。

　パネルを押し間違えることなどあり得ない。

　何な故ぜなら、全て分かっているから。

　エンペラー・グロリアが魔獣にジャブを繰り出し、怯ひるんだところに痛烈なアッパーを叩たたき込む。耳障りな悲鳴を上げて魔獣がよろけ、こちらと距離を取った。

　すぐさま距離を詰める。

「エンペラー・空気投げ！」

　魔獣の腕を取り、体重移動だけで投げ倒す。

　地響きと凄すさまじい土煙が上がり、合成魔獣が地面に倒れた。

「エンペラー・ジャイアントスイング！」

　後ろ足ではなく魔獣の尻尾を掴つかんで力任せにぶん回す。とても複雑なパネルタッチが必要だったが、お尻の声に従えば造作もなかった。

　腕を離すと合成魔獣が宙を舞い、先程より大きな地響きをさせて地に落ちる。

「何だ!?　急に動きが良くなりおって……」

　ドクロが黒こく衣いを忙せわしなくはためかせた。心なしか悔しそうな顔になっている。

『どうしたの、陛下ー……？　急にすごいじゃーん……』

　キャラの声がした。パオラのお尻がぷるぷると答える。

「キャラちゃん！　へーかはゾーンに入ってるんだよ！　お尻ゾーンだよ！」

『パオラー……疲れてるのー……？』

「本当だよ！　へーかにはお尻の声が聞こえてるんだよ！」

「パオラ、もういい」

「はうっ♪」

　彼女の繊細で雪のように白いお尻を撫なでつつキャラに告げた。

「キャラ、無粋だぞ。口で語るな。お尻で語れ！」

『ええーっ……』

　素早く次の指示をお尻に伝える。

「そろそろ必殺技を放つ！　エンペラー・リミット・ブレイク!!」

　シエラのだらしないお尻に往復ビンタをし、ナタリアの健康的なお尻を撫で擦さする。同時にマライカの元気なお尻を膝ひざで突き、もう一方の足の脛すね全体を使ってマリアンヌの丸いお尻を擦り上げた。パオラのお尻に口づけて強く吸う。それから──

　ハッと目を見開いた。

　リミット・ブレイクへの道筋は把握している。

　だがしかし、自分一人ではこれ以上、同時に指示を出すことができない。両手両足に口まで使っているのだ。

「どこかに……どこかに操そう縦じゆう桿かんはないのかっ？」

　パオラのお尻に幾度もキスをしながら項垂うなだれる。

　そこに答えはあった。

　まさに灯台もと暗しだ。

「こんなところに、あるじゃないか！」

　固く屹きつ立りつした自身の操縦桿を認め、それを雄お々おしく振るう。

「あ、はあっ♪」

「くううっ……♪」

　まずロザリンドのお尻に操縦桿を突き立て、返す刀でユーリのお尻を打つ。二人の声を聞きながらパオラのお尻にもう一度、強く吸いついた。

　七人の姫が計算通りに喘あえぎ、身を捩よじらせてパネルに手を、足を突く。

　全く同時にパネルが光って入力成功の判定を出した。

「エンペラー・グロリア！　リミット・ブレエエエエエエイクッ!!」

　暑苦しい叫びが轟とどろき、巨大ロボットが変形する。どこにどういうふうに収納されていたのか分からないが、装甲が厚くなり、ロボット自体も一回り大きくなった。そして背中から左右二本ずつ新たに腕が生える。合計六本の腕それぞれが武器を手にした。

「アシュラモード、見参!!」

　ガシーンと効果音が鳴り、エンペラー・グロリア・アシュラモードがポーズを決める。

　長剣と大剣を一振りずつ持ち、ナイフと槍やりと戦せん斧ぷを構え、何も持っていない腕の拳には魔力が漲みなぎっている。

「これで終わりだ、合成魔獣!!」

　のろのろと身を起こした巨大魔獣に向かって叫び、長剣と大剣とナイフと槍やりと戦せん斧ぷと拳を構えて突進した。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「何だ、その無む茶ちや苦く茶ちやな攻撃はあああ!?」

　ドクロが叫ぶ。だが、そんなもの知ったことではなかった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　咆ほう哮こうし、合成魔獣も襲い掛かってくる。

「静寂なる水面に映る満月を突く刹那の刺突デ・ルーナシリフレツタ・ラーゴランチヤ!!」

　雪の結晶を舞い散らせながら長ちよう槍そうが突き出された。

　魔獣の肩を突き刺し、右前足を破壊する。

　膨大な財宝が大地に降り注いだ。

　尻尾が唸うなりを上げて迫り来る。

「荒れ狂う爆炎を抱きし戦斧の痛打ダ・インテンフイアンマ・クーレコルピエ!!」

　猛烈な熱波をまとった巨大戦斧が尻尾を真っ二つに斬り跳ばした。

　合成魔獣が一際大きな咆哮を上げる。

　口内がカッと光った。

「己と仲間の思いを乗せた激甚の鉄拳ドウメ・ナミコフエロツペン・シエロ!!」

　魔力を帯びた拳が撃ち出され、魔獣の口に突っ込む。

　勢いそのままに突き破り、後頭部から飛び出して再び腕に装着された。

　巨大魔獣は大量の金貨をまき散らしながら、それでも倒れない。

　突如、進路を変えて加速した。

　大地を蹴立ててこちらの背後へと回り込む。

「母なる大地に縫い止める鋭き刃の投擲ウナ・マドリス・テレノラーマクシエ!!」

　振り向きざま、ナイフを投とう擲てきした。

　狙い過あやまたず、魔獣の足を大地に縫い止める。

　しかし魔獣は前足を振って鉤かぎ爪つめを突き立てようとしてきた。

「疾風の如き速さで両断する虚空の斬撃ル・ベローベンドウチーデ・スパーダ!!」

　長剣で残った前足も斬り跳ばす。

　金銀財宝を雨あられと降らせながら、魔獣が棒立ちになった。

「とどめだ!!」

　七つのお尻をリズミカルに撫なで擦さすり、激しく腰を振って操そう縦じゆう桿かんを幾度も突き出す。

　お尻が弾み、踊り、歌い、舞う。

　そこには重厚で熱烈な音楽があった。

　お尻が極上の交響曲を奏でる。

「太古より世界を照らす太陽の真一文字斬りモルトテンポフア・ソーレ・デレツテラ!!」

　大剣を大上段に構え、エンペラー・グロリアが魔獣に狙いを定めた。

　そして──

　急に室内が薄暗くなる。

「どうしたっ？」

　慌てることなくお尻を丹念に愛めでながら左右を見た。

『あー……。ごめーん、陛下……。必殺技を連続で使ったせいで魔力が尽きちゃったみたいだねー……。必殺技はもちろん、まともに動くこともできそうにないよー……』

「そんなっ……。あと少しだというのにっ……！」

　ロザリンドが悔しそうに叫ぶ。隣でシエラが「ボクもあと少しだよっ」と余計なことを口走った。他の姫たちも口々に対策をキャラに尋ねる。

『えっとー……。今からそっちに魔力供給車を向かわせないといけなくてー……』

「キャラ、その必要はない」

　日が西に傾きつつある空を見上げた。

「浮遊島は出ているか？」

　そう尋ねる。キャラがすぐに返事をした。

『出てるというか、ずっと浮いてるよー……。陛下、もしかして……』

「浮遊島から魔力を飛ばしてエンペラー・グロリアの背中で受ける。そうすればすぐに魔力をチャージすることが可能だ」

『何でそんなこと知ってるのーっ……？』

「お尻の声を聞けば全て自明だ」

　素早くお尻たちに指を這はわせて指示をする。姫たちの嬌きよう声せいとともにパネルが押され、背中に翼のような反射板が広げられた。

『魔力送信ー……！』

　遥はるか遠くに浮かぶ浮遊島から巨大ロボットの背中目掛けて魔力が送信される。

　魔力を受け止めた反射板が白く発光した。

　それはまるで純白の翼を広げたようですらある。

「また動きが止まったな！　隙だらけの木で偶く人形めがぁっ！　もう許さんぞぉ!!」

　ドクロが絶叫し、巨大魔獣が自身の後ろ足を噛かみ千切って縛いましめから脱した。

「ギャアオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　怒りの咆ほう哮こう。

　こちらに体当たりを仕掛けてくる。

「陛下っ、突っ込んできます！　急いで回避をっ」

「案ずるな、ロザリー」

『魔力チャージ率、六十％だよー……』

「皇帝さん、一旦、避よけた方が良いよ！　間に合わないよっ」

「マライカ、心配することはない」

『魔力チャージ率、八十％……』

「皇帝、もう十分だろっ？　さすがにこれ以上は博ばく打ちが過ぎるぜ！」

「俺を信じろ、ナタリア」

　魔獣が目前に迫った。

　ふと笑みを洩もらす。

「こっちの方がコンマ三秒早い」

　魔獣がエンペラー・グロリアに衝突──

「エンペラー・グロリア！　ファイナル・リミット・ブレエエエエエエエエエイク!!」

　熱血声が響き渡り、魔獣が弾はじき飛ばされた。

「さあ、真の姿を見せてやれ」

　再び巨大ロボットが変形を始める。

　さらに一回り大きくなり、六本あった腕が二本に戻った。

　武器も合体し、巨大なハンマーへと変化する。
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　ガキューンとポーズを決め、栄光大巨人ハイパー・エンペラー・グロリアが大地に降り立った。巨大ハンマーを振り上げて合成魔獣に向かい突き進む。

　繊細かつ大胆なタッチで七人のお尻を操り、最終必殺技を入力した。

「一切を昇天させる地獄の打突パラデイーゾ・インフエルノ！」

　巨大ロボットが虹色に輝くハンマーを叩たたきつける。

「金貨になれえええええええええええええええええええええええええ!!」

　合成魔獣全体に無数のヒビが走った。

　次の瞬間、金銀財宝と化して木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛ぶ。

「何でそうなるううううううううううううううっ……？」

　ついでに魔王も巻き込んで、その幻影を消し飛ばした。

　夕焼け空に金色の雨が降る。それは世界から最大の脅威が去った証あかし。

　エンペラー・グロリアの完全勝利を祝福する輝きだった。

　だが、私たちは忘れてはいけない。

　人々が驕おごり高ぶれば、第二、第三の魔王が現れることになるだろう。

　大陸に真の平和がもたらされるその日まで、エンペラー・グロリアは戦い続ける。

　私たちの希望のために!!


　　　　　（栄光巨人エンペラー・グロリア　第一期　完）







第八章　何でもかんでも美少女化とか（嫌いじゃない）







　魔王は地下迷宮深く引きこもった。

　魔王軍との戦いは完全勝利に終わったと言って良い。

　そして常つね信のぶは、帝都の執務室で項垂うなだれていた。

「お尻が喋しやべるわけないだろおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　叫ぶ。

「あのとき、俺は何か良くないものに取り憑つかれていたんだっ……。何だよ、お尻の声を聞けば全て自明って……俺の言動が一番意味分かんないよ……」

　あれから半月ほど経たった。あの戦いは語り草となっている。エンペラー・グロリアの活躍が魔力通信網で拡散されればされるほど、常信の胸はチクチク痛んだ。

「陛下ー……。そろそろ撮影の続きやるよー……」

「あ、うん……」

　のろのろと立ち上がり、一度、深呼吸をする。

　とにかく切り替えていかねばならない。

　重要な作戦の準備中なのだから。




「ご主人様、今日はとっても楽しかったです」

　隣を歩くヒルデガルトが照れくさそうにこちらを見て微笑ほほえむ。

　立ち止まり、じっと上目遣いに見つめてきた。

「ご主人様は、いかがでしたか？」

　この位置からだと胸元が見えてしまいそうになる。見てはいけないと思いつつ視線はどうしてもそちらに向いた。

「ご主人様、聞いてますかっ？」

　少し膨れ面になって迫るヒルデガルト。体が触れ合い、自然と抱き合う形にあった。

　見つめ合う。

　潤んだ瞳ひとみに言葉を失った。

「ご主人様……」

　彼女がそっと目を閉じる。

　艶つややかな唇に視線が固定された。

　ごくっと喉のどを鳴らす。

　そっと彼女の肩を抱き、そして──




「はい、カットー……。まあまあだねーっ」

　キャラの声に常つね信のぶはふーっと息を吐いた。ヒルデガルトを抱いていた手を放す。

　しかし彼女は目を閉じて唇をこちらに向けたままだ。

　心なしか迫ってくる。

「ヒルデ？」

「ご主人様、早くぅっ」

「ヒルデっ。カットかかったから！　イベントシーンはもう大丈夫だから！」

　ヒルデガルトが青灰色の目を見開いた。

「でしたら陛下！　イベントシーン関係なく、どうぞっ」

「いや、『どうぞっ』じゃないから！」

　彼女を押しのける。ヒルデガルトは不満そうだ。

「こういうのは臨場感が大切だと思います！　本気で陛下が私とキスして下さらないと、私も気持ちが入りません！」

「すごい言い訳だな……。何でそんなにぐいぐい来るんだよ」

「だって……」

　ヒルデガルトがドレスの裾すそを払い、悔しそうに口を引き結ぶ。

「ロザリーは、陛下にお尻の声を聞いていただけたそうではありませんかっ。巨人の中でそんな楽しいことをされていただなんてっ……」

「それ、もう忘れてくれないかなあっ……！」

　顔を覆って屈かがみ込んでしまう。

「陛下ー……。ちょっとこの角度じゃサービス足りないよねー……。ヒルデの胸元、もっと広げてガン見してよー……」

　キャラが晶機コムニカ片手にやって来た。先程、撮影した画面を見せてくる。

「ヒルデの胸をガン見って、お前……」

　画面には常つね信のぶの視点でヒルデの胸元を見た画像が映し出されていた。隣で覗のぞき込こんだヒルデガルトが「陛下にはこのように」と呟つぶやき、ドレスの胸元をもっと広げようとする。

「こらこらこらこらっ。嫁入り前の娘がはしたないっ」

「陛下ー……。オッサン臭いよー……」

「うるさいな！　だいたい何なんだよ、この撮影方法は!?」

　常信は自分がかけている眼鏡を指差した。もちろんただの眼鏡ではない。装着者の視線を自動で認識し、画像に収める機能が備わった高感度カメラだ。

「だって陛下がユーザー視点に最適だからねー……。十二星姫ドーデイ・ステラのみんなとあんなことやこんなことしまくってよー……」

「陛下！　私は、もっと過激なことも、覚悟はできておりますっ」

「これ、そういうゲームじゃないから！　あくまで全年齢向けだから！」

「でも課金勢の大半は成人男性だよー……。ユーザーのニーズに応えるのも運営の仕事だと思うなーっ……」

　キャラが淡々と言う。

　常信はハアとため息を吐ついた。




　魔王軍との戦いが決着した後、「錬成！　魔獣大戦」はサービスを終了する予定だった。

　ところが人気は収まらず、魔王軍侵攻イベントがなくなったにもかかわらずギルド間バトルでユーザーたちは盛り上がり続けている。

　ベアトリーチェはただちにサービスを終了すべきだと強硬な姿勢だが、規制したところで似たようなものを別の誰かが開発すれば、それこそ無法地帯になる恐れがある。

　そこでパオラが閃ひらめいた。

「新しいアプリを作ってみんなで遊ぼうよ！　今度は戦ったりしない楽しいの！」

「おー……。そっちにユーザーが流れれば、放っといても『錬魔』は過疎るねー……。パオラやるじゃーん。規制規制うるさい誰かさんより百万倍優秀だよーっ」

　パオラが満面の笑顔を見せる。

「えへへーっ。実はすでにアイデアがあるんだー。十二星姫のみんなが歌って踊るリズムゲームだよ！」

　パオラが語ったのは、晶機コムニカの画面に十二星姫ドーデイ・ステラのライブ映像が流れる中、曲のリズムに合わせてタイミング良く画面をタップするというゲームだった。

「へーかがエンペラー・グロリアの中でわたしたちのお尻を演奏したでしょっ。それで思いついたんだ！」

　瞳ひとみをキラキラ輝かせて言う。ハハハと乾いた笑いしか出てこなかった。

　かくして、新たなゲーム開発に着手したわけだが、今回のメインは十二星姫であり、彼女たちに様々な衣装を着てもらうのはもちろんのこと、親密度が最大になるとイベントシナリオも解放される仕様なので、そのシーンを撮影する必要があった。

　ユーザーは十二星姫の面倒を見る貴族という設定であり、皆からは「ご主人様」と呼ばれることになっている。イベントシーンでは「ご主人様」と十二星姫一人一人の甘い語らいが描かれるのだが、ユーザー視点での画えを撮りたいとキャラＰが強く希望した。

　彼女たちから自然な笑顔を引き出せるのは皇帝しかいないということになり、常つね信のぶが十二星姫一人一人と様々なシチュエーションで撮影を行っている。




「それじゃ、次の現場は夏に向けての水着コスだねー……」

「水着っ？　帝国淑女が、そういうのって良いのか？」

「今更、何、言ってるのー……。アレグランサではみんな水着だったじゃーん。あれ、ファンの間で大ウケだったんだよねー……」

　赤毛の獣人娘がニマニマ笑う。

「陛下ー……しっかり水着姿のみんなをガン見してねー」

「なるほど。これも仕事だからなっ。仕方ないよなっ」

　そそくさと移動の準備をする。テーブルに置いてあった晶機が鳴った。

「マライカか。どうしたんだろう？」

　通話を繋つなぐ。「もしもし」と言う前に向こうから叫び声が飛んできた。

『大変よ、皇帝さん！　とんでもない侵略が始まったわ！』

「侵略っ？　まさか、魔王軍がまたっ？」

　戦慄する。奪われた財宝は全て取り戻したはずだが、魔王はまだ何か別の手を残していたのだろうか。

『魔王とかどうでもいいのよ！　そんなのよりずっと恐ろしいの！』

　しかしマライカは世界の脅威だったはずの存在を一蹴し、叫んだ。

『仮想現実美少女が現れたのよ！』

「…………は？」

　意味が分からない。

『とにかく動画ランキングを観みてよっ。仮想現実美少女のネロファラくんとサタナちゃんが大ブレイク中なんだから！』

　焦った様子の彼女に「観てみるよ」と返し、通話を終えた。

「魔王軍に動きがあったのですかっ？」

　ヒルデガルトが駆け寄ってくる。「いや」とだけ返し、常つね信のぶは動画投稿サイトを開いた。ランキングを見る。

　最近は十二星姫ドーデイ・ステラのライブ動画やマライカの「マライカちゃんねる」が常に上位を独占していた。マライカは何かに挑戦してみる「やってみた」動画で人気を博している。

　ランキングが表示された。

　常信は「えっ？」と目を見開く。

　一位にあったのは「ネロファラくんのだらだらトーク」だった。




「こんにちは。ボクはネロファラ」

　画面にボブカットの美少年、いや、美少女が映る。意図的に中性的な雰囲気を出しているのだろう。その造作は全てＣＧコムニカグラフイツクによるものだ。可愛かわいい声をしているけれど、少し人工的なものも感じる。

　簡素な空間に立つ彼女は長袖チュニックに半ズボン、ブーツという格好だ。さらりと揺れる銀髪の合間から紫の瞳ひとみが見える。

「すでに気づいてる人もいると思うけど、ボクはＣＧで作成された仮想現実な存在だ。故に種族を超越していると言って良い。ボクの視点は常に中立だ。そんなボクが──」

　キリッと真面目な顔つきになった。顔がアップになる。

「どうでもいいことをだらだら喋しやべる。それがこの配信の趣旨だよ」

　集中線とともに効果音が鳴った。

「さて、少し座ろうかな」

　唐突に椅子が現れた。それに腰掛け、ネロファラがフウと息を吐く。

「ええと……。開始数分で時間を持て余してるな。スタッフ、ちゃんと台本仕込んどけよ。ああ、ボクは超越した存在だからスタッフの言いなりになったりはしないんだけどね。本当だよ。動画作成のスタッフなんかいないからね」

　再び唐突に一冊の薄い本が現れた。それを何気なく手に取ったネロファラは表紙をしげしげと眺め、「ほほう」と口の端をつり上げる。

「これは今、イグドラル王国で大人気のマンガ本じゃないか。そうだね。今日はこのマンガ本をボクが面白おかしく紹介してあげよう」

　そう言って表紙をこちらに向け、真顔でタイトルを口にする。

「ロザリンド姫陵りよう辱じよく日誌６～鬼畜皇帝に穢けがされ続ける夜～」




　常つね信のぶは思い切り吹いた。隣でヒルデガルトも唖あ然ぜんとしている。

「何だよ、このマンガ本はっ？　しかも６って、六巻も続いてるってことか!?」

「陛下に……それも六巻も……ロザリーばかり、ずるいっ……！」

「ヒルデは何を言っているんだ？」

「続きを観みましょうっ」

　真剣な眼まな差ざしのヒルデガルトとともに続きを観た。




「この作品はすでに六巻まで出ていることが示す通り、とても人気のある作品だ。特にイグドラル王国では国威発揚のために購入が推奨されているそうだよ」

　ネロファラが頁ページを捲めくる。

「すっかり皇帝に調教されてしまった彼女は、その気高い精神とは裏腹に皇帝のモノを欲しがる卑ひ猥わいな肉体になっているんだ。彼女の名めい台詞ぜりふをボクが朗読してあげよう」




「待て待て待て待てぇ！」

　再生を止める。ヒルデガルトが不満そうな視線を向けてきた。常信は頭を振る。

「こいつは何を考えているんだっ？　そしてこの動画が一位を獲とってしまうこの国は本当に大丈夫なのか!?」

「陛下、続きをっ。ロザリーがどんな名台詞を言ったのか、とても気になります！」

「いや、言ってないからなっ。これはあくまで薄いマンガ本の中の話だからなっ」

　どうやら錯乱しているらしいヒルデガルトを宥なだめ、常信はもう一人の仮想現実美少女サタナちゃんを探した。こちらも六位にランクインしている。「引きこもりが世の中に対して毒を吐いてみた」というタイトルからして不穏だったが、ひとまず再生する。




「あー、はい……。サタナだ。世の中、クソだなっ」

　黒髪ロングの美少女が床にあぐらをかいている。巨乳で色気がある造作なのに、発言でいきなり台無しだ。

「何がクソかって？　まず、俺様がこんなところに引きこもってる時点でクソだろうがっ。ったく、あの野郎が……。あ、そうそう」

　灰色の瞳ひとみでこちらを睨にらむ。

「グロリア帝国皇帝のバーカ！　バーカ！　マジでもげろ！　ってか、俺様が捻ねじりきってやる！　あー、腹立つ！」

　苛いら々いらと体を揺らし、左右をチラチラ見た。「は？」とか「カンペ見えない」とか呟つぶやく。そのうち「ああ、はいはい」と頷うなずいた。

「えー、俺様は仮想現実な存在なので実在する魔王とは一切関係ありません。あと、皇帝はマジでち○こもげろ」

　一部にピー音が入る。サタナはその後も酔っぱらいのオッサンがくだを巻くように愚痴を並べた。しかも幾度となく「皇帝のをねじ切ってやる」と発言する。

　頻繁にピー音を響かせて十分ほどの動画が終わった。




「…………えっ？　何、これっ？」

「陛下に対する暴言ばかり……今すぐこのサタナという少女を捕らえましょう！」

　ヒルデガルトが怒りに拳を震わせながら言う。

「よりにもよって陛下の……をねじ切るだなどとっ。そんなことをしては私たちが……」

　顔を真っ赤にして憤っている彼女の肩を叩たたき、常つね信のぶはマライカに話しかけた。

「なあ、これは何なんだ？」

『だから侵略なのよっ。私のような可愛かわいい女の子がいるのに、仮想現実美少女がその地位を奪いに来てるのっ。世界は仮想現実美少女に侵略されつつあるのよっ！』

「すごいこと言うなあ……」

　ぼやきつつ動画ランキングを眺める。他にもネロファラとサタナの動画が幾つもランクインしていた。

「あー……顔は出したくないけど、動画配信はやってみたいって人にとっては、良いツールだよねー……。確かに伸びしろありそう……」

　いつの間にかキャラも検索していたらしく、自分の晶機コムニカを弄いじりながら呟つぶやく。

「しがないオッサンでも、美少女の皮を被かぶって配信すれば再生数伸びるかもしれないからねー……。良いアイディアだよねー……」

「ん？　あ、そうか。この二人が実際は男でも成立するんだな」

「本人の動きをスキャンして再現してるんだねー……。声を変えるのは色々方法があるし、陛下が観みてたのは実は美少女じゃなくてオッサンだったのかもしれないねー……」

「ぐっ……。そう考えると何かに負けた気分だ……」

『だから侵略なのよ、皇帝さん！』

　マライカの声が一際大きくなった。

『このまま仮想現実美少女に動画ランキングを荒らされるわけにはいかないの！　皇帝さんも手伝って！』

「手伝うって言われてもなあ……」

　今は何かと忙しい。特に水着とか水着とか水着とか。

『皇帝さんだって、言われっぱなしは悔しいでしょっ。サタナちゃんにち○こねじ切られても良いのっ？』

「それはイヤだ！　というか、マライカ、そういうことはあまり口にしない方が……」

『ちょっと皇帝さん……！　口にするって、皇帝さんのを、咥くわえろってこと？』

「そんなことは一言も言っていない！」

「私でしたら、いつでもっ」

「ヒルデは黙っててくれ」

　常つね信のぶはランキング画面を閉じた。

「マライカ、仮想現実美少女と現実のアイドルは普通に共存できると思うぞ」

「でも、サタナって魔王だよねー……。このままで良いのー……？」

　キャラがやる気をベッドに残してきたような顔で言う。思わず振り向いた。

「サタナが、魔王？」

「これ、どう考えても魔王じゃーん……。いきなり『魔王じゃない』って言ってる時点で怪しいし、陛下にこんなに恨みを抱いてる引きこもりなんて魔王以外にいないよー」

「言われてみればっ。何で気づかなかったんだ……？」

「相手が美少女だったからじゃないのー……？」

　ぐうの音も出ない。

「このサタナという少女が魔王なのですかっ？」

　ヒルデガルトが自分の晶機コムニカを覗のぞき込こみながら声を上げた。

「あの黒こく衣いのドクロが、こんな可愛かわいい造形にっ。陛下、これは詐さ欺ぎです！　こんな手で陛下の御み心こころを弄もてあそぼうとするだなんてっ」

『だから侵略だって何度も言ってるでしょ！　オッサンどころかドクロに負けるなんて、アタシの矜きよう持じに関わることなのよーっ！』

　マライカが騒ぐ。常信は唸うなった。

「よし。ビーチェたちにも諮はかってみよう。まだ戦いは終わってなかったみたいだ」




「そんなことよりも黒こく蝶ちようの行方を追うのが先です」

「青あお鳩はと、白しろ山や羊ぎ、赤あか牛うしの三名を尋問致しましたが、黒蝶の潜伏先を特定する手がかりは全く得られませんでした。幹部たちですら信用していなかったようですな」

「黒蝶を捕らえて罰さねば、いつまた帝国を脅かすか分かりませぬ。陛下、今は実在しない美少女よりも現実の犯罪者のことをお考えになって下さい」

　ベアトリーチェ、サルバドール、ムツィオの三人からは厳しい意見が返ってきた。

「でも、魔王は黒蝶と繋つながってるはずだ。魔王の企たくらみを潰すことで黒蝶が尻尾を出すかもしれないぞ」

「でしたらサタナとかいう仮想現実美少女の配信を規制すれば良いのです」

　ベアトリーチェが言い放つ。常信は首を振った。

「配信の規制なんて国家の横暴だ。言論弾圧だっ」

「陛下が被害者なのですけれど……」

　戸惑う彼女にもう一度首を振る。

「被害者の俺が規制に反対なんだから、規制はなしだ」

「畏かしこまりました……。それにしても、何な故ぜ、このような動画が受けているのでしょう？」

「陛下に対する暴言ばかりですな。それだけでも国家反逆罪ですぞっ」

「まあ、そういうのが好きな人って一定数いるからな。あと、意外と鋭い指摘とか正論を言ってるときもある」

「単におっぱいと顔だけでは？」

　真面目な分析をしてみたのだが、ベアトリーチェが容赦ない一言を放り込んでくれた。

「それも、一理あるな。どっかのオッサンが暴言吐いてたら気分悪いけど、美少女がおっぱい揺らしながら暴言吐いてると、ちょっと面白く見えるからな」

　その後もああでもないこうでもないと話し合ったが、あくまで黒こく蝶ちよう探しを重視する三人とは平行線のまま、常つね信のぶ自身も上う手まい解決策を見み出いだせず終じまいだった。

　私室に戻る。

「ただいまー……」

「おかえりなさい、へーか！」

　パオラがふにっと飛びついてきた。柔らかな優しさに包まれる。

　彼女の銀髪を撫なでながら部屋に入ると、床に四よつん這ばいになったロザリンドをヒルデガルトが慰めていた。

「どうした？」

「あ、これは……。ネロファラくんの動画を観みてしまいまして……」

　ヒルデガルトが振り返って答える。

「このような痴態をイグドラルの民に観られていただなんて……！　しかも六巻もっ」

「あれで国威発揚できると本気で思ってるんだとしたら、イグドラルはかなり迷走しているよな……」

　ロザリンドに同情した。

「でー……、対策は考えついたのー……？」

　どこからともなくキャラが現れてパオラの胸をぽよぽよ弄もてあそんできた。

「それなんだが……」

　ベアトリーチェたちは黒蝶探しを優先している。そのことを話すと、キャラは「ふーん」と興味なさそうにパオラの胸に頬ずりし始めた。

「近々、マライカが帝都に来るはずだから、そのときにもう一度話し合ってみるか」

　七勇神姫セテイオ・プリンサたちは母国に帰っている。国内での仕事に携わっているというのもあるのだが、もう一つ、「無の姫」に関する情報を集めるという理由もあった。

　いまだに「無の姫」は姿を現しておらず、その情報も入ってこない。

「ねーねー、へーか。へーかは仮想現実美少女にならないの？」

「無の姫」に思いを馳はせていたところにパオラが思いも寄らぬことを言ってきた。

「俺が仮想現実美少女にっ？」

「だって魔王さんもサタナちゃんになれてるんでしょ？　へーかもアルフォンソちゃんになれるよ！　あ！　アルフィーナちゃんの方が可愛かわいいかな？」

「いやいや、そんな──」

「おーっ……。近頃、パオラは冴さえてるねー……。それって面白……名案かもー」

「おいキャラ。今、面白そうって言おうとしたよな？」

「陛下ー……。目には目を、だよー……。陛下も仮想現実美少女になって、サタナちゃんと対決すればいいじゃーん……」

「本気か、キャラっ？　そんな簡単にできるもんじゃないだろっ？」

「よゆーよゆー……」

　キャラが晶機コムニカを弄いじり始める。

「撮影場所や機材はこっちで用意するから、陛下はどんな姿で出たいか考えといてねー」

「いや、俺はやるとは言ってないぞ！」

「やろうよ、へーか！　何ごとも経験だよ！　アルフィーナちゃん誕生だよ！」

　パオラが瞳ひとみをキラキラ輝かせて訴えた。

「そうだ！　へーかの仮想現実美少女姿はどんなのがいいか、みんなに聞いてみよっ」

「待った、待った！　それはやめてくれっ」

　彼女から晶機を奪い取る。「はううっ♪」とパオラが膝ひざの上で身み悶もだえた。

　側そばにヒルデガルトとロザリンドがやってくる。

「恐れながら、陛下は金髪ポニーテール幼女が似合うと思いますっ」

「何を力強く言っているんだ、ロザリー？」

「いえ！　陛下は黒髪ストレートの儚はかなげな幼女でいくべきですっ」

「ヒルデも何を言っているっ？　あと、二人とも幼女好きなのっ？」

「「決して幼女化した陛下のお世話をしたいと妄想しているわけではありませんので！」」

　きれいにハモった。




　数日後。

　常つね信のぶは仮想現実美少女となって動画撮影を行った。

「はい。ええと、こんにちは……。私は高貴なる生まれのご令嬢、モナルカですわ～っ。皆様、ごきげんよう」

　撮影スペースに突っ立ってカメラに向かい挨拶をする。カメラのすぐ下にモニターがあり、そこで自分がどのように映っているのか確認することができた。

　モニターに映っているのは金髪ツインドリルのお嬢様だ。フリルだらけの赤いドレスを着ている。かなり細かく豪勢に作り込んであるのがこの距離でも分かった。

「この動画は、高貴なる私が高貴な日々を語るオシャレな配信になる予定、です……ですわ～っ」

　さっそく語尾を忘れるところだった。

「やっぱりグロリア帝国は素敵な国だと思うんです。……ですの？　まあ、いいか。それで、ええと……皆様、日々を楽しんでます？　毎日、大変かもしれませんけれど、この動画が皆様の心を癒いやす素敵な時間になれたら幸いですわ～っ」

　全身から変な汗が噴き出してだらだら流れる。ものすごく恥ずかしい。台本を読み込んできたはずなのに、すでに頭が真っ白だ。

「そんな感じで、はい。優雅なひとときをお届けしてるんですけどね……。あ、ちょっと失礼して座りますね」

　前もって置いてあった椅子に腰を下ろす。「はーっ……」と息を吐いてしまった。

「あ、今のは違うんですよ！　オッサンくさいとか言わないで下さいね。まだピチピチですからね……ですわ～っ」

　死ぬほど恥ずかしい。自分でちょっと笑ってしまった。

「はい！　ええと、オシャレトークねっ。オシャレ！　そう！　このドレス、すごくないですかっ？　細かい刺し繍しゆうもしてあって、フリルもこんなにふんだんにっ。これ、容量かなり食ってますよねっ。あ、食ってますですわ～っ」

　言ってしまった後で、違うなと感じる。

「今のは違ったな……。お嬢様言葉難しい、ですわっ。これ、あってる？　いえ、誰かに聞いてるとかそういうのないですわよっ。私、高貴な生まれなのでっ。ご令嬢ですわ～」

　喋しやべれば喋るほど泥沼にはまっていく気分だ。

　早く終わらせて逃げたい。

　切実な思いで撮影経過時間を見た。

　三分も経たっていなかった。

　十分って、長い……。

　絶望を抱きつつ笑顔を作った。

　その後も、しどろもどろの時間が続き地獄のような撮影が終わる。

「やっぱり俺には無理だったんだーっ。こんなの上う手まくいきっこないに決まってるじゃないかーっ……！」

　床に突っ伏して常つね信のぶは泣いた。
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「受けてるっ？」

　配信して一時間も経たたないうちに動画へのコメントが次々につき、「会議室」でもどんどん話題になっていった。中には辛しん辣らつなコメントもあるが、驚いたことに概おおむね好意的に受け止められている。

「やったね、へーか！　モナルカ大人気だよ！」

　パオラが光り輝く笑顔で言った。常つね信のぶも頷うなずく。

「やった。やったよ、パオラ！　俺、こんなにコメントもらったの初めてだ！　知恵袋ではまるで回答つかなかったし、『錬魔』でもギルド長なのに扱い酷ひどかったし……。やっと、やっと注目されたよ！　ありがとう、みんな！　ありがとう、モナルカ！」

　涙ぐんでしまった。それを拭い、前を向く。

「俺、やるよ！　高貴な令嬢モナルカで、一位を獲とってみせる！」

　その日から、常信は熱心に動画投稿をしていった。

　初めは必死に令嬢キャラを演じていたものの、化けの皮はすぐに剥がれた。それで開き直り、ほとんど素で喋しやべることにした。話題も、よく知らないオシャレなものではなく、日々の出来事をだらだら話すようになったところ、逆に評価が上がった。

　動画再生数は百万を超えるようになり、モナルカの公式チャンネルは登録者数五十万人を突破する。投げ銭機能で収入まで得られるようになった。

　そしてついに、その日が訪れた。




「皆様、ごきげんよう。高貴なる令嬢、モナルカですわ～」

　馴な染じんできた挨拶を口にしてカメラに手を振る。

「ついに夢のコラボが実現致しましたっ。まずはこの方、ネロファラくんですわ～っ」

「こんにちは。ネロファラだよ」

　中性的な美少女がモナルカの左隣に現れた。

「本日はお招きいただき光栄だね。楽しい時間にしよう」

「こちらこそ来て戴いただいて大感謝ですわ～っ。今をときめく仮想現実美少女の先駆け、ネロファラくんとコラボできるなんて、頑張ってきた甲か斐いがありますの～」

「ボクだってモナルカのチャンネルはチェックしてるからね。とってもポンコツで良いよね。おっと失礼」

　ニヒルな微笑ほほえみが艶つやっぽい。

「ポンコツじゃないですわ～っ」

　モナルカは両腕をバタバタさせた。目が[image: ]になる。

「ええと、もうお一人、ゲストが来て下さってますの～。はい、こちら！」

「あー、サタナだ。よろしく」

　今度は右隣に黒髪巨乳の美少女が姿を現した。

「暴言キャラでお馴染みのサタナちゃんが来てくれましたわ～っ」

　モナルカがテンション高く紹介する。一方、サタナは半眼になって床に座った。大股開きで「だりー」とぼやく。

「サタナちゃん！　やる気なくすの早すぎですわ～……！」

「んなこと言っても、俺様、いつもこういうスタイルだからな。ほら、二人とも自分の部屋だと思ってくつろげよ」

「ここ、私の部屋なんですわ～っ」

「ぶっちゃけ、ボクたち同じ場所にいないからね。三人とも別々の撮影場所で撮影して、それをリアルタイムで合わせてるだけだからね」

「ネロファラくんも内実をばらすのはダメですわ～っ」

　バタバタと取り乱すモナルカに対し、ネロファラもサタナも我関せずといった様子だ。

　常つね信のぶは噴き出す汗をそっと押さえつつ、左右を見る。

　確かにネロファラが言った通り、三人は別々の場所にいた。けれど、常信がかけている撮影用の眼鏡には二人の姿が映し出されており、モニターを見るまでもなく存在を側そばに感じられる。手を伸ばせば本当に触れられそうな錯覚を覚えるほどだ。

　さっきから心臓がバクバク鳴っている。
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　ようやく漕こぎつけたコラボ配信。ここでサタナからそれとなく黒こく蝶ちようの情報を引き出さなければならない。

「えっと、ここで今回のコラボに至った経緯を簡単にですけど、ご説明致しますわ～」

　まずは台本通りに進行する。

「ボクたち、巷ちまたでは四天王なんて呼ばれてるらしいね」

　ネロファラが良いパスを出してくれた。

「そうですの！　ありがたいことに、仮想現実美少女四天王の一人に加えていただけて、私、感謝しきりですわ～っ」

「ボクとサタナちゃん、モナルカ、そして今日は残念ながら参加できなかったジェネちゃんが四天王らしいよ。そんな実感ないんだけどね」

「本当に、私なんてまだまだですわ～っ」

　モナルカがお辞儀をする。床にあぐらをかいたサタナがスカートの中を覗のぞき込こんだ。

「何をしてますの、サタナちゃんっ？」

「中、どうなってんのかなーって思ってよ。本当、細かいところまで作ってあるな、そのアバター。何？　そういう趣味なの？　中の人が」

「中の人なんていませんわ～っ。サタナちゃん、変なこと言わないで！」

「うるせぇな。ち○こもぐぞ！」

「早速の暴言！　私、ついてませんから～っ」

「本当かぁ？　中の人はついてんじゃねえのかぁ？」

「だから中の人なんていませんの～っ」

「ちなみにボクはそういうの超越してるからね」

「しれっと予防線張るのずるいですわよ、ネロファラくん！」

「で、ボクたちが集まった経緯は？」

「そうでしたの～……」

　覚悟はしていたが、予想以上に二人のフリーダムっぷりが辛つらい。

「先程ネロファラくんが仰おつしやった通り、私たち、四天王と呼んでいただいておりますの～。それで、四人でコラボしたいねと私から皆さんにオファーを出したんですわ～っ」

「ボクとサタナちゃんは都合がついたんだけど、ジェネちゃんは残念だったなあ。会ってみたかったのに」

「本当ですわよね～」

　モナルカが相あい槌づちを打つ。

　しかし、その裏で常つね信のぶは口を引き結んだ。

　仮想現実美少女四天王の一人、ジェネちゃんの正体はマサト・ホウライだ。

　常信がモナルカになって配信を始めた数日後、マサトもジェネという仮想現実美少女を作って配信を始めた。それを知ったのはチヨがうっかり口を滑らせたからなのだが、マサトはモナルカが常信だとすでに気づいていた。

　互いに干渉しないでおこうと裏で取り決め、今回のコラボも都合がつかないからとわざと断ってもらったのだ。

「で、今日は何すんだ？　俺様、何も考えてきてねぇぞ」

　とうとうサタナが床に寝そべる。「起きて下さいですの～っ」とモナルカが近づいたところで彼女が「ぬああああ！」と腕を振り上げた。

「ひょわあああ!?　な、何ですの、サタナちゃん!?」

「くそうっ！　何でスカート捲めくれないんだよ!?　鉄壁かっ？　鉄壁のスカートか!?」

　サタナが起き上がってモナルカのドレスに手を突っ込みまくる。モニターで確認するとモナルカのドレスの中にサタナの腕が埋まっていた。

「おいおい何だよ？　びしょ濡ぬれだな」

「濡れてませんの！　サタナちゃん、中身オッサンですのっ？」

「オッサンじゃねえよ。俺様は魔王ミラグロス。この姿は実際のもんとほぼ同じだ」

「サタナちゃん!?　何を仰ってますの～っ？」

　狼狽うろたえる。サタナの正体が魔王だというのは予想通りだったが、まさか自分から堂々と名乗るとは思っていなかった。

「魔王は黒い布きれをまとったドクロのはずですわ～っ」

「お？　モナルカ、お前、詳しいな？」

「私、『錬魔』のヘビーユーザーでしたから、魔王の姿は見たことがありますの～っ」

「ああ。魔王軍の惨敗っぷりは面白かったねえ」

　ネロファラくんがクスクス笑う。サタナがキッと睨にらみつけた。

「てめえが笑ってんじゃねえよ！　いつか皇帝のち○こもいで塩漬けにしてやるっ」

　キュッと常つね信のぶの股間が縮こまる。

「ドクロの格好は戦闘用だよっ。普段はこんなんだ。見ろ！　瞳ひとみの色も誇り高き魔族の証あかしである灰色だろうがっ。ここ、アバター作ったとき一番拘こだわったところだからなっ」

　サタナが自分の両目を指差した。

「灰色の目って魔族の証なんですの～？」

「あれ？　モナルカは知らないのかい？　灰色の目は邪神グルシュの呪い……ああ、魔族の場合は祝福だよね？　強い魔力を有していればいるほどきれいな灰色になるんだよ」

　ネロファラが解説してくれる。

「脆ぜい弱じやくで矮わい小しような人間には耐えられないくらい強い魔力だからな。青灰色とか、僅かに混じってる人間ならたまにいるが、俺様クラスの純粋な灰色はいないだろ。もしいたら、そいつは強すぎる魔力の影響で目が見えないに違いないぜ」

「初耳でしたわ～……」

「ところで、ボクのチャンネルに本の紹介という大人気コーナーがあるんだけど」

「ネロファラくん。突然、何ですの～っ？」

「せっかくのコラボだし、三人でボクお勧めの本を朗読したいなと思ってね」

　ネロファラの手に一冊の薄いマンガ本が現れた。

「どうかな？　三人でこの『[image: ]獄の城』というマンガ本を朗読しないか？　これは素晴らしいよ。グロリア帝国皇帝が人妻となったマリアンヌ姫の弱みを握って城に監禁し、あんなことやこんなことをする傑作だ」

「何てもの紹介してるんですの～！　そもそも貴女あなたの紹介する本は薄いマンガ本ばかりではありませんかっ？　それも皇帝が色んな女性に酷ひどいことをする作品ばかりっ」

「鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝だからね。仕方ないね」

「風評被害ですわ～っ」

　顔を真っ赤にするモナルカ。その様を見てネロファラが爽やかに笑う。

「まるで皇帝の本当の姿を知っているかのような態度だね、モナルカ」

「そそそそんなことはありませんですけれどもっ。陛下は決して女性にそのような酷い行いはなさらないと、私、信じておりますのっ」

「だったら、こっちを朗読しようぜ。モナルカ、皇帝役なっ」

　サタナの声に振り向くと、彼女の手にも一冊の薄いマンガ本があった。

　表紙には「すみません陛下！　俺、勃起しちまいました!!」というタイトル。そして裸の常つね信のぶを後ろから責めるジルベルトが描かれていた。

「おいコラアアア！　何てもの持ってきてんだあああ!?」

「ジルベルト役は俺に任せろ！」

「そういう問題じゃないから！　ですわ！　バカなの、二人ともっ？」

「酷ひどいなあ、モナルカ。ボクたちはただ、せっかくのコラボだから存分に盛り上げてあげようと思ってるだけなのに」

「そうそう。俺様は皇帝が公然と辱められる様を見ることができれば、それで満足だよ。あと皇帝ち○こもげろ」

「明らかに荒らしてるだけだよなっ？　ですわ！」

「はいはいはーい！　質問でーす」

「聞けよ！　……ネロファラくん、どうぞ」

「モナルカは、グロリア帝国の皇帝をどう思っていますかっ？」

「どうって……まあ、凡人なんだけど、それなりに頑張ってると思いますですわ」

　自己評価を他人に話すのは恥ずかしいものがある。

「でもヴェイルジェンドン家を潰したのは失策だったんじゃないかなあ？」

「ヴェイルジェンドン家……？」

　訝いぶかしむモナルカにネロファラはニヒルな笑みを浮かべた。

「ヴェイルジェンドン家は理想社会の構築を目指していたんだよ。ところが皇帝がそれをメチャクチャにしてしまった。ボクはそれが残念で仕方ないんだ」

「理想社会だなんて……ネロファラくん、大きく出ましたわ～……」

「大陸の歴史は殺し合いの歴史だよ。ボクはね、人間はより高度な存在に支配されることで真の平和を手にすることができると信じているんだ。サタナはどう思う？」

「元より俺様の先祖は人間種を支配するために大陸に来たんだ。脆ぜい弱じやくで矮わい小しような存在が偉そうにのさばってるなんて許し難いなっ。あと皇帝のち○こねじ切ってやる！」

「サタナちゃん！　生配信だからっ」

「モナルカだって思うだろ？　バカな連中は黙って賢いものの言いなりになっていれば良いんだって。その方が効率的だし、結局はみんな幸せになれるんだよ」

　ネロファラがゆっくり近づいてくる。こちらの顔を下から覗のぞき込こんできた。

「皇帝が余計なことをしなければ、ヴェイルジェンドン家による大陸の恒久的平和が完成していたのに。彼は本当に余計なことをしてくれた。がっかりだよ」

　やれやれと首を振る。その呆あきれた顔をじっと見つめて──

　常信はようやく気づいた。

「……ネロファラくん、悪いけど私はそうは思わないんですわ」

「へえ、そうなんだ？」

　互いの視線がぶつかる。ネロファラが挑発的に笑った。

「やっと気づいたみたいだね。それだけでも、このコラボ配信に顔を出して良かったよ」

「次はこちらから会いに伺いますわ」

「どうやって？」

「それは──」

「見てみろよ、モナルカ。このシーンの皇帝の台詞せりふ。『おほぉおお♪』ってすごいな」

「サタナちゃん、そのマンガ本閉じて！　とっても大事な話してるところだったのに、雰囲気ぶち壊しですわ～っ！」

　結局、コラボ配信はぐだぐだなまま終わった。




「黒こく蝶ちようの顔を拝みに行こう」

　生配信が終わるなり、常つね信のぶは皆に告げた。驚くベアトリーチェたちに頷うなずく。

「ネロファラは黒蝶だ」

「あー……そういうオチかーっ……」

　キャラが耳をぺたんと倒した。ベアトリーチェが首を傾かしげる。

「先程の配信で、陛下には黒蝶の居場所が分かったのですか？」

「それについては道すがら話すよ。急ごう。きっと待ってる」

「鬼畜皇帝様、待って欲しいでござる」

　目の前に黒毛犬耳犬尻尾娘が現れた。ビクッと身を引いてしまう。

「せっかく格好良く決めたところだったのに！　そのまま出発させてくれよ！」

「マサト陛下からお返事を預かってきたでござる。早く読むよう伝えろと命じられたので、拙者、急いで戻ってきたのでござる」

　チヨは平らな胸をフフンと張った。差し出された手紙を受け取り、常信は頭を掻かく。

「お礼の返事なんていらないんだけどなあ……。これを早く読めって？」

「陛下、どうぞ」

　ベアトリーチェが差し出したペーパーナイフを使い封を切った。中身は便箋が一枚きりである。常信は折りたたまれたそれを開いた。

　便箋にはたった一言だけ。

『俺は知らんぞ』

　常信は満足そうに尻尾を振っているチヨを見下ろす。

「なあ、チヨ。ちょっと聞きたいことがあるんだが」
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第九章　大国チートなら楽勝ですよ（感謝）







　およそ五ヶ月ぶりに再会した妖精族の女王は浮かない顔をしていた。

「妾わらわのブログの閲覧数がまるで伸びぬ……。皇帝よ、ちゃんと閲覧しに来ておるのか？」

「時間があるときは……。最近は色々あって覗のぞけていなかったけど……」

「ひどいのう。もっと妾のことを気に掛けておくれ」

　二メートルを超える長身の彼女がしなを作る。ベアトリーチェが頬を引きつらせた。

「ファティナ様、私の夫に甘えようとしないで下さい」

「何だ、余裕がないのうビーチェ。パオラを見てみよ。さすが正妻、落ち着き払っておるではないか」

　妖精女王──ファティナが自分を見上げる銀髪の美少女に微笑ほほえみかける。パオラはこちらを向いて「妖精族の女王様って、おっきいんだね！」と嬉うれしそうに言った。

「そうであるぞ、人の子よ。体の大きさは器の大きさだ」

　よしよしとファティナがパオラの頭を撫なでる。

「して、今日は何用だ、皇帝？　ビーチェに案内を乞こうてまで妾に会いに来るとは。やはり、妾の美しさに魅了されて妻に迎えたいと言うのかのう？」

「違います！」

　常つね信のぶが答える前にベアトリーチェが否定した。ファティナがコロコロと笑う。

「そなたはほんに余裕がないのう。如何いかがした？」

「その理由、ファティナ様はすでにご存ぞん知じではありませんの？」

　ベアトリーチェが眉み間けんに皺しわを寄せた。しかし妖精女王はどこ吹く風だ。

「急な来訪ですまない。だが、急用なんだ。ファティナ殿」

　常信は一歩前に出た。

「黒こく蝶ちようの居場所を教えてくれ。この妖精族不可侵領域のどこかにいるはずだ」

「ほほう。しばし世間を騒がせておったヴェイルジェンドン家の当主、黒蝶であるか。しかし、何な故ぜ、ここにおると思うのだ？」

「それは、黒蝶が妖精族……恐らくエルフだからだ！」

　常信は自身の推理を披露する。

「魔王は黒蝶から融資を受けたとき、こう依頼されたんだ。人間種を抹消しろ、と」

「それは恐ろしいことを……」

　ファティナが長い睫まつ毛げを伏せ、ゆるゆると首を振る。

「俺も恐ろしいと思ったよ。その恐怖のせいで違和感に気づき損ねた」

　常信は息を整えた。

「そもそも黒蝶は何がしたいんだ？　ヴェイルジェンドン家は銀行家だ。当然、経済を回す存在、つまり人間がいないと儲もうけようがない。それなのに魔王に抹消を依頼した。もちろん、何もかも上う手まくいかなくなったので自や棄けを起こしたとも考えられる。ただ、それだと説明のつかないことが、最大の違和感が残る」

「それは、何であるのかのう？」

「黒蝶は魔王に会って人間種の抹消を依頼している。魔王は本気でそれを実行するつもりだった。ということは、黒蝶が人間だった場合、その場で殺されていないとおかしい」

　ファティナの瞳ひとみに一瞬、光が閃ひらめく。

「人間種を抹消するけれど、依頼人だけは生かす。そんな中途半端な依頼を魔王が引き受けた可能性もあるが、それより単純で明解な答えがある。黒蝶は人間種ではない。だから人間が抹消されようと一向に構わないし、自分も殺されることがない」

「ほほほ。それで妖精族へと一足飛びに辿たどり着くかのう？」

「それについて確たる根拠はない」

「何とっ」

　妖精女王が目を見開いた。

「あとは直感みたいなものだよ。先日のコラボ配信でネロファラくんと話したときの印象。以前、ここに招待されたとき、あなたは昔話をしてくれたよな」

「ビーチェの身の上話であるな。あれが如何いかがした？」

「あのとき確か、ビーチェに影響されて若い世代のエルフが何人か外に出たって言ってたんだ。それを思い出したんだよ」

　これは完全に推論でしかない。

「もし、そのとき外に出たエルフの一人がヴェイルジェンドンという家名を名乗って銀行家になったのだとしたら。そう考えた途端、このヴェイルジェンドンという家名そのものに作り物めいた不自然さを覚えたんだ。そう……」

　ベアトリーチェの方を一いち瞥べつする。

「エヴァンジェリスティという家名に作り物めいたものを感じたときみたいにね」

「ふむ……」

　ファティナは人差し指を唇に当て、少しの間、考えていた。

　それからこちらに神秘的な美しさをもつ紫の瞳ひとみを向ける。優しげに微笑ほほえんだ。

「穴もあるが、及第点としよう。そなたになら、あの子を任せて良かろう」

　妖精女王が軽く手を振る。小さな妖精がひらりと姿を現した。

「この子に案内をさせる。皇帝よ、どうかあの子の蒙もうを啓ひらいてやっておくれ」

「ありがとう」

　常つね信のぶは頭を下げ、妖精の後に続く。それについていこうとしたパオラをファティナがやんわり止めた。

「パオラよ。妾わらわに力を貸しておくれ。ブログの閲覧数が伸びず、困っておるのだ」

「そうなの？　えっと、へーか……」

「手伝ってあげてくれるかな？」

「はうっ♪　じゃあ、わたしはここにいるねっ」

　手を振ってパオラと別れる。ベアトリーチェが隣に並んだ。

「私はご一緒致します。嫌な予感がしますので……」

「ひょっとして知り合いかもね」

「そうでないことを願いますわ」

　彼女の台詞せりふに、常信はフラグが立ったとしか思えなかった。




　妖精を追って辿たどり着いたのは、森の奥にある静せい謐ひつな空間だった。春先なので木々の枝葉は寂しいものの、上う手まく風を遮ってくれているのか涼しいくらいの気温だ。

　その空間の奥。一際大きな常緑樹の根元に籐とう製せいの椅子が置かれていた。一人のエルフが足を組んで座っている。

「こんにちは。下か等とうで浅薄な人間種族の頭首さん」

　さらりと流れる銀髪を掻かき上げ、小麦色の肌をした美少女が尊大に微笑んだ。紫の瞳が妖よう艶えんにこちらを捉える。胸元の大きく開いた服を着ており、豊満な胸が溢あふれ出そうだ。かなり短いスカートを穿はいているので足を組み替えると見えそうでドキドキする。

　普通のエルフより肉感的で肌が小麦色。彼女はいわゆるダークエルフなのだろうか。

「先日のコラボ配信はまあまあだったわね。ネロファラが私だと気づくの遅すぎよ」

「その節はどうも。ようやくここに辿たどり着けた」

　常つね信のぶは相手に会釈する。

「まさか貴女あなたが黒こく蝶ちようだったなんてね、ティーナ」

　ベアトリーチェが口を開いた。ダークエルフがつまらなさそうに目を逸そらす。

「むしろ今まで気づかなかったことにビックリよ。やっぱり貴女は私のことなんて眼中にないのね、ビーチェ」

「どうして私が貴女のことを気にしなければいけないの？」

「そういう態度が昔っから嫌いだったわ」

　二人の間で火花が散ったような気がした。常信はそっと尋ねる。

「どういう関係なんだ？」

「陛下、あの者はヴァレンティーナ。私とは、まあ、同世代の知人といったところですわ。家が近所で幼おさな馴な染じみと言われていたこともありましたけれど」

「あら、つれない。貴女の理想を応援した同志の一人に、そんな言い方」
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「貴女あなたとは考え方が合わなかったから袂たもとを分かったはずだけど？」

「ええ、もちろん。ビーチェみたいな軟弱なやり方では理想社会は遠く、夢のまた夢よ」

「理想社会？　貴女が楽しいだけの独裁社会の間違いでしょ」

「それの何がいけないの？　愚鈍な下か等とう民は支配者の言いなりになっていれば良いのよ。それが彼らの幸せなの」

「ビーチェ、落ち着け。口げんかをしに来たんじゃないんだ」

　常つね信のぶは険悪な空気を変えようと口を挟む。「そうですわね」とベアトリーチェが退ひいた。

「陛下に完全なる敗北を喫した哀れな銀行家の当主を捕らえるために来たのですものね」

　と思いきや、毒を吐く。「ビーチェ」と彼女を下がらせた。

「黒こく蝶ちよう……ヴァレンティーナだったか？　俺がここに来ることは君の想定内だったはずだ。そのために、仮想現実美少女を作って俺たちを煽あおったんだろうし」

　そう切り出すと、ダークエルフが口の端をつり上げる。

「せっかくだから二人きりでお喋しやべりしましょうか」

　次の瞬間、地面に魔法陣が広がった。ベアトリーチェが「陛下！」とこちらに手を伸ばしたかと思えばその姿が消えた。

「これはっ……」

　周囲の景色が一変する。強いて言えばシャボン玉の中のようだ。この空間には見覚えがある。以前、ファティナに連れていかれた部屋とそっくりだった。

「邪魔者はいなくなったわね。これで二人きりよ、皇帝さん」

　ダークエルフの声に振り向く。

　そこにはネロファラが立っていた。

「何でネロファラくん!?」

「あら、あなただってモナルカになってるわよ」

　そう指摘されて自分の体を見下ろす。フリフリの赤いドレスを着た金髪ツインテールの仮想現実美少女と化していた。

「何がどうなってるんだ!?」

「ちょっとした演出よ。ここは外界から隔絶された私だけの部屋なの。そこに下劣で醜悪な人間種の雄と二人きりになるだなんて気持ち悪いでしょ。だから見た目だけでも可愛かわいくなってもらおうと思ってね」

「ひどい言われようだなあ……」

　ぼやきながら常信は手近にあった椅子に腰掛ける。少年のような姿に変わったヴァレンティーナを見た。

「君のことはネロファラくんと呼んだ方が良いのかな？」

「それだと混乱しそうね」

　ヴァレンティーナが指を鳴らす。

「きちんと自己紹介をしましょう。私はヴァレンティーナ・ヴェイルジェンドン。この大陸を百年以上支配してきたヴェイルジェンドン家の創設者にして現当主よ」

　籐とう製せいの椅子に凭もたれ、彼女はネロファラの口調ではなく彼女自身の喋しやべり方で言った。

「俺はグロリア帝国皇帝アルフォンソⅠ世だ」

　常つね信のぶも彼女に倣い、胸を張って名を告げる。相手がニヤリと笑った。

「来てくれて嬉うれしいわ、皇帝さん。お互い、本音で語り合いましょう」

「望むところだ」

　気持ちで負けないよう少し身を乗り出す。先に話題を振った。

「君はどうしてそんなに人間を低く見ているんだ？」

「当然の帰結よ」

　ヴァレンティーナが頭を振る。

「ベアトリーチェに唆されて私は妖精族の地を出た。外の世界には、きっと刺激的で楽しいこと素晴らしいことがたくさんあると信じてね。でも、目にしたのは退屈で醜悪で無様な下か等とう民どもの生活だけだった」

「そんなに酷ひどかったかな……？」

「お話にならないレベルよ。目の前の欲に取り憑つかれて小競り合いを続ける低能の集まり。だから、躾しつけてあげることにしたの。適当に人間っぽい家名を作って、潰れかけてた銀行家に助言を与えた。低能でもましな奴やつはいるものね。そういうのを拾い集めて教育して、商会を作らせていったの」

「それが三大商業連合になっていくのか……」

「まずは食べる物がないと始まらないもの。豊かさは平穏な生に不可欠なものよ。貧乏でも幸せなんて戯たわ言ごと、本当の貧困を知らない馬鹿の口からしか出ないわ。だから、下等民を繁栄させてあげることにしたの」

「確かに、君たちのお陰で大陸の経済は発展していったよ」

「でも、とんだ誤算が生じたの……」

　肘ひじ掛けに頬杖を突き、ヴァレンティーナは浮かない顔になった。

「下等民どもは、私の予想を遥はるかに上回る馬鹿だったのよ。食うに困らなくなった連中が始めたのは殺し合い、奪い合いだったわ。当時、目をかけていたグロリア王国って国があってね。あ、もうそのころは帝国になっていたかしら？」

　彼女が挑発的な視線を向ける。

「かなり大きな力を持つようになっていた商業連合の後押しを受けて、他国を攻め滅ぼしていったの。版図が広がれば広がるほど、商業連合は儲もうかり、彼らの金を一手に扱っていたヴェイルジェンドン家も肥大化していったわ」

「その辺りのことは、俺も知っている。それが気に入らなかったのであれば、君が止めれば良かったじゃないか。黒こく蝶ちようとしてヴェイルジェンドン家を率いていたんだろう？」

　常つね信のぶの問いは鼻で笑われた。

「冗談じゃないわ。どうして私がそんなことしてあげないといけないの？　馬鹿はね、人の話を理解できないから馬鹿なのよ？　私が何を言っても戦乱の炎は広がる一方。だったらいっそ、広げきってしまった方が話が早いわ」

「君は……帝国による大陸の統一を狙っていたのか……？」

「その後で、思慮深く聡そう明めいな私たちエルフが愚鈍で低能な下か等とう民の人間種族を再教育してあげれば良い。理想社会の理念をすり込み、従順な存在に作り替えれば良い。とても単純なことだったのに、突然、流れが変わっちゃったものだから……」

　ヴァレンティーナがじっとこちらを見る。

「色々と台無しよ、皇帝さん。私たちエルフの叡えい智ちによってもたらされる理想社会を下等民はただ受け入れれば良かっただけなのに、計画が大幅に狂ってしまった。この責任をどう取るつもりなのかしら？」

　責める視線に圧された。だが、堪こらえる。首を振った。

「そんなものは理想社会じゃない……」

「あら、どうして？」

「誰かの意見に盲目的に従うのは危険だからだ」

「皇帝のあなたがそれを言うの？　あなた自身が、幾つもの事柄をワガママで変えて実行させてきたんじゃなかったかしら？」

「それは……」

　言葉に詰まってしまう。相手の目が鋭く光った。

「ねえ、皇帝さん。あなたは政治を、経済を、文化を、他国の情勢を、どの程度知っているの？　私は商業連合の当主として常に世界の動きを見てきたわ。あなたはどう？」

　ヴァレンティーナが足を組み替える。

「為替かわせの仕組みを理解してる？　損益分岐点の出し方を知ってる？　大臣がどんな役割を担ってるのか分かる？　官僚機構の長所と短所を把握してる？　パン一個の値段は？　魔法の素養はあったかしら？　何か武器を扱うことはできて？」

　彼女の言葉が次々と突き刺さってきた。

「あなたはただの凡人なのに、他人に言うことを聞かせてるわよね？　それなのに圧倒的に優秀な存在である私の意見には従えないってどういうことかしら？」

　紫の瞳ひとみが冷たく射い竦すくめる。

「ほら、私の質問にどれか一つでも答えてみせてよ。私の叡智を拒むなら、それ以上の叡智をあなたは持っているのでしょう？」

　勝ち誇った顔で煽あおってきた。こちらが彼女に知識だけでなく魔力でも、ひょっとしたら腕力でも敵かなわないことを知っているのだ。知っていて、嬲なぶっている。

　グッと歯を食いしばった。

　自分が凡人なのは理解している。それでも、ここで言い返さないと自分だけでなく、自分を支えてくれている皆のことまで低く見られてしまう。それだけは許せなかった。

「俺は、凡人だよ……。君には到底及ばない……。何も持ってはいない……」

「ええ、そうでしょうね」

　ヴァレンティーナが鼻で笑う。

「でも、俺には……俺たちには──」

　キッと相手を見据えた。思い切って言い放つ。

「俺たちには、知恵袋がある！」

　相手の目が点になった。

「俺たちには知恵袋がある！　一言投稿がある！　みんなの会議室がある！　動画投稿サイトがある！　誰もが自由に表現できる魔力通信網があるんだ!!」

　立ち上がり、大きく腕を広げた。フワッとドレスのスカートが舞い上がる。

「もちろん玉ぎよく石せき混こん淆こうの世界だから鵜う呑のみにはできない！　それでも、俺……じゃなくてパオラが一言尋ねるだけで何百っていう回答が寄せられるんだ！　この大陸中の誰かが答えてくれるんだ！」

　ヴァレンティーナに向かって一歩前に出た。

「さっきの君の質問。俺には何一つまともに答えられない。でも、聞けば誰かが答えてくれる。魔力通信網だけじゃない。帝都の臣下たち、領主、領民、果ては他国の者であっても俺に教えてくれる。凡人の俺を支えてくれるっ」

「バカが何人集まっても、バカに変わりはないわ」

「残念だったな！　確かに魔力通信網にはバカが多いが、たまに天才が紛れているんだ。そんな者たちのお陰で何度も窮地を脱している」

「非効率よ。一人の天才に全てを委ねれば簡単に事が運ぶわ」

「たった一つの道筋しかない世界なんて、簡単に滅ぶぞ！」

「最善の答えを教えてあげようって言っているの」

「最善の答えが何なのかは、自分で決めることだ！　誰かの考えを押しつけられて、それが自分にとって『最善の答え』になるとは限らないだろっ」

「結局、あなた自身には何もないってことよね？」

「そうだよ。だからこそ、俺は頼る。支えてもらう。そして皇帝としての役割を全うしてみせる！」

「そんなことで理想社会が実現できるわけないでしょ！」

　とうとうダークエルフが激高した。椅子を蹴飛ばして立ち上がる。

「何もない凡人が開き直って偉そうにしないで！　世界は絶対的な存在によって救済されるべきよ！」

「俺だってそんな存在になりたいと思ってたよ！　マサトみたいな『もう、こいつ一人でいいんじゃないかな』って主人公になりたかったよ！　せめて『七勇神姫セテイオ・プリンサ』並の力を持って異世界無双したかったよ！　俺ＴＵＥＥＥとか正直、大好きだよ！」

「何を言っているの……？」

　ヴァレンティーナが眉根を寄せた。構わずもう一歩詰め寄る。

「だけど、そんな都合の良い展開になんかなってくれなかったんだ！　俺は俺で、俺のまんまで、何もしなかったら何も変わらなかった！」

「当たり前でしょう？　私だって何十年、いいえ、百年以上の研けん鑽さんを積んで理想社会を目指してきたのよ！　ポッと出の凡人がたまたま大国の皇帝になったからって好き勝手して私の邪魔して、迷惑なのよ！　本当、ただのチートよっ……」

　彼女がギリッと歯を鳴らした。

「グロリア帝国なんて大国チートのせいで、何もかもひっくり返されたわ！　その頂点にいるのがあなたみたいな凡人？　私には受け入れられない！」

「それでも俺が、皇帝だ」

　帝都の城内広場で見た光景を思い出す。

　あの人々の笑顔がある限り、自分は皇帝として立っていられる。

「君とは方法論が違う。でも俺だって理想社会を目指してる。そのために多くの者の力を借りている。頼っている。何もない凡人ですまなかったな。これが俺のやり方だ」

　互いを見据える。

　しばし後、ヴァレンティーナが額に指を当て、ハアーッとため息を吐ついた。

「残念だわ、皇帝さん。ここまで愚かだとは思ってなかった……」

「凡人だからね。仕方ないね」

「開き直ってるところ、悪いんだけど」

　彼女が顔を上げ、ニタリと邪悪な笑みを浮かべた。

「あなたのその態度を国民が見たら、どう思うかしらね？」

「どうって……？」

　首を傾かしげる。ここには自分とヴァレンティーナしかいないはずだが。

「本当に愚かなのね、グロリア帝国皇帝アルフォンソⅠ世」

　彼女がパチンと指を鳴らす。不意にカメラが姿を現した。

「あなたとの会話は全て生配信されていたのよ。先日のコラボ配信のときのようにね」

「えっ……？　それじゃあ……」

「あなたはあなたの大好きな魔力通信網を通して、自分の無能さとそれを恥じることもない厚顔無恥っぷりを全世界に晒さらしたのよ。さあ、あなたの大好きな国民がどのように感じたのか、感想を見せてもらいましょう」

　彼女の手て許もとに水晶球が現れる。二人の間に現れた台の上にそれを載せ、こちらを手招きした。ゴクリと唾つばを飲み込み、ヴァレンティーナに近づく。

「始めに自己紹介をしたのは、モナルカの正体が俺だって観みている者たちに知らせるためだったんだな……？」

「ええ、そうよ。私が名乗ったらバカ正直に自分も名乗って。迂う闊かつだったわねぇ」

　水晶球の画面に二人の姿が映し出される。生配信の映像のようだ。

「たくさんコメントがついてるみたいだけど、一つ聞いてみようかしら。モナルカ、じゃなかった、皇帝アルフォンソⅠ世を、皆さんは本当に支持できるの？　支持するなら１を。支持しないなら２を。どちらでもないなら３を。私を支持するなら４を押しなさい」

　彼女の言葉が終わるなり、画面に四つの選択肢が現れる。

「これであなたの支持率が分かるわね。楽しみだわ」

　こちらを嬲なぶるように微笑ほほえんだ。

　少しして集計結果が出たことを告げる音がする。

「さあ、どんな結果になったかしら」
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「な……何よ、これえええっ!?」

　ヴァレンティーナが声を荒らげた。得体の知れないものを見たという目で水晶球に映し出された結果を見つめる。

「これだから下か等とう民はイヤなのよっ……！　あなたみたいなのを支持するなんて、やっぱり人間種は下劣ねっ」

「それは聞き捨てならないな」

　自然と言い返していた。

「俺を罵るのは君の勝手だが、俺を支持してくれる者たちを罵るのは許せない」

「たまたまバカばかりが配信を観みていたからって、図に乗らないで欲し──」

　突如、空間に無数の亀裂が走り、粉々に砕け散った。

「陛下！　お待たせ致しましたっ」

　金髪を振り乱し、ベアトリーチェが駆け込んでくる。ダークエルフとの間に立ち、相手を睨にらみつけた。

「ファティナ様の真ま似ねをするなんて、五百年早いんじゃないの、ティーナ？」

「その割に破るのが遅かったんじゃない。ビーチェ？　もう話は終わったから、どうでもいいんだけどね」

　気づけば景色が変わっていた。常つね信のぶの姿も元に戻っている。ヴァレンティーナもネロファラから肉感的なダークエルフに戻っていた。

「外で配信を観ていたけれど、陛下の人徳に惨敗したようね。今度こそ終わりよ」

　ベアトリーチェが髪を整えつつ高圧的に微笑ほほえむ。常信は威厳をもって告げた。

「ヴァレンティーナ・ヴェイルジェンドン。国家簒さん奪だつと人類抹消計画の主犯として君を逮捕する。罪は償ってもらうぞ」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　ダークエルフが大笑いした。

「ごめんなさい、皇帝さん。あまりに呑のん気きなこと言うから笑っちゃった」

「この期に及んで、まだそんな態度を取るの？」

　ベアトリーチェが眉を顰ひそめる。しかしヴァレンティーナは余裕の態度を崩さない。

「さっき、皇帝さんが自分で言ったのよ。ここに来るのは私の想定内だったんじゃないかって。ねえ、いつから私が追い詰められてると思っていたの？」

　床に新たな魔法陣が展開した。それを見下ろしたベアトリーチェがハッと息を呑のむ。

「陛下、急いでここから──」

「逃がさないわよ」

　常信の体が不可視の力に縛られた。ベアトリーチェが魔法陣の外に弾はじかれる。魔法陣は力を強め、その線が青白く光り出した。

「言ったでしょう？　計画が大幅に狂ったって。だから修正したの」

　ダークエルフが銀髪を払う。こちらを指差した。

「少し癪しやくだけど、ようするに頭首を私に隷属させれば良いのよね」

　ニイッと笑う。

「パオラにしか使えないわけじゃないのよ。従属魔法って。さあ、私に服従しなさい！」

　魔法陣が一際強く光り輝いた。

「!?」

　そしてバシンと弾はじき飛ばされる。

　ヴァレンティーナが。

「えっ……？　何……今の……？」

　常つね信のぶは倒れている彼女を見下ろした。太ふと股ももが露あらわになっていてエロい。

「何が起きたの？　私の準備は完璧だったはず。ここで魔法を失敗するはずが……」

「ヴァレンティーナ」

　ダークエルフに呼びかける。名前を呼ばれ、不快そうに彼女が顔を向けた。

「俺の前に跪ひざまずけ」

「はあっ？　何でそんなことしないと……あうぅっ♪」

　ヴァレンティーナが目を白黒させる。常信は努めて冷静に命令した。

「ヴァレンティーナ、俺の前に跪くんだ」

「くううっ♪　何でっ……？　こんなのっ、おかしいわよ……！　んふぅん♪」

　必死に抗あらがうが、彼女を襲う悦楽の波は強まっていく。ヴァレンティーナが忌いま々いましそうに常信を睨にらんだ。

「皇帝っ……！　貴方あなたに対策を講じる暇なんてなかったはずっ……。それなのに、何で……ああうんっ♪　悔しいっ……こんな奴やつにっ……でも、感じちゃう♪」

　身み悶もだえる彼女を見下ろし、常信はハアとため息を吐つく。

「君は俺のことを大して調べていなかったんだな。まず、何が起きているのか説明しよう。君には従属魔法がかけられている。多分、帝都の図書館にある魔法書の類たぐいでやり方を覚えたんだろう。あそこにあるのはパオラが使う従属魔法だ。つまり、従属する側が命令されると気持ち良くなってしまう効果が付与されている」

「何なのよ、その変な魔法っ……！　あうん♪　ねえ、何だか強くなってきてないっ？　さっきから、責め方が……激しくなってきてる気が、するんだけおおおおうん♪」

　悶もだえるダークエルフは本当にエロい。全身、汗でしっとりと濡ぬれ、ただでさえ露出度の高かった胸元がさらにはだけて、おっぱいが解放されそうだ。短いタイトスカートがずり上がり、白と青の縞しまパンが露わになる。

「あら。下着の趣味は変わっていないのね、ティーナ」

　ベアトリーチェが変なところで感心していた。

「その悦楽は命令に従うまで続く。そして命令を重ねると責め苦は強くなっていく。こんなふうにな。ヴァレンティーナ、俺の前に跪ひざまずけ」

「あっはああああああん♪」

　ガクガクと震え、身を大きく反らしてダークエルフが喘あえぐ。舌を出し、涎よだれを垂らしながら必死にイヤイヤと首を振った。銀髪が乱れ、小麦色の肌に張りつく。

「どうしてこうなったのかと言うと、とても簡単なことだ。俺は君の魔法を『反射』したんだよ。俺にはスペキア様という神様の加護があるんだ」

「んひぃぃぃっ♪　それって……知ってたけどぉっ。知ってたけど、ヤぁっ♪　そこ、らめぇっ♪　らめらにょ、弱いにょぉっ♪　んんんっ……」

　口を引き結んで快楽の波を懸命に堪こらえ、床に爪つめを立てて体を起こす。フーッ、フーッと獣けもののような息を吐き、ヴァレンティーナは尋ねた。

「あれはっ……ゼーバ神への、対抗策として使った、だけじゃなかったの!?　だって、その後、あなた、普通にひっぱたかれたりしてた、でしょっ……？　んはあっ♪　そこ、らめらにょぉっ♪　好きにらっちゃうかりゃぁっ♪　らめぇぇぇっ♪」

　よがり続ける彼女を見つつ、常つね信のぶは籐とう製せいの椅子に腰掛けた。偉そうにしている演出のつもりだが、正直なところ勃たってしまったが故に立っているのが辛つらくなったのだ。

「スペキア様の加護を受けるとき、『命に関わるような危険な攻撃』に限定したからだよ。そうしないと何でもかんでも反射してしまって生活に支障をきたすからね」

「貴女あなたも変だと思わなかったの？　陛下は外遊中、あまりにお一人で出歩き過ぎていたでしょう。あんなこと、本来ならあり得ないわ。陛下に強力な加護があるからこそよ」

　ベアトリーチェが近づいてきて、何な故ぜか膝ひざの上に座ってきた。

「そろそろ観念したら、ティーナ？　早く陛下の前に跪きなさいな」

「下か等とう民になんか、死んでもお断りよっ……！　あはぁぁぁん♪」

「強情ねえ。陛下、もっと命令して壊してしまいましょう」

「だから君は何で時々そんなに怖いこと言うんだよ……」

「陛下もすでにその気ですわよね？」

　意味深な笑みを浮かべ、ベアトリーチェが腰を動かす。

「ビーチェ!?　それはダメだよっ。そんなことしたらダメなんだよっ」

「あら、何がダメなんですの？　ちゃんと仰おつしやっていただかないと」

「いやいやいやいや！　分かるだろっ。だから、動かないでくれっ」

「くふぅぅぅっ♪　何よぉっ……。私がこんなに、なってるのに！　他の女と……あなた、本物の鬼畜破は廉れん恥ち外道よぉっ♪　ああ、何だか、もう……私、どうでも良くなってきちゃったぁ♪　これ、すごいのぉっ♪　こんなの、初めてなのぉっ♪」

　金髪エルフに嬲なぶられながらダークエルフがよがる様を眺める。

　予想だにしていなかった展開だ。

　ただ、今の自分は怒っている。自分を支持してくれる者たちを下劣だと罵られて怒っているのだ。そうに違いない。

　だから心を鬼にして命じる。

「ヴァレンティーナ。俺の前に跪ひざまずけ！」

「あひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ♪」

　ダークエルフが身をのけぞらせた。胸が強調され、ついにはだけてしまう。舌を出し、涎よだれを垂らしながらも彼女は強情だった。

「そうか……。まだ観念しないか……」

「陛下、ただ跪かせるのでは面白くありませんわ」

　ベアトリーチェが腰を緩やかに動かしつつ晶機コムニカを操作する。

「この格好をさせて陛下に忠誠を誓わせましょう」

　画面に映し出されていたのは、いわゆるアヘ顔ダブルピースをするロザリンドの絵だった。ネロファラがお勧めしていた薄いマンガ本の一シーンである。

「『私はぁっ、皇帝陛下の雌犬になり下がりましたぁ。どうか存分に弄もてあそび下さいませぇ』。うん、この台詞せりふが屈辱的ですわ。ティーナにこれを言わせましょう」

「何で活いき活いきしてるんだ、ビーチェ？」

　瞳ひとみを輝かせて鬼畜なシーンの再現を求める彼女に変な汗が出てきた。

「さあ、言うのよティーナ！　陛下の従順な犬になりなさい！」

「誰がっ……そんにゃことっ……あはあああっ♪　絶対に言わないしっ……そんな変な格好だって……しにゃいんだからああああっ♪」

　常つね信のぶは慎重に立ち上がり、彼女の下へと近づく。銀髪を乱れさせたダークエルフの肩を抱き、そっと起こしてやった。

「なんの真ま似ねよっ……皇帝っ♪　んんんっ♪　あなたに跪くくらいにゃらっ……舌、噛かみきって死んだ方がっ……あああああっ♪」

　辛つらそうなヴァレンティーナの背中を優しく撫なでる。そして耳元で囁ささやいた。

「アヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれアヘ顔ダブルピースをやれ」

「んひぃぃぃっ♪」

　逃げ出そうとする彼女の肩を押さえつけ、耳元で囁き続けた。




「あ。へーか、やっと帰ってきたー。お帰りなさい！」
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　パオラが手を振る。常つね信のぶはそれに手を振り返そうとしたが、生あい憎にくと両腕が塞がっていて振ることができなかった。

「ちょっと！　いい加減、離れなさいティーナ」

「貴女あなたこそ離れなさいよ、ビーチェ！　私にあんなことさせて、皇帝陛下には絶対に責任取ってもらうんだからっ♪」

「正妻の私に遠慮しろと言っているのよ！」

「すぐに寝取ってあげる。私の方が人間の男に受けが良い体してるもの。陛下ぁ、今夜はベッドで先程のアヘ顔ダブルピースをやって差し上げますわぁ♪」

　ヴァレンティーナが堕おちるまで小一時間かかった。

　しかし、その分、壮絶なアヘ顔ダブルピースをさらす羽目になってしまい、観念した彼女は、こうなったら皇帝の正妻になってみせると態度を一変させた。

　そんなわけでエルフが二人、ずっと言い争っている。

「へーかの正妻はわたしだよっ」

　パオラがひしっと抱きついてきた。お腹なかの辺りに大きな優しさが押し当てられる。

「皇帝よ。ティーナの説得には成功したようだな」

「これを成功と呼んで良いのか甚だ疑問なんだが……」

「良い良い。若いうちは何ごとも経験であるからのう」

「ファティナ様って年寄り臭いわよねえ」

　ヴァレンティーナがこちらの胸を撫なで擦さすりながら言った。

「現に年寄りなんだから、仕方ないわよ」

　ベアトリーチェがこちらの乳首を弄いじりつつ言う。

「ほほほ。妾わらわはまだ十七歳であるぞ。二人とも何を言っておるのやら」

「ヤだ、面白～い」

「ファティナ様の冗談は独特ですね」

　三人が笑い合う。

　ただし目は笑っていない。

「へーか、へーか！　わたしも頑張ったんだよ！　みんなからアイデアを募って、ファティナ様のブログを新しくしたの！」

　パオラに引っ張られて水晶球を覗のぞいてみた。そこには「女王ファティナのまろやか人生相談室」というタイトルがついている。

「ファティナ様の長年の経験を活いかして、みんなの人生相談をするの！　でも、ファティナ様って十七歳だったんだね……。わたしと変わらないお歳としだったんだ……」

　しゅんとするパオラの頭を妖精女王が愛いとおしげに撫でた。

「ほんにパオラは良い子であるのう。どこぞの跳ねっ返りエルフとは大違いだ」

「言われてるわよ、ティーナ」

「貴女あなたのことでしょ、ビーチェ」

　エルフ二人がまた言い合う。

「さて、これで一件落着だのう、皇帝よ」

　ファティナが椅子を勧めつつ言った。しかし常つね信のぶは首を振る。

「いや、ここからが本番だ」

「ほう」と妖精女王が目を丸くした。

「まだ問題が残っておったのか？」

「問題というより、今回の、いや、恐らくもっと前から仕掛けられていた計画の黒幕に話を聞かないといけないんだ」

　そう返してから少し笑ってしまう。「黒」幕とは皮肉なものだ。

「そうであるか……。人間は忙せわしないのう……」

　ファティナは少し寂しそうな表情を見せる。パオラが彼女の手を取った。

「また遊びに来るね！」

「うむ。いつでも来るが良い。そっちの二人は別に来んでも良いぞ」

「「頼まれても来ません」」

　エルフ二人の声が重なり、互いに顔を顰しかめた。




　数日後、帝都に帰り着いた。

　それから常つね信のぶは連日、書類仕事に追われることとなった。

　魔王軍によって王都を消滅させられた南西三国の再建も担うことになったのだ。三国の王族が帝国の臣に下ることを決めたため、三国の領土も帝国領となった。

　慌ただしく雑事に勤いそしみ、毎日クタクタになってベッドに倒れ込む日々が続いた。

「ああ……。早く仕事から解放されたい……」

　情けない声で呟つぶやき、常信はベッドに倒れ込む。すぐに眠りの淵へと落ちていった。

　深夜。

　寝室に音もなく一つの人影が現れた。小柄なその人物は裸足はだしでベッドに近づき、そこで寝ている常信の顔を覗のぞき込こむ。側そばで寝息を立てているパオラやベアトリーチェの様子も確認し、やおら大剣を振り上げた。

「確保おおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ガバッと背後から数人が飛びかかり、小柄な人物に目隠しをする。肩を掴つかんで引き倒し、ベッドに仰あお向むけに押さえ込んだ。寝室に明かりが灯ともる。

「ついに尻尾を出したわね！」

　水色の髪を振り乱し、慈愛の女神クオーレが相手を見下ろした。

「どういうことか説明してもらうわよ、ユーリ！」

「…………」

　彼女がキュッと口を引き結ぶ。数人の手によって押さえつけられているのは真っ白な美少女──ユーリだった。目隠しをされているので瞬間移動は使えない。大剣は奪い取られ、宝石を持っていないか体中を念入りに調べられた。

「しっかし、本当にユーリが皇帝の寝込みを襲うとはねえ」

　ナタリアが少し辛つらそうに呟く。隣でマリアンヌも首を振った。

「そういうオイタはよくないわよ～」

「無論、何らかの理由があってのことだと信じているぞ」

　ロザリンドが大剣を部屋の隅に立てかけながら言う。ヒルデガルトは寝ぼけ眼のパオラを抱き寄せて「寝てて良いですよ」と気遣った。

「皇帝さん、起きてる？　とうとうユーリが動いたんだけど……」

　マライカが常信の肩を揺する。目を覚ましていたものの、何となく起きるのを躊躇ためらっていた常信は意を決して身を起こした。

「さあ、皇帝！　尋問の時間だよ！　ああ！　ついに可か憐れんなユーリまでもが皇帝の毒牙にかかり、あんなことやこんなことをされてしまうんだねっ。……最高だ！」

　シエラが何か言っているけれど、それは無視する。身なりを整えながらベアトリーチェが押さえつけているユーリを見た。

「何も喋しやべる気はなさそうですわね」

　ユーリは抵抗することなく押さえつけられたままになっているが、口だけはきゅっと噤つぐんでいた。そこに固い決意を感じる。

「皇帝！　ユーリはおへそが弱いのよっ。責めるなら、そこにしなさい！」

　クオーレがユーリの着ている純白の服を一気に捲めくり上げた。胸まで露あらわになる。

「ちょっと！　何てことっ」

　クオーレが愕がく然ぜんと声を上げた。

「ユーリってば、何でパンツ穿はいてるのっ？　こんなもの、こうしてやるわっ」

　慈愛の女神がユーリのパンツを掴つかみ、いそいそと脱がせる。

「これで大丈夫よ！　さあ、皇帝！　ユーリのおへそを責めなさい！」

「……………………」

　複数人の手でベッドに押さえ込まれ、目隠しをされて衣服を捲り上げられ、おまけにパンツまで脱がされた幼い美少女が目の前にいる。

「これ、完全にアウトだろ！　俺が犯罪者だわ！」

　常つね信のぶは絶叫した。

　しかしクオーレが目を三角にする。
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「訳分かんないこと言ってないで、早くやんなさい！　ここを思い切り弄いじるのよっ」

「だから、その発言がアウトなんだって！」

「指で……いや、ここは舌で責めるべきねっ。ねっとり周りを舐なめ回したり、舌先で中を突いたりするのよ！　そうすればユーリだって素直になるわ！」

「クオーレ様、それ以上いけないっ……！」

「皇帝がいたいけな幼女の穢けがれなきくぼみに舌を這はわせ、あまつさえ中を突くだって!?」

「シエラ、お前わざとだろ！」

「いいから、さっさとやりなさい！」

　クオーレに後頭部を掴つかまれ、強引に押しつけられた。

　すべすべの肌からほんのりぬくもりが伝わってくる。とても良い匂いがした。反射的に舌でへそを嘗なめてしまう。

「んんんっ……」

　ユーリが身を捩よじった。「いいわよ、皇帝！　効いてるわよ！」とクオーレが声援を送る。他の者も「いけいけー！」「もっと責めろ！」「あ、私にもっ……」等々、声援なのか何なのか分からないものも含めて声をかけてきた。

　こうなったらユーリが口を開くまで徹底的にやるしかないと思い直し、彼女の脇腹をしっかり押さえる。舌先で中を突いてみたり優しく広げてみたりした。丹念に舐め回していると幼い少女の体に変化が訪れる。

「んんっ……んんんっ♪」

　もじもじと股を擦こすり合わせ、切なそうに腰をくねらせた。何かから逃れようとしているのか。そうはさせないと彼女の背中に腕を回し、もう一方は両足を抱え上げるように腕を入れてしっかり固定した。そして丹念に丹念に責め立てる。

「んんんっ♪　んんんんんっ♪」

「ふふふ。気持ち良いのねっ。気持ち良くなってるのね、ユーリ!?　私には丸わかりなんだから、無駄な抵抗はやめて素直になりなさい！　ほら、皇帝！　ここだって、こんなになってるのよ！」

　ユーリの足を抱えていた腕をクオーレに掴まれた。無理やり導かれ、指先が触れたそこはぬるりと熱く濡ぬれていて、とても狭いのに中指が潜り込んでしまいそうだ。

「おおおおっとおおお！　ここはさすがにっ、洒落しやれにならないからっ」

「こっちは洒落で済ませる気なんてないのよ！　ほら、もっとやんなさい！　ユーリが寂しがってるわよ！」

　グイグイ顔を押しつけられ、一心に舐め回す。それが面白くなってきたのか、クオーレはこちらの頭を掴んでユーリの体のあちこちに無理やり舌を這わせた。

「んっ♪　んんんんんっ♪　んんんっ♪」

　ユーリの体がビクビクと跳ねる。口元も少し緩んできたような気がした。他の者たちは食い入るようにして彼女の反応を見つめている。

「いいわよ、皇帝！　こうなったら、ここも嘗なめなさい！」

　クオーレが大はしゃぎで頭を動かした。強引に運ばれたそこに舌を這はわせた途端、ぬるりとした液体が口内に入る。

「いや、ここはまずいっ……」

「まずいなんてユーリに失礼よ！　ちょっと塩気があって美お味いしいでしょ！」

「むぐぐぐぐっ」

　そっちの「まずい」じゃないと叫びたかったが、はしゃいでいる慈愛の女神様に後頭部を押さえつけられて何も言えなかった。

「おいおい……。あたしたちは奇跡の光景を見てるんじゃないの……？」

「皇帝さん、すっごい……」

「あら～、羨ましいわね～♪」

　ナタリアたちが感心している。この状況を打開しなければと咄とつ嗟さに腕を伸ばし、くぼみに中指を押し込んでしまった。

「んひぃっ♪　あああああっ……」

　ユーリの体が大きく跳ね、背を反らせる。どろりと液体が溢あふれ出し、こちらの口元を少し白濁した液体がたっぷり汚した。

「皇帝……謝罪、要求……」

　今まで聞いたことないくらい感情的な声がユーリの口から洩もれた。目隠しされているので確認できないが、きっとこちらを睨にらんでいる。

「ご、ごめんっ……」

　クオーレの手を押しのけ、常つね信のぶは体を起こした。ユーリは小さな舌を出して荒い息を吐いている。クオーレがムスッと口を尖とがらせた。

「あんたが素直にならないからいけないんでしょ！　もう、いい加減、話しなさい！」

「頼む、ユーリ。答えてくれ」

　常信はベッドの上で正座する。

「どうして君は、俺と『七勇神姫セテイオ・プリンサ』との好感度を上げさせたんだっ？」

「…………」

　ユーリの肩が揺れた。どうやら予想外のことを言われたらしい。だが、それはクオーレも同じだったらしく、「どういうこと!?」と迫られた。

「ああ、その話はしてなかったな。ええと、どこから話そうか……」

「陛下ー、やってるー……？」

　寝室の扉が開き、赤毛の猫耳猫尻尾娘と黒毛の犬耳犬尻尾娘が入ってきた。

「やってる、とか言うな！　ユーリ、君に疑いの目を向けたのはつい最近だ。チヨが大半の連中を倒した『赤あか牛うし』からの刺客。あれの礼状をマサトに送ったんだよ。ところが返ってきたのは『俺は知らんぞ』という一文。あれを見たときは混乱した」

　チヨの方を見る。彼女はきょとんとしていた。

「拙者、あのときはマサト陛下からのご命令とばかり。何しろ、ユーリ殿からマサト陛下のお手紙を預かってきたと手渡されたもので」

「チヨの口から君の名前が出てきたときは驚いたが、考えてみれば一番しっくり来たよ。ユーリならこっそりマサトの城に忍び込んで便箋を拝借することもできる」

「あ！　急に姿を見なくなるときがあると思ったら、あんた、そんなことしてたのねっ」

　クオーレがポンと手を打つ。

「でも、初めは意味が分からなかったんだ。ユーリはどうしてマサトからの命令だと偽ってチヨを動かしたのか。事前に『赤牛』の動きを察していたのなら、それを俺たちに話せば良いだけなのに」

「それもそうだな。チヨが役に立つのは良いけど、ちょっと回りくどいぜ」

　ナタリアが組み伏せたままの仲間を見下ろした。

「その疑問も、『赤牛』の潜伏先について考え直してみたら解けたよ。そもそも『赤牛』はどうやって短期間に帝都から南西部のトレンティアーノ地方まで移動したんだ？　人知れず、あんなに長い距離を移動する手段なんて限られている。転移魔法か……」

「ユーリの能力か、ってわけね」

　マライカが真剣な表情で呟つぶやく。

「つまり、ユーリはヴェイルジェンドン家と繋つながっていたって言うのかい？　ボクたちを裏切っていたと？」

　シエラの表情が曇る。常つね信のぶは首を振った。

「少し違う。ユーリは俺たちとヴェイルジェンドン家とのいざこざを利用したんだ。さっきも言ったけど、俺とみんなとの仲を取り持つために」

「何だか話が見えてきませんわ」

　ベアトリーチェが側そばに寄ってきた。

「視点を変えるんだよ、ビーチェ。俺が主人公の話として見ると分かりにくいんだ。ユーリを主人公にして、これまでのことを考えてみてくれ」

　常信はユーリを見つめながら自分なりにまとめた話をする。

「俺と『七勇神姫セテイオ・プリンサ』が関わるようになったのは、ロザリーを助け出すためにシエラたちが立ち上がったときからだけど、ユーリとはその前に会っているんだ。まずユーリが俺のところに『宣戦布告』に来た」

「あー……そんなこともあったねー……」

　キャラがやる気なく頷うなずいた。

「もし、あのとき本気でユーリが俺を殺そうとしていたら、俺は死んでる」

　自分で言って背筋が寒くなる。

「多分、俺は品定めされたんだ。そしてユーリは俺と『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の仲を取り持つよう動き出した。俺にあっさりシエラの能力を教えてくれたのも、その一環だろうな」

「あれには驚きました」

　ロザリンドが呟つぶやいた。

「シエラに俺を殺させないよう手を打ったんだろう。あのときも初めから俺に興味があったって言ってたからな。あの騒動で結局、シエラたちはウチに居座ってしまった」

「帝都での暮らしが楽しくて、ついつい長居しちゃってたわね」

　マライカがうんうんと頷く。

「そうしてる間にユーリはクオーレ様の降臨を成功させて、俺のところに連れてきた。クオーレ様を操るのは、正直、頭の良いユーリになら朝飯前だったろう」

「ちょっと、それってどういう意味？」

　クオーレの目が三角になった。

「クオーレ様はとても素直な心の持ち主だって話だよっ」

　無理やりフォローを入れてから話を続ける。

「正妻総選挙のときも、そもそも選挙を提案したのはユーリだ。選挙で対抗意識を煽あおりつつ『正妻』という立場を皆に意識させていたんだと思う」

「なるほど。確かに『正妻』という立場を皆が意識し始めたのはあの選挙からでしたね」

　ヒルデガルトが感心したように頷いた。

「その後、俺に外遊を提案したのもユーリだ。今度は一人一人とじっくり仲を深めるチャンスを作りつつ、決定的なことにはならないよう調整をしている」

「うふふ～。ブリムレックで私と皇帝さんの邪魔をしたのも、その一つだったのね～」

　マリアンヌが頬に手を当てる。

「もちろん、全てユーリの思い通りだったとも考えていない。不測の事態や偶然の産物もあっただろう。それらを上う手まく利用したり対処したりして、ユーリは俺と『七勇神姫』の仲を取り持ったんだ」

「何のために？」

　クオーレが疑問を口にした。

「俺もそれが知りたいんだよ。ユーリは俺と話をしたいと思っていたんだろ？　だって、あまりにも分かりやすい痕跡を残していた。チヨに偽の手紙を渡したのは、杜ず撰さん過ぎる。あれは俺に気づいてもらうためにわざとやったのだとしか思えない」

　常つね信のぶはクオーレに目をやる。

「それとクオーレ様のお尻に貼ってあったほくろのシールも。クオーレ様のお尻にシールを貼れる者なんてユーリくらいしかいないよ。あのときはそれどころじゃなかったけど、考えてみて気づいた」

　皆がユーリを見つめた。常つね信のぶはもう一度尋ねる。

「ユーリ、俺と話したかったんだろ？　本当のことを話してくれ」

「……そこまで分かってるんだ」

　少しの逡しゆん巡じゆんの後、ユーリが口を開いた。

「ねえ、目隠しを外して。全て話すから」

「ユーリ、君、随分と流ちょうに……」

「ちょっと理由があって、なるべく喋しやべらないようにしていたから、単語の羅列みたいな変な喋り方になってたの。ごめんなさい。ややこしいことばかりで」

　解放されたユーリはフウと息を吐く。はだけていた服を整えてベッドに座り直した。

「皇帝陛下、貴方あなたにお願いがあるの」

　彼女が深々と頭を下げる。

「私の双子の妹、『無の姫ノンテツサ』ソーナを助けて」


（了）







あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　今回は宣伝をします！　「大国チートなら異世界征服も楽勝ですよ？」のコミカライズ第一巻が十二月二十一日に、ドラマＣＤが十二月二十五日に発売されます！

　八や月つき明あけ久ひさ先生の描くマンガ版「大国チート」もマンガならではの面白さがありますのでよろしくお願い致します。ドラマＣＤは脚本を担当させていただきましたが、声優さんの演技がとても素晴らしいので、是非、聞いて下さい。

　それでは、恒例の謝辞に。

　際どいところも巧みに描いて下さいます。イラストの三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。今回は本当にご迷惑おかけ致しました。担当編集さん。ありがとう、ありがとう。友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。デザイン頁ページを作成して下さる方。ありがとう、ありがとう。この本に携わってくれた全ての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。

　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。


二○一八年　一一月　櫂末高彰
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　私、クオーレ！

　天地開闢の頃から超絶的な美しさと大海よりも広くて深い優しさを併せ持つ至上にして至高なこの世の至宝と崇め奉られる、どこにでもいる慈愛の女神なのっ。

「クオーレ様、好き好き～」

　いつも甘えてくるこの子はユーリ。私のことが大好きすぎて仕方ない私の侍女よ。他にもたくさんの信者たちが「クオーレ様、美しい！」「クオーレ様、素敵！」「クオーレ様、マジ女神！」と敬うものだから大変だわー。はー、人気者って本当、大変だわー。

「クオーレ様の言いつけ通り、ちゃんとパンツ脱いでます」

　ユーリが純白の貫頭衣をたくし上げて、つるつるのお肌を見せてきたの。

　うんうん。やっぱり生まれたままの姿が一番よねっ。

「ヘッヘッヘ！　可愛いお尻してんじゃねえか、お嬢ちゃ～ん」

　出たわね！　私にイジワルばっかりするヤな奴。

　こいつはグロリア帝国っていう大国の皇帝よ。みんなから鬼畜破廉恥外道って言われてるんだけど、その評判通り、何人もの女の子を泣かせてるサイテーな奴なのっ。

「ほーれ！　ぺろんちょ、ぺろんちょ～っ」

「ふみーん……！　クオーレ様、助けてーっ……」

　鬼畜破廉恥外道皇帝にお尻をぺろんちょされて、ユーリが泣きついてきたわ！　まったくもってひどい奴よねっ。私は皇帝に敢然と言ってやったの。

「お座り！」

「な……なんだよぉっ……。ちょっと絶世の美少女で性格も最高に良くて慈愛に満ち溢れた完璧な女神様だからって、俺に命令するんじゃねえよぉっ……」

「聞こえなかったの、皇帝！　お座りしなさいっ」

「うううっ……。本当は俺、クオーレ様のことが大好きで大好きで、好き過ぎて気を引きたくてちょっかいかけてただけなんだっ……！　ごめんなさぁぁぁい！」

　皇帝はひぐひぐ泣きながら逃げていったわ。まったく困ったものね。

　でも、私、知ってるの……。

　あいつだって辛いのよ。

　ある雨の夜。たまたま見ちゃったんだ。

　皇帝が、道端に捨てられて鳴いてたか弱い子猫をそっと懐に入れてあげるのを。「お前も一人ぼっちなのか？」って、とっても悲しそうな目をしてたの。

　何よっ。ちょっとは良いところ、あるんじゃない！

　そんなふうに思ったら、何だか皇帝から目を離せなくなってる自分がいて、あれっ？　これって、まさか……。ううん！　そんなことない！　私があいつのことを好きになるなんて、そんなことっ……。

「俺、実は不治の病なんだ」

　皇帝から突然の告白。最近、私にちょっかいかけてこないと思ってたら、もう余命幾ばくもないだなんて、どうしてなの神様っ？　そんなの酷いわ！　パパのバカ！

「仕方ないのぅ。可愛い可愛いクオーレの頼みだから特別に皇帝の不治の病は治してやろう。末永く幸せに暮らすんだよ」

　あ！　そういえば私、大神ゼーバの末娘だったんだわ！　忘れてた！（てへぺろ）

　ありがとう、パパ！　大好き！

　こうして私と皇帝は結婚して幸せに暮らしたの。それもこれも全て私の慈愛に満ち溢れた行いあってのことよね。私ってばマジ女神♪　めでたし、めでたし。




「…………」

「ちょっと皇帝！　何なのよ、その真顔は!?　もっと、ちゃんとした感想があるでしょ！　感動した！　とか号泣した！　とかっ」

　腰に手を当ててこちらを見つめる慈愛の女神クオーレを見返し、常信はハアとため息を吐いた。とうとう彼女まで小説投稿サイトに手を出したようだが。

「これ、どこからツッコめばいいんだ……」

「ツッコむとか、そんなエッチな話じゃないわよ！　健全な純愛小説よ、これは！」

　慈愛の女神が真っ赤になって怒鳴った。
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